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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　九月の東京は、クーラーなしで作業するには暑すぎる。けれどそんな気温とはどこまでも無関係に、汗一つかかずに、蔵くら園その伊い吹ぶきは無む駄だのない動きで生徒会の仕事に励はげんでいた。

　伊吹は長い黒くろ髪かみをふわりと搔かき上あげると、作業を終えた書類の束を二つに分ける。

「山やま口ぐちくん、これ、生徒会新聞の原げん稿こう。書き上がったから、誤ご字じ脱だつ字じがないかチェックして。桐きり野のさん、こっちは会計報告用のテンプレート。用意したから、参考にしてみて」

「はいよー」

「う、うん！」

　同じ役員の二人に書類を渡わたし終えると、伊吹は、校内に掲けい示じするポスターの山の処理に取りかかった。ポスターの掲示許可として、生徒会書記がハンコを押おす必要があるのだ。だいたい二十センチほどあるその山に向き合い、それから、猛もう烈れつな勢いでめくっていく。いや、めくるだけではない。一枚ごとに、正確に同じ場所にハンコを押していく。

「うわ。相変わらずハンパねーな。『蔵園の羽ばたき』」

　ものすごい速さで書類をめくって処理する伊吹（その音は鳥の羽ばたきにたとえられる）を見ながら、山口は感心するような呆あきれたような声で言った。

「蔵園さんのそれが出ると、仕事が半分の時間で終わってありがたいんだけどよ。いくら三年の先せん輩ぱい役員が受験で忙いそがしいからって、今日も仕事多すぎだよな。うんざりしねえ？」

「いいえ、私は大だい丈じよう夫ぶ」

　作業する手を止めずに、淡たん々たんと伊吹は答えた。

「やればやっただけの成果があがる作業は、好きだから」

　言い終わらないうちに、ポスターのすべてに印を押す仕事が完かん了りようする。伊吹は、机に向けていた鋭するどい眼まな差ざしを、ふと、隣となりに座すわる小こ柄がらな女子、桐野に向けた。

「桐野さん」

　再び呼ばれた彼かの女じよは──それまで、渡された書類を前にぼんやりしていたのだが、はっと見開いた目でこちらを見やる。それに対して、冷静な声こわ音ねで問いかけた。

「仕事。さっきから、進んでいないようだけど」

「く、蔵園さんっ。ごめん、あたし……ちょっとぼーっとしてて」

　そう答える彼女、桐野はごまかすように笑ってみせる。それを、伊吹はじっと見つめた。

　何も事情を知らない人間が見たら、まるで伊吹が桐野を責め、そのせいで彼女が怯おびえているように思うかもしれない。──けれど伊吹には、もちろん、そんなつもりはない。

「こちらこそ、ごめんなさい。驚おどろかせてしまって」

　表情をほとんど動かさずに、しかし本心から、伊吹は言った。

「でも桐野さん、体調が悪いのかと思って。よかったら、仕事を代わる。家に帰ったら」

　問われた桐野は、驚いた顔で頭かぶりを振ふる。

「えっ……ううん、大丈夫だよ！　ほんとに、ちょっとぼーっとしてただけで……」

「そうなの？　私には、普ふ段だんの桐野さんとは、少し違ちがうように見えるけど」

　そう言いつつ、相手の瞳ひとみをまた見つめた。すると桐野の目が、笑えみの形を浮うかべる。

「……ありがとう。ほんと言うと……実は今朝から、ちょっと熱があるみたいなんだよね」

「なんだよ桐野、風か邪ぜかー？　いつも元気なのに、珍めずらしいな。気づかなかった」

「ここ最近、朝は少し冷えるから。元気な人でも、風邪をひいてしまう季節だと思う」

　山口に続いて伊吹はそう言うと、瞳に穏おだやかな光を宿した。──表情がほとんど動かない伊吹にとって、これは微笑ほほえみという意味だった。すると改めて、桐野が口を開く。

「ほんとにありがとう、蔵園さん。仕事増やしちゃって、ごめんね」

「気にしないで。私は、自分のやりたいようにやっているだけだから」

　そう応こたえ、桐野から会計書類を受け取りながら、心の中で思った。

　──そう、私は、私のやりたいようにやっているにすぎない。

　願うのはただ、平へい凡ぼんで堅けん実じつな人生。生徒会の役員になったのも、そのためだ。

　高校生のうちに生徒会役員という責任ある立場になっておけば、将来役に立つに違いない。それに、みんなのために何かをするというのも、単純に気分がよくなる。

　自分の将来のためだけでなく、人のためにも何かしたい。ただ、それだけのことだった。

（まあ、私の場合──すぐに家に帰りたくないから役員になった、というのもあるけれど）

　余計なことを考えそうになった一いつ瞬しゆん、僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せてから、伊吹は仕事を続ける。すると生徒会室のドアが開き、一人の男子生徒が現れた。すらりとした長身と、はっきりとした、どこか気品ある目鼻立ちの青年は、両りよう腕うでで事もなげに二つの段ボール箱を抱かかえている。──彼かれの姿を見た途と端たん、なんとなく、伊吹の胸むねの奥おくは温かくなった。

「あっ、光みつ嶋しま！　それ、一人で運んでくれたのか。悪いな、任せきりにして」

　山口が言うと、相手はその明るい茶ちや髪ぱつと大きな瞳をきらりと光らせ、穏やかに応えた。

「別に、大したことはしてないよ。職員室に寄ったついでに、持って上がってきたんだ」

　そう言って笑う彼の名前は、光嶋英ひで人と。伊吹と同じ高校二年生にして、この栄えい駿しゆん高校の現・生徒会長。二年生なのに生徒会長なのが示す通り、眉び目もく秀しゆう麗れい・文ぶん武ぶ両りよう道どうということで、学校でも有名な人物だ。英人は確かな足取りで、ゆっくりとこちらに近づいてくる。箱を教室のテーブルに置いた彼に、いち早く話しかけたのは山口だった。

「おい、これって去年の卒業アルバムだろ？　台車かなんか使えばよかったのによ」

「台車はちょうど先生たちが使っていたから、手で運べばいいかと思ってさ」

「そ、そうなの？　でもこれ、けっこう重そうだよ？」

　重量を確かめるように箱に軽く触ふれながら、桐野が言う。それに続いて、伊吹も言った。

「確かに、箱一つで五～六キロはある。光嶋くん、すごいのね。一気に二つも運ぶなんて」

「えっ……あ、蔵園さん」

　話しかけられた英人は、なぜか改めて伊吹の名を口にしてから、僅かに顔を俯うつむけた。

「いや……これくらいは平気だよ。家の都合で、少し身体からだを鍛きたえているから」

「家の都合～？」

　不思議そうに、山口が口を挟はさんだ。

「お前の親おや父じさん、確か霞かすみが関せきのエラい人だろ？　筋トレ関係あんの？」

「ええと、それは……」

　どこか答えづらそうに口ごもる英人の横で、伊吹は深く頷うなずいた。

「なるほど。公務員の仕事をするにも、身体が資本。だから身体は常に鍛えるべきだと」

　そこまで言ってから、英人のほうを振ふり向むく。

「そういうお家うちの教えってことかしら。光嶋くん」

「あ、う、うん。そんなところかな」

　英人はほっとした顔で肯こう定ていし、山口は首を傾かしげている。でも伊吹は、こう思った。

（やっぱり立派ね。質実剛ごう健けんな教育方針も、それを確実に実じつ践せんしている光嶋くんも）

　何より、大変な仕事をしたというのに、平気だと笑う姿が一番立派で、眩まぶしい。伊吹は、いつもそう思っている。──だがここで、はたと大事なことを思い出した。

「そう──光嶋くんにも伝えないと。桐野さん、体調が悪いから早めに帰るそうよ」

「う、うん。悪いんだけど……蔵園さんが、あたしの仕事も代わってくれるって」

　桐野がそう応えると、途端に英人は心配そうな眼差しを彼女に向けた。

「ええっ、そうなの？　ごめん、気づかなくて。大丈夫？」

「うん、大丈夫。熱っぽいだけだから……今日は家に帰って、寝ねておくね」

「それがいいよ」

　英人は屈くつ託たくのない笑え顔がおと共にそう言うと、重ねて述べた。

「仕事なら、任せておいて。蔵園さんだけじゃなくて、俺おれも山口も手伝うから。三年の先輩方が色々と忙しくしている今、二年生の役員同士で、力を合わせていかないと！」

　──ともすれば噓うそくさく聞こえてしまいそうな、まっすぐな言葉。けれどそれを聞いたみんなが素す直なおに頷くのは、英人の人ひと柄がらがまっすぐなことを、誰だれもが知っているからだ。

　そう、伊吹が生徒会役員としての仕事の時間を大切に思っている理由の半分は、彼、英人の存在が占しめている。

（堅実で、成績もよくて、飾かざらない優やさしさもあって──生徒会長としての実力もあって）

　英人が生徒会長に就任して間もない一学期の間に予算案その他を取りまとめ、来年度からの全教室へのクーラー設置を先生たちに承しよう認にんさせたのは、誰の記き憶おくにも新しいことだ。

（それに加えて、身体を鍛えたりするような努力も欠かしていないなんて）

　おまけにお父様が、誰にも恥はずかしくない仕事をしているなんて──と、これは英人本人とはあまり関係のない、伊吹の個人的な評価点なのだが──それはともかく。

（立派な生徒会長や、役員の仲間と一いつ緒しよに過ごせる。こんなに素す敵てきなことはない）

　伊吹は心から、英人を尊敬していた。




　しばらくして桐野が早退した後、伊吹たちは、再び生徒会の仕事に戻もどった。そして伊吹は三十分ほどで桐野の代わりの仕事を終わらせてから、また次の仕事に取とりかかる。

「光嶋くん、メールの文面のチェックをお願い。間ま違ちがいがないといいんだけれど」

「わかった。でも、俺が見る必要もないんじゃないかな。蔵園さん、いつも正確だから」

　と──そんなやり取りをしていた時。低い振しん動どうの音と共に、英人が、あ、と声をあげた。

「ごめん、俺のスマホだ！　電話か」

　ポケットから取り出したスマホの画面を見た英人の表情に、一瞬だけ緊きん迫ぱくの色が浮かぶ。

　けれどこちらが訝いぶかしむより早く、彼は素す早ばやく席を立ち、教室の隅すみで電話に出た。

「はい、英人です。……あっ、佐さ藤とうさん……わかりました。すぐ行きます」

　すぐに通話を終えた英人に、山口が問いかける。

「どーしたんだ光嶋？　また、家の都合の呼び出し？」

「うん。悪いけど、そうみたいだ。……ごめん、俺、先に帰るよ。後はよろしく！」

　どこか緊きん張ちようした様子のままで言う英人に対し、こちらは力強く頷く。

「ええ、わかった。こちらのことは気にしないで、気をつけて帰って」

「お前ん家ち、けっこう呼び出し多いよなー。また明日な！」

「ありがとう。うん、また明日！」

　英人は笑顔を浮かべると素早く支し度たくを整え、風のように速く生徒会室を出ていく。

（有能な人は、社会のどこででも必要とされるものなのね）

　英人が階段を下りていく音を聞きつつ、伊吹はしみじみと思った。すると、その直後。

「おいーっす！　失礼しゃーっす!!」

　ドアが開け放たれると同時に聞こえてきたのは、元気な、というより無駄に元気かつやや子どもっぽい男子の声。その声の主の姿に、伊吹は思わず、深くため息をついた。

「あっ、お嬢じよう！　やっぱりここにいたか」

　現れたのは、ツンツンの金きん髪ぱつとあどけなさの残る顔立ちが特とく徴ちよう的な男子生徒だ。こちらを「お嬢」と呼ぶ彼のことを、伊吹はよく知っている。本当に、よく……知っている。

「おっす、さっきぶり、お嬢！　讃えよ！　なんつって！」

「──翔しよう」

　彼──風かざ祭まつり翔を呼ぶ伊吹の声はこれまでと打って変わって冷たく、恐おそろしいほど低い。

　翔だけでなく、無関係な山口も、びくりと身を引ひき攣つらせるほどだ。

「外ではその挨あい拶さつをするのはやめてって、言ったはずなんだけど」

「あ、あーいや、ほら！　たまに使うのも、なんかカッコいいかなーって思って」

「二度はないから」

「あ、はーい。わかってまーす」

　バツが悪そうに唇くちびるを尖とがらせた翔は、しかし、はっと表情を変えてこちらに詰つめ寄よった。

「って、そーいうことじゃなくて！　お嬢、スマホ見てないの？　不知火しらぬいさんがメッセ送りまくったのに返事がないって、さっき泣きながらオレに電話してきたんだけど！」

「見てない」

　さらりと答え、次いで、ポケットのスマホをチラ見してからすぐ仕し舞まう。

「見たけど、届いてない。不知火さんのメッセージなんて。そういえば昼過ぎに『ぬいぬい☆』とかいう変な人からならメッセージは来てたかしら。即そくブロックしたけど」

「それだよ！　それが不知火さんだよ！　もうお嬢、ツンデレもたいがいにしてくれよ！」
















「ツンデレ──？」

「うわっ……いや、そんな嫌いやそうな顔しなくても……はいはい、オレが悪かったです！」

　とにかく、と翔は続けて言った。

「朝も言っただろ、お嬢！　今日はオレたちの大切な日だから、できればすぐに帰ってきてほしいって！　不知火さんだけじゃなくて、垂水たるみさんも土ど濃の塚づかさんも待ってると思うぜ。まあ、オレも補習受けてたからすぐ帰れなかったんだけど」

「ちょうどいいじゃない。そのまま、永遠に補習授業を受けてたら」

「ひでぇ!?　いや、とにかく困るから一緒に帰ってくれって！　お願いだからーっ！」

　土下座せんばかりの勢いで、というか土下座しながら翔は言う。そのあまりの勢いに、山口は「行ってやったら？」と言いたげな眼差しを向けてきている。──仕方がない。

「はあ──わかった」

　やがて、我ながら悲ひ壮そうな声音で伊吹は告げた。

「本当は嫌だけど──今日は、もう家に帰る。山口くん、悪いけど後はお願い」

「おっ、おう。それは構わんけど……」

「よっしゃー、お嬢が帰る！　これでオレたちの」

「翔は黙だまってて」

「はいっ」

　ぴしゃりと口を閉じる翔を尻しり目めに、少し重い足取りで荷物を纏まとめ、鞄かばんを持つ。

「それじゃあ、山口くん。さよなら」

「お邪じや魔ましゃっしたー」

「おう、じゃあな」

　──ドアが閉まり、静せい寂じやくが生徒会室を満たす。山口は一人、心の中で呟つぶやいた。

　さっきの蔵園さん──切せつ腹ぷくを余よ儀ぎなくされた戦国武将みたいな顔してたな、と。




　見慣れた「（株）蔵園珈琲コーヒー」の看板のついた、三階建ての小さなビル。そこが伊吹の生家であり、かつ、ブラジルで栽さい培ばいした良質なコーヒー豆を卸おろす会社としてそれなりに有名な「蔵園珈琲」の日本支社でもある。けれど実のところ、この建物で重要な場所は地上ではなく地下にあり──それは近所の人も知らない、この家の秘密の一つだった。

「ほらほら、お嬢！」

　急せかす翔にイラッとした目を向けてから、伊吹は入口そばの壁かべに手をついた。すると壁に埋うめ込こまれた機械が指し紋もんを認にん証しようし、何もなかった場所に、ドアノブが生えてくる。

　ドアノブを回すと、音もなく壁の一部が扉とびらとなって開く。そこから地下へと続く暗い階段をしばらく下り──下り──ちょっとうんざりするほど長い時間、下りていくと。

「おっかえりなさいませ、お嬢様ァーっ！」

　やっと到とう着ちやくした、光に満ちた場所──このビルの本当の玄げん関かんで、不意に飛びかかってきた人物の抱だき着つき攻こう撃げきを、しかし、伊吹は華か麗れいにスルーした。

「おお、右足を軸じくに無駄のない回かい避ひ！　さすがお嬢様、いかなる時も隙すきがなゴフッ！」

「痛いてえっ!?」

　回避されたまま喋しやべり続けていたその人物は、階段を下りてきた翔と正面衝しよう突とつする。

「ちょっと、何してんだよ不知火さん！　せっかく出撃前だっていうのに、オレ頭ぶつけるところだっただろ！」

「おお、すまんかったな翔くん。うぐぐ、腰こしがヤバい……この歳としの人間にはヤバい……」

　ぶつくさ言いながら立ち上がった彼、つまり不知火は、白髪しらが混じりの亜あ麻ま色の髪かみを七三に分けた、髭ひげの似合う紳しん士し然とした人物である。だが、その格好はどこかおかしい──ぴったりとした黒のウェットスーツの上に、洒しや脱だつな背広を着こんでいる。そしてその姿を見て、伊吹は、再び大きなため息をつく。一方で不知火は、うっとりと言った。

「ああ、お嬢様！　夕暮れのあなた様もまた一段とお美しい。世を忍しのぶ仮の高校生生活お疲つかれ様さまでした！　お嬢様のお帰りを、この不知火、首を長くして待っておりましたとも」

「ただいま」

　伊吹は感情の籠こもっていない声こわ音ねで言うと、続けて言い放つ。

「それと、いってきます」

『どこへっ!?』

　ショックを受けた顔で問う翔と不知火に、静かに答えた。

「ファミレスで勉強に」

「いけませんお嬢様！　学校で勉強して放課後も勉学に勤いそしんで、それでいつ世界征せい服ふくに励はげむと仰おつしやるのですか!?　今でしょっ」

「────」

　世界征服。当たり前のように不知火の口から飛び出した言葉に、伊吹の眉まゆが跳はね上あがる。

「あ、やべ……」

　それが伊吹がキレる寸前に見せる行動だと知っている翔は怯ひるんでしまうが、一方で不知火はというと、まるで赤子を宥なだめるような口調でこう言った。

「まあまあお嬢様、本当にお疲れなのでしょうな！　何せこの不知火めの愛のメッセージにもお気づきになられないほどですし、たいへんぐったりしておいでに違いない！」

「いや、お嬢、ブロックしてたけど」

「ブロック？　コンクリートブロックがどうかしたのかね翔くん。ともかく、ひとまずお茶とお菓か子しをどうぞ、お嬢様。ファミレスはその後でもよろしいでしょう？」

「──そうね」

　怒いかりを鎮しずめ、小さく息を吐はく。

「どうやら何か起こっているようだし──現状は把は握あくしておかないと」

「その意気（？）ですぞ！　ささ、どうぞこちらへ」

　不知火に促うながされ、大きなリビングルームへと進む。小さなビルの地下空間とは思えないほど広いその部屋は、幼い頃ころから馴な染じみ深い、ある意味『家族』との生活の場である──あまり認めたくはないにしても。そして部屋に入ると、二人の人物がいた。

「まあっ、おかえりなさい。お嬢様」

「……あっ……フフ……どうも」

　一人は眼鏡めがねをかけた、おっとりとした風ふう貌ぼうの女性──彼女も黒のウェットスーツを着き込こみ、さらにプロテクターのようなものを装備している。もう一人は、陰いん気きな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた美青年。こちらも黒のウェットスーツの上に、科学者のような白衣を纏っていた。

　彼女らの姿を見て、遅おくれて部屋に入ってきた翔が大声をあげる。

「あっ、なんだよ！　土濃塚さんも垂水さんも、もう戦せん闘とう服着てるのかよ！　ずるい、オレも着き替がえてくる！　ちょっと待ってて」

「まだ出撃まで時間がありますから、慌あわてなくていいですよ」

　居間にある『テンペスト』と大きく書かれた扉の奥おくに急いで駆かけ込こんでいく翔の背に向かって、穏やかな口調で声をかけた土濃塚は、にっこり笑って再びこちらに言った。

「お嬢様、今日のお茶は蜂はち蜜みつジンジャーティーですよ。フィナンシェと一緒にどうぞ」

「ありがとう、土濃塚さん」

　鞄を下ろして椅い子すに座り、お茶を一口。──美お味いしい。それから、重い口を開いた。

「それで──あなたたち、いったいなんのつもりなの」

『えっ』

　問われた大人三名の動きが凍こおりつき、次いで、いち早く硬こう直ちよくが解けた不知火が言う。

「んなっ、何を仰おおせなのですやらお嬢様!?　今朝も申し上げた通り」

「聞いてなかった。朝は一日の準備で忙しくて」

「申し上げた通りっ！　今日こそはついに我ら『ダークネスエデン』の宿願が叶かなう日なので、お嬢様にも出撃にご同席願いたいと……」

「──はぁぁぁぁぁぁ」

『ダークネスエデン』──出た。またそれだ。

　思わずうんざりして、伊吹は、思い切り深く、長いため息をついた。

「おお、それは自律神経を整える呼吸法か何かですかな？　さすがお嬢様、博はく識しきですな」

「そんなわけない。それより勝手に私を、あなたたちやお父さんの仲間にしないで」

　居間の壁にかかっている巨きよ大だいなタペストリー──『Ｄ』と『Ｅ』の文字に複雑な意い匠しようを凝こらしたシンボルマークが描えがかれたそれを横目で睨にらみつけてから、静かに口を開く。

「改めて、はっきり言っておくけど。私は決してあなたたちが嫌きらいなわけじゃないし──海外にいる父や、亡なくなった母の代わりに世話をしてくれて、とても感謝してる」

「何を仰おつしやる！　それくらい、当然ですともっ！」

　なぜか涙なみだぐんでいる不知火に対し、しかし、構わずに宣言する。

「でも世界征服なんて、頼まれてもしないし──悪の組織の二代目首しゆ領りようになんてならない。将来は、公務員になるつもりだから。堅実な職業に就つきたいの、私は」

　強い決意と共に、きっぱりと、こちらがそう言い放つと──

「そっ、そんなぁあああっ!?」

　不知火は今度は涙声をあげ、土濃塚もまた、口元を手で押さえてショックを隠かくし切れずにいる。垂水は、なんとなく居い心地ごこち悪わるそうにしていた。

「お嬢様っ……！」

　ぶるぶると震ふるえつつ、不知火はこちらに詰め寄った。

「お嬢様、あなたは各種運動や勉学にも励まれ！　さらに、様々な資格をお持ちですね!?」

「ええ。二級小型船せん舶ぱく操そう縦じゆう士し免めん許きよとか、乙おつ種しゆ消防設備士の資格とか、色々取ったけど」

「そうしたお勉強をわたくしめがお勧すすめし、時に学習のお手伝いまでさせていただいていたのはひとえに！　二代目を襲しゆう名めいされるための英才教育、すなわち帝てい王おう教育の一いつ環かんで」

「教育にも感謝してる。でも成果をどうしようと、私の勝手でしょう」

　将来公務員として何をするにしても潰つぶしがきくよう、資格はありがたく使うつもりだ。

「のおおおおおっ！」

　不知火はにわかにのけぞってから、一気に喋しやべりはじめた。

「いいですかなお嬢様、あなた様のお父上……我らが首領ダークロードは！　この地球上に蔓延はびこる悪あしき経済格差の一いつ切さいを消しよう滅めつさせ、大衆を正しき形で支配・統治すべく決けつ起きされた、まさに闇やみの救世主たる御お方かたでっ！」

　理由はつけているけれど、要するに世界征服が目的だ。それにこの話は何回も聞いた。

「さらにっ！　この不知火のごときはぐれ者の悪党や、異い端たんの科学者や超ちよう能のう力りよく者しやらを束ね、この一大秘密結社『ダークネスエデン』をたった一代で築きずき上げた！　まさに真の」

「土濃塚さん、お代わりをお願い」

「あっ、はい」

「聞いでぐだざいぃいい！」

　地じ団だん太だを踏ふみそうな勢いの不知火に、ちらりと視線を戻す。

「ええ、確かにすごい。たった七年で、秘密結社を作るなんて。超能力や、常識を超こえる科学力を取とり締しまる法律がないからこそ、あなたたちは『法で裁けぬ悪』なわけだし」

「ええ、そうですとも！」

「──でも表社会に打って出る前、バブル崩ほう壊かいの時に、組織は崩壊したんでしょう」

「そっ、それは……ち、違いますう！」

　一瞬元気を取とり戻もどした不知火は、再び手を振ふり回まわしながら必死に言う。

「お嬢様はまだお生まれになっていなかったからご存知ないでしょうが、あの時の日本経済の混乱ときたらとんでもなかったのですぞ！　我らが配下の戦闘員の解かい雇こ、動産・不動産の売ばい却きやくを経へて世を忍ぶ仮のコーヒー豆専門会社に専念することになるのも致いたし方なく」

「そっ、そういうひどい目に遭あった私たちだから、経済格差をなくすための戦いが真しん剣けんにできるんですよ。ね、不知火さん。ほら今、日本は格差社会だって問題になってますし」

「おおっ、ナイスアシストですぞ土濃塚くん！　……エヘン」

　と、唐とう突とつに不知火が喉のどを鳴らす。その様子を見て、土濃塚も、そして虚うつろに視線を彷徨さまよわせていた垂水も姿勢を正した。それを見届けてから、不知火が続ける。

「そんな臥が薪しん嘗しよう胆たんの日々も、衆しゆう愚ぐが齎もたらした歪ゆがんだ社会も、本日これまでというわけだ」

　いきなり低音のカッコいい声になった彼は、カリスマ性溢あふれるポーズと共に宣言する。

「我らはこれまで、首領のお導きの下、潜せん伏ぷくを余よ儀ぎなくされていた。だが今──我らが同志が開発せし戦闘員が産うぶ声ごえをあげた今！　我らは、亡き湖こ城じろ博士が遺のこした一大兵器を用いて、先んじてこの東京都から！　ダークネスエデンの闇色に染め上げるのだ！」

「ホーホッホッホ！　当然ですわ！」

　と、これまでと打って変わって芝しば居いがかった高笑いで、土濃塚が賛同の声をあげた。

　不知火に合わせて、彼女も悪の組織に属する者としての口調に『戻った』わけだ。

　それに乗せられたように、不知火はいよいよノリに乗った様子でポーズを決める。

「このダークネスエデンの大幹部・ジャガーノートと！」

　次ついで土濃塚がキメる。

「幹部・タナトスですわっ！」

　垂水がボソッと言った。

「……幹部・インフェルノ……」

　そして、タイミングを合わせて扉を勢いよく開けた翔──他の皆みなと同じ黒いスーツの上に、オレンジ色のジャージのようなものを羽織った彼が言う。

「幹部・テンペスト！」

「そう、我らこそがダークネスエデンの四幹部！」

　ジャガーノートこと不知火は高らかに言った。（株）蔵園珈琲とは仮の姿。伊吹の実家は、紛れもなく世界征服を企む悪の組織で──この四人は従業員兼幹部なのだ。

「そして！」

　悪の大幹部の手が、伊吹をビシッと指す。

「ここにおわす我らが二代目首領候補、『ジ・イヴル』様の名の下に！　我らは……」

　伊吹は眉間に皺しわを寄せながら、不知火の指の向きをぐいっと変えた。

「ちょ、ちょっとイヴル様。ここは空気を読んでくださらんですか」

「私の名は『イヴル』ではないんだけど。不知火さん。それと、言いたいことが」

「ちーがーいますぅー。今のわたくしめは『不知火』じゃないですぅー。ジャガーノートですぅー。ジャガーノートって呼んでくださらんと返事しませ」

「あ、ジャガおじさん」

　と、テンペストこと翔が、不知火をあだ名で呼んで口を挟む。

「ここはお嬢の話聞いとこ？　後が怖こええから。オレ、明日教室で何されるかわかんねえし」

「むう……級友で幼おさな馴な染じみのテンペストくんが言うなら仕方ない。なんですかな、お嬢様」

「さっき、戦闘員が生まれたとか、湖城博士がどうだとか、言っていた気がするけど」

　湖城博士というのは、伊吹が生まれるよりも前に亡くなった、不知火と同じ最古参メンバーの一人だ。博士は真の天才だが学会の異い端たん児じでもあった、と聞いたことがある。

「いったいどういうこと。新しく人を雇やとったの？　それに、兵器っていうのは」

「ふっふっふ。気になりますかな？　ではインフェルノくん、彼らを」

「……はい……」

　促されたインフェルノこと垂水が、首にぶら下げている小さな笛──犬笛のようなものをふう、と吹ふく。するとそれに合わせて、『研究室』というプレートが掛かけられた部屋から、緑色のパンツ一丁の変な人々が現れた。顔はファンシーで可か愛わいいのに、体形はリアルな大きさなのが不気味だ。おまけに、頭に変な緑色の草のようなものが生えている。

「これは──」

「ふふ、さすがに驚きですかなお嬢様。……我らを悩なやませていたのはひとえに資金難と人材不足でした。ですが資金難はブラジルで首領がコーヒー栽培に励まれた甲か斐いあって改善され、次いで人材不足はこうして、科学の力によって解決したのです！」

「……カ、カイワレと……」

　垂水が、変に口元をニヤけさせ、嬉うれし恥ずかしといった様子で解説する。

「……カイワレ大根と……ボノボ……チンパンジーの一種、を遺伝子改造して作った……フフッ……りょ、量産化可能な戦闘員……です」

「そしてさらに、かの装置──湖城博士が遺した兵器、その名も『強制非闘とう争そう機』！」

　戦闘員たちが、研究室から大きな機械を運び出す。伊吹は近くに歩み寄り、呟いた。

「これは──散布機？　外部電源を接続して動くタイプの。かなり大型だけど」

「その通り！　これはある特とく殊しゆな化学薬品を空気中に散布します。いえ、決して人体に危害を加えるものではありませんとも」

　得意げに口くち髭ひげを弄いじりながら、不知火は言う。

「この装置が散布する薬品を吸うと、脳内のセロトニンの分ぶん泌ぴつが活発になります。つまり圧あつ倒とう的てき幸福感が脳を包つつみ込こむため、人は現状に満足し、我が欲よくによる闘争を行わなくなる。すなわち！　戦争から競争まで、あらゆる争いが地上から消える！　というわけです」

「なんですって──」

「あらゆる格差は争いより生まれる。これより我ら、この機械を用いて、東京に争いなき理想郷を打ち立てましょうぞ！　フーハハハーッ！」

『オーッ！』

　不知火の高笑いに応じ、幹部たちは拳こぶしを突つき上あげる。一方、装置を眺ながめた伊吹は思う。

（発想が恐ろしいのは認めるけど──なんて馬鹿な計画なの）

　けれど、いくら馬鹿げているからといって放ってはおけない。なぜなら──

「ねえ」

　この際はっきり言っておこう、と決意を胸に、静かに不知火たちに語りかけた。

「あなたたちは、身辺調査って知ってる？」

「しんぺんちょーさ？」

　翔が首を傾げる。けれどそれに構わずに、続けて語った。

「公務員試験では、受験者の過去や家庭環かん境きように関する調査が入るの。だから、あなたたちに目立たれると私は困る。実家が悪の組織という理由で、試験に落とされたくないもの」

「なーんだ、そういうことかよお嬢！　まったく、心配性しようだなぁ」

　翔がニカッと笑い、ついでにビシッと親指を立てて言った。

「大丈夫！　お嬢が世界の支配者になれば、公務員にでもなんにでも、なり放題だぜっ」

「翔は黙ってて」

「ヒッ！」

　じろりと睨むと、翔は竦すくみ上がって黙だまる。すると、わなわな震えながら不知火が言う。

「ば、馬ば鹿かな……『純じゆん朴ぼくな笑顔で心配性のお嬢様をお慰なぐさめする』作戦が失敗だと!?」

「作戦？」

「あっ、いや～、なんでもないですぞ？」

　不知火はごまかすように咳せき払ばらいし、それから、改めて言った。

「お嬢様、誤解があるようです。我らは決して、暴力的手段を用いて世界征服を行おうとはしておりません。我らが組織の血の掟おきては『殺人禁止』と『私的な金きん策さくの禁止』ですし。さらに言うなら、我らは反社会組織でもありませんぞ！　ただ政治をよりよいものに、即そく時じに改善すべくっ！　今すべきことを、愚ぐ直ちよくに、しっかりとこなしておるだけですとも！」

「不思議ね。どの悪の組織も同じこと考えてそう」

「それにっ！」

　とそこまで言って、不知火は突とつ然ぜんぴゅいぴゅいと下手くそな口笛を吹いてから続けた。

「その～、もう時すでに遅おそし、と申しましょうか」

「わかるように話して」

「つまりぃ、もう作戦は始動しておるのです……お嬢様と翔くんが学校にいる間に？」

「──なんですって」

　ゾッと、というよりはかなりイラッとしながら、不知火に言う。

「どういうこと。もう何か始めてるっていうの」

「いやいやつまり、この散布機はですな？　お嬢様の仰せの通り、発電機を繫つなげて使うタイプなのです。で、その発電機もかなり大型のものなので……先せん遣けん隊たいとした戦闘員二名に、先んじて発電機だけ、作戦目標地に運はこび込こませておる最中でして」

「──はぁぁぁぁぁぁ」

　伊吹は──再び、深く、深くため息をつく。それから──心の奥おく底そこで、決意した。

（なるほど。もう勝手に始めているというのね。なら、私も容よう赦しやはしない）

　目の前の散布機に触れてから、スカートのポケットに手を突つっ込こむ。それから、言った。

「わかった。なら最後に、もう一つだけ言っておくけど」

　改めて口を開くと、軽く盛り上がっていた幹部たちの視線が、すべてこちらに注がれる。

「断言する。あなたたちの今回の計画は、必ず失敗する。それが嫌なら、まっとうな政治活動でもするか──じゃなかったら、地道にボランティア活動でもするべき」

「ふっ……なるほど。聞いたか皆の衆！　イヴル様は、『必ず計画を成功させよ』と仰せだ！　我らダークネスエデンの力、今こそ天下に示す時だぞ！」

『讃たたえよ楽園！　湛たたえよ、深しん淵えんなる闇を!!』

『カイー！』

　幹部が『社訓』を叫さけぶのに合わせて、戦闘員たちも大声をあげた。カイワレ大根からできているだけに、鳴き声は「カイ」らしい。アホらしい。実にアホらしい。

（じゃ、ファミレス行こうかしら）

　と──ダークネスエデンたちが盛り上がる様を見ながら、伊吹はあっさりとそう思った。

（いえ、わざわざ出かけなくてもいいか。家でも集中できそうだもの）

「じゃあ、後はご勝手にどうぞ」

　さっさと自分の部屋に入って、扉を閉める。

「聞いた、土濃塚さん！　お嬢が、好きにやっていいって！　くぅ、腕うでが鳴るぜ！」

「あら、口の利きき方はお気をつけになってテンペスト。今の私はタナトスでしてよ？」

　仕事モードになると、眼鏡を外してすっかり性格が変わる土濃塚の声が聞こえる。が、イヤホンをしたら何も聞こえなくなった。伊吹はそのまま、机に向かう。そしてしばらくしたら、イヤホンを外しても静かだったので──どうやら、全員出かけたらしい。

（よかった。これでもっと集中して勉強できる）

　そう思って、机に向かう。心配は要いらない──既すでに、布ふ石せきは打ったのだから。




　夕暮れが近い時間帯。ダークネスエデンの幹部たちは変声機をつけ、マスクを被かぶって顔を隠すと、東京スカイツリーへと出撃した。しかしスカイツリーの真下の地上は、ダークネスエデンたちの予想に反して、しんと静まり返っている。

　今回の作戦は、スカイツリーの頂上に例の散布機を設置して、薬品を大規模に散布するというものだ。だがこの時間帯に人ひと気けがまったくないというのは、明らかに異常である。

「おかしい。既に先遣隊は到着しているはずだが……発電機が見当たらんぞ」

　訝いぶかしげに不知火ジヤガーノートが呟く。すると何者かを見つけた翔テンペストが、夕ゆう闇やみの奥を指して叫んだ。

「ジャガおじさん！　アレ！　誰だ、あいつ……!?」

　そこに立っていたのは──黄昏たそがれ時どきの光に鈍にぶく照らされた、銀色の影かげ。

　シャープなフォルムの金属製スーツを身に纏い、同じく金属製のマスクを被った、一人の──姿形からして、男性。ところどころに群ぐん青じよう色のラインが入ったそのデザインといい、マスクの真ん中で緑に光るバイザーといい、その姿はどこから見ても──

「馬鹿なっ!?」

　ジャガーノートは驚きよう愕がくと共に吐はき捨すてる。

「『正義のヒーロー』──だと……!?」
















　──そんなものが実在していたとは。ジャガーノートは信じられなかった。これまでの数十年に及およぶ犯罪生活においても、彼と対決したのはすべて公安警察などの司法組織だった。そう、この世に正義の特とく撮さつヒーローなど実在しない。それがなぜ、今になって──

「……せ、戦闘員一号と二号がっ……」

　垂水インフエルノが愕がく然ぜんとして言う。ヒーローの足元に倒たおれていたのは、まさに、彼が作り出した戦闘員たちだったからだ。ついでに、発電機も既に破は壊かいされている。どうやら──こちらが到着する前にヒーローに攻撃され、ついでに人ひと払ばらいまでされてしまったらしい。

「あなた、何者ですの!?　名を名乗ったらいかが、この不ふ敬けい者もの！」

　土濃塚タナトスが鋭く言うと、おもむろにポーズを取りながら、相手は言い放つ。

「闇が蠢しゆん動どうするところ──光の閃ひらめきあり！」

　相手のマスクも変声機つきらしく、正体は摑つかめない。だが、若い男であることはわかる。

「光こう速そく特とく捜そう・タウマゼイン!!　お前たちの野望を打うち砕くだく、都心に生まれた希望の光だ！」

　相手はきっちりとポーズを決めて宣言してきた。いよいよ、ＴＶの特撮番組のようだ。

「タ、タウマゼイン？」

「なるほど、古代ギリシャ語で『驚きよう異い』という意味だね」

　戸と惑まどうテンペストの横で、ジャガーノートは呟いた。だが、余よ裕ゆうがあるわけではない。

「どうしますの、ジャガーノート様」

　タナトスが小声で問いかけてきた。

「あの方がどういうつもりなのかは別としても、先遣隊が倒されたのは事実ですわ。私、あの方を倒せるだけの装備は、今日持ってきておりませんことよ」

「うん、どうしよ……あっ、そうだ。テンペストくん。君、初代テンペスト譲ゆずりの超能力があるだろ。いっそのことあいつをドカーンと遠くに吹ふき飛とばしてくれんかね」

「おう、任せな！　じいちゃん譲りの超能力を見せつけてやるぜ!!」

　そう、テンペストは（とてもそうは見えないが）風を操あやつる超能力者なのだ。しかし──

「はああああぁーっ！　どうだ、ジャガおじさん!?　吹っ飛んだ、あいつ!?」

「いや、扇せん風ぷう機きの『弱』レベルかな。君の能力、ムラが大きいからね。しょうがないね」

　ジャガーノートは苦虫を嚙かみ潰した顔をした。するとインフェルノが、震えながら言う。

「……ど……どっ、どうするんで……すか。フ、フフッ……」

「笑いながら泣くんじゃないよインフェルノ。うむ……とりあえず！」

　ジャガーノートは気を取り直し、ビシッと敵を指さして号令する。

「フン、タウマゼインとやらが何するものぞ！　我らダークネスエデンによる世界征服を阻はばませてなるものか。行け、戦闘員三号と四号！　奴やつを倒すのだ！」

『カイー！』

　戦闘員三号と四号が果か敢かんにヒーローに挑いどむ。だが──

「たあっ！」

　気合の掛かけ声ごえと共に振るわれた拳が、戦闘員たちの脳天と鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきした。

「……ああっ、三号と四号までもが……っ！」

「フーム、空手……さらにそれを強化外骨格でアシストして力を増しているのか。小こ癪しやくな」

「ジャガおじさん、戦せん況きよう分ぶん析せきどころじゃないぜ。インフェルノ、ガチ泣きしてんだけど」

　テンペストがこそこそと言う間に、ヒーロー・タウマゼインはこちらに向かって歩みだしている。どうやらやる気は満々のようだ。と──そこで。

「ハッ……！」

　ジャガーノートに天てん啓けい下る。彼はニヤリと笑うと、タウマゼインに向かって言い放つ。

「聞けい、新たなるヒーローよ！」

「！」

　動きを止めたヒーローに対し、傲ごう然ぜんと背を反らしながらジャガーノートは言う。

「君がいる限り、計画は果たされないらしい。そこで我らは、プランＢを発動する！」

「プランＢ？」

　訝しむのはタウマゼインだけではない。テンペストも思い切り首を傾げている。

「フハハ。この散布機はタワー頂上から、都全体に薬品を撒くためのもの。だが地上に置かれた状態でも──内部電源だけでも、付近一帯になら、散布は可能だと思わんかね？」

「何っ!?」

　ジャガーノートの発言に、初めて、タウマゼインは動どう揺ようの色を見せた。

「なるほどー、ジャガおじさん！　カッコいいぜ！」

「賞賛は後でだテンペストくん。ともかく今、ここでこのわたくしがちょいと指示を出せば、機械は作動して……そうだな、少なくとも墨すみ田だ区くの半分は我らが支配下となるだろう」

　もちろん墨田区の半分というのはハッタリである。だが──

「くそっ……！」

　焦あせったように、タウマゼインがこちらに向かって駆かけ出す。しかし、それより早く。

「遅い！　やれ、タナトス」

「承しよう知ちですわ！」

　装置のスイッチが、タナトスの指で押される。けれど、誰も気づかなかった──機械がさっきから、不穏な音を立てていたことに。そして、次の瞬しゆん間かん。

『わぁああっ!?』

　──爆ばく発はつ。間ま抜ぬけな爆発音と煙けむりと共に、『強制非闘争機』はバラバラになってしまった。

「なっ……」

「あれ？」

「な、なんでですの……？」

　薬品の入ったタンクが地面を転がる音が響ひびく中、悪の幹部たちは顔を見合わせ──

『こ……これで勝ったと思うなよーっ!!』

　情けない捨すて台詞ぜりふと共に──ジャガーノートが投げた煙えん幕まくが炸さく裂れつする！

「くっ！」

　タウマゼインは怯まずに、煙幕を突つっ切きろうとする。しかし、もうもうとした煙が消えてなくなった時には──倒された戦闘員や機械の破は片へんもろとも、『ダークネスエデン』たちの姿はすっかり消えていたのである。

『タウマゼイン、大丈夫ですか？　ああ……敵は逃にげてしまったようですね』

　タウマゼインのマスクの内部に仕し込こまれた通信機を通じ、彼にだけ聞こえる通信が入る。

「ええ……はい、そのようです」

　タウマゼインは周囲を見み渡わたしてから、頭を垂れた。

「すみません、取り逃がしました。俺の力不足で……」

『いいえ、君の活かつ躍やくは見事なものでした。トレーニングに励んだ成果が出ましたね』

「はい……ありがとうございます」

『まずは、こちらまで戻ってきてください。彼らが名乗った「ダークネスエデン」とやら、過去のデータに活動記録があります。一度情報を調査して、それから方針を定めましょう』

　通信相手である青年は、丁てい寧ねいながらも朗ほがらかな声音で、心配ないといった口調で言う。けれど責任感の強いタウマゼインにとって、その温かさは逆に申し訳ないものだった。

『それでは、本当にお疲れ様でした──英人くん』

「はい、それではまた。佐藤さん」

　通信を切ると、タウマゼインは首元のボタンを押し、マスクだけを外した。風に揺ゆれる、明るい茶髪──どこか物もの憂うげな表情を浮かべるのは、まさに、光嶋英人その人だった。




「あぁあああーっ、死ぬかと思ったぁああーっ！」

　叫ぶなり、翔がばったりと床ゆかに倒れ伏ふす。

　ダークネスエデンたちがどやどやと秘密地下空間に戻ってきたのは、それから一時間ほど経たってのことだった。──これまでにダークネスエデンがずっと潜伏して活動してこれた原因は、ひとえに、不知火の天才的なまでの逃げの技術にある。

　今回も、街の監かん視しカメラに映らないよう、猫ねこかゴキブリしか通らない道を使って逃げてきたのだ。そのせいで全員へとへとだし、不知火に至っては、腰よう痛つうが再発しているが。

　そんな彼らの下に静かに現れたのは、二代目候補のイヴル様──つまり伊吹。

「あら、おかえりなさい。もう帰ってこないかと思ったけど」

「お嬢、いきなりンなこと言わなくてもいいじゃん！　オレたちヤバかったんだよ！」

「そうですよ、お嬢様。変な敵が出てきて、それにせっかくの機械がいきなり」

　と、素すに戻った土濃塚も口を開く。すると伊吹は、彼女の言葉を遮さえぎって言い放った。

「そう──爆発した、でしょう」

「えっ……!?」

　翔も土濃塚も、目を丸くしている。不知火も息が絶たえ絶だえながら、問いかけてきた。

「おっ、お嬢様……あの……ば、爆発を予測しておいでだった……ので？」

「いいえ、予測したわけじゃない。──さっき、これを抜ぬいたのは私だから」

「ああっ!?　それはもしや……！」

　彼らに向けて広げた左手の上にあるのは、銀色のボルト──散布機の部品の一部だ。

「私、消防設備士の資格を持ってるから。散布機のどの部分が重要かは、当然知ってるの」

　さっき散布機に触れた時、素早く重要部品を抜き取っておいたのだ。

「き、機械が壊こわれるように、こっそり細工してたのか!?　ひでえよ、お嬢！」

「あら。人の夢を絶とうとするほうが、よっぽどひどいと思うけど」

　ポンポンとボルトを手のひらで弄もてあそびながら言う視線は、凍いてつくほど冷たい。

「おおっ……お嬢様！」

　一方で、不知火は随ずい喜きの涙を流して喜んでいる。

「一目見ただけで、精密機械の重要部位を見抜かれるとは！　あのお小さかったお嬢様が、ここまで立派になられるなんて──この不知火、歓かん喜きの至り！」

「そう。それはよかった」

　言いつつ、じりじりと、ダークネスエデンたちに近づいていく。

「ちょ……あれ？　お嬢？　なーんか顔が怖いんだけどぉ……気のせい？」

「お嬢様っ、あのっ、私たち、次はもっと頑がん張ばりますからっ！」

「……いや、そういう問題じゃない気が……」

「お、おやおやぁ、お嬢様！　そっ、その右手に握にぎっておいでのものはなんですかな？」

　ガタガタ震えているダークネスエデンたちに、無表情のまま答える。

「スタンガン」

「へー、ほぉー、スタンガ……スタンガンとな!?　なぜに!?」

「本当なら、使いたくなかった」

　伊吹は淡々と言った。

「護身のためといっても、こんなもの、威い力りよくも強すぎるし。でもちょうどお小こ遣づかいも貯たまっていたし、ペン型のものなら、いつでも携けい帯たいしておいて、いざという時に使えるし」

「いざと……いう時とは」

「そうね」

　不知火たちの眼前に立ち止まり、彼らを見下ろす伊吹の目は、ドライアイスより冷たい。

「一つは暴漢に襲おそわれた時。もう一つは──身内が馬鹿をやらかして、反省していない時」

　バチバチ火花をあげるスタンガンの先を、ゆっくりと、不知火の眉間に近づける。

「──大丈夫、安心して。衝しよう撃げきは一瞬だから。痛みは持続するけど」

『ギャアアアアアアアアアーッ！』

　闇の秘密結社・ダークネスエデンの地下空間に──悪の悲鳴が木こ霊だまする。

　──こうして伊吹は、ひとまず、身内という名の邪じや悪あくに鉄てつ槌ついを下した。だがこれから先、思いもよらぬ運命が待ち受けていることを、この時は知る由よしもないのであった──
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　新生・ダークネスエデンの作戦が失敗に終わってから数日後。土曜日の朝、十時ごろ。

　出かける準備を終えた制服姿の伊い吹ぶきが居間に出ると、タペストリーの前に置かれた大机に幹部たち四人が集まって、何やらこそこそと話し合っていた。

（そういえば、さっき朝ご飯を食べている時に、急に翔しようが訪ねてきたけど──）

　いくら家が近所とはいえ、朝に弱い翔が休日にここにいるなんて、嫌いやな予感しかしない。

「ちょっと部屋に戻もどっていた隙すきに。みんな、いったい何をしているの」

「おおっ、お嬢じよう様さま！　グッドなタイミングでございますぞ」

　途と端たんにウキウキした表情になった不知火しらぬいは、次いで、なぜかキリッとしてから言った。

「今、わたくしどもで秘密会議を行っていたところなのでございます。まあ、会議というよりどちらかというと反省会ですけどもな！　もちろん、先日の作戦行動の失敗に関して」

「そう──」

　はあ、と例によって伊吹は呆あきれと共に息を吐はき出した。──この前スタンガンで『説得』して以来、しばらくの間大人しかったのに、もうすっかり回復されてしまったようだ。

「要するに、あなたたち全然反省していないということね」

「いやいや、充じゆう分ぶんに反省しましたとも！　敗北を糧かてに、痛みをも強さに変える我らの力、とくとご覧あれですぞ。お嬢様が与あたえてくださった教訓も、しっかり胸に刻みましたしな」

「教訓？」

「はいっ！　もちろんですとも」

　──反省会をしたなどと言うものだから、てっきり、散布機をわざと壊こわしたことについて改めて文句を言われるのかと思ったら、そうでもないらしい。どういうことなのかわかりかねていると、不知火は胸を張り、鼻息を荒あらくして説明してきた。

「フッ……この不知火、老いたりといえどお仕えする方の御お心こころを測り損そこないはしません。要するに過日のお嬢様は、わざと機械を破損させることで、こうお伝えになりたかったのですな。過去の遺産に頼たよらず……ダークネスエデンの道は、自ら切り開くべきだと！」

「──は？」

　本気で言ってるの、と思わず冷れい淡たんな声が出てしまったが、見れば不知火も翔も土ど濃の塚づかも、なんだかキラキラした目でこちらを見ている（垂水たるみは居い心地ごこち悪わるそうにしている）。

「お嬢、オレは知ってるぜ！　ライオンは崖がけに子どもをなんとかって奴やつなんだな！」

「私、お料理だけじゃなくて、これからは作戦も色々と考えますねっ！」

「ほらお嬢様。お嬢様の厳しくも優やさしい愛の鞭むち、我らの心にしっかり届いておりますぞ？」

　まったく届いてない。ため息と共に、スカートのポケットからスタンガンを取り出す。

「そう。なら念のために、もう一回『愛の鞭』をお見み舞まいしてあげたほうがいいのかしら」

「えっ、あー、いや、それはほら……ええと、あっ、そ、それより！」

　不知火はごまかすように視線を彷徨さまよわせてから、ビシッとこちらを指して言った。

「お、お嬢様、そういえば今日はどこかにお出かけですかな？」

「あれ、そーいやお嬢、制服着てるし。なんで？　また生徒会のなんか？」

「ええ、まあ。役員の二年生で集まって、生徒会室で勉強会をするの。これから」

　十日後には中間テストだし。と付け加えると、翔はものすごく嫌そうな顔をした。

　そう──今日は山やま口ぐちのアイディアで、勉強会をすることになったのだ。

　ちょうどあの日、つまりダークネスエデンたちが騒さわぎを起こそうとした日以来、家の都合で、生徒会長の英ひで人とは今までよりもさらに多く早そう退たいや休みを繰くり返かえしている。いくら英人が成績優ゆう秀しゆうといっても、授業に出ない日が続けば、勉強に影えい響きようがあるかもしれない。

　ということで（ついでに山口も授業中によく居い眠ねむりしてしまっていたらしく）、英人と山口、桐きり野の、そして伊吹の四人で集まるというわけである。

（光みつ嶋しまくんは優秀だから、ひょっとしたら、勉強で困ってなんていないかもしれないけど。でももし困っているなら、手助けしたい。──同じ生徒会の、尊敬する仲間だもの）

　伊吹はそう思っていた。一方で翔は、こそこそと椅い子すの陰かげに身を隠かくしている。

「あー、オレ、午後からバスケ部の助すけっ人と頼たのまれてるから、勉強する暇ひまはないんだぜ」

「誰だれもあなたは誘さそってないから安心して。──土濃塚さん。少し、家にあるお菓か子しを持っていっていいかしら。勉強しながら食べられるような、クッキーとか、そういうものを」

「ええ、もちろん！　一いつ緒しよに、水すい筒とうに入れたアイスコーヒーをお持ちになりますか？　あっ、お嬢様は、コーヒーはお嫌きらいですから……冷えたルイボスティーもご用意しますね！」

「首領の作ったコーヒー、うまいのに。苦いから嫌いなんて、まるでお子ちゃまだなー！」

「精神もお子ちゃまな人が、何を言っているのかしら」

　茶化す翔を睨むと、相手はまた椅子の陰に隠れた。一方で不知火が、心配そうに言う。

「しかしお嬢様、生徒会の連中は信用できるのですかな？　怪あやしい行いがあったらすぐ呼んでくだされ。この不知火特製の素す敵てき爆ばく弾だんの威い力りよく、思い知らせてやりますからなッ！」

「思い知らせる必要はないから心配しないで。むしろ、みんないい人たちだから」

「いやー、わかりませんぞ！　世の中には悪い奴がいっぱいですからな。なっ、垂水くん」

　悪の組織の大幹部のくせに不知火が言うと、対する垂水は、なぜか小刻みに震ふるえている。

「……フフッ……べ、勉強会？　噓うそだ、勉強会とかいってどうせみんな飲み会がしたいだけなんだ。どこの研究所でもそうだった。知ってるんだ、僕ぼくは詳くわしいんだ……！」

「あー、こりゃいかん。垂水くんの心の傷口がなぜか開いとるよ？」

　たぶん、ダークネスエデンに就職するまでに色々あったのだろう。──気の毒に。

　震える垂水を、研究所の扉とびらの陰から、戦せん闘とう員いんたちがどこか心配そうに見つめていた。

「お待たせしました、お嬢様！　荷物が増えてしまいましたけど、大だい丈じよう夫ぶですか」

　そうこうするうちに土濃塚がお菓子と水筒を持ってきてくれたので、快こころよく受け取る。

「問題ない、ありがとう。じゃあ、いってきます」

「いてらー、お嬢」

「いってらっしゃいませですぞ、お嬢様。どうぞ休きゆう憩けいも適度にお取りに……ああっ、もしお疲つかれになったら不知火めをお呼びくだされ。すぐ駆かけつけて胸でも膝ひざでもお貸し」

　恭うやうやしく執しつ事じのように礼をしながら暴走しはじめる不知火の発言を遮さえぎって、伊吹は言う。

「大丈夫、生徒会のみんなといると楽しいから。それに勉強は、夢を叶かなえるためだもの」

「はうあ、野ゆ望め!?　そっ、それはもしや、我らが二代目首領になられるという」

「もちろん、公務員になることだけど」

　きっぱりと言ってから、扉を閉める。──閉め際に不知火の『のおおおお』という叫さけび声ごえが聞こえたような気がするが、確実に空耳に決まっているので無視することにした。

（それよりまずは、コンビニに寄らないと）

　高校に行く前に、やっておきたいことがあるのだ。




　生徒会室に着くと、既すでにメンバーが揃そろっていた。部屋の真ん中の大きな机の周りには、発案者の山口、すっかり元気に戻った桐野、そして今日も明るい瞳ひとみを煌きらめかせた英人がいる。

　こちらと目が合うと、英人はにっこりと微笑ほほえんでくれた。──ただそれだけで、なんとなく嬉うれしい気持ちになるのはたぶん、彼かれへの尊敬の気持ちがあるからこそだろう。

「待ってたよ、蔵くら園そのさん」

　しかも彼は親切にも、わざわざ立ち上がってこちらにやって来てくれた。

「今日は、どうもありがとう。蔵園さんが来てくれると、心強いよ」

「どういたしまして。私に役に立てることがあればいいんだけど」

「そんなっ、もちろんだよ！　俺おれ、今日をすごく楽しみにしてて……あ、その」

　そこまで言って、英人はなぜか少し視線を逸そらし、口ごもってしまう。彼が逸らした視線の先を辿たどってみると、そこには、伊吹が肩かたにかけている鞄かばんがあった。

（ああ──私の荷物が多いのを察して、立ち話のままでは悪いと思ってくれたのね）

　こういう時にも気き遣づかいを忘れないなんて、やっぱり、光嶋くんは立派な人だ。

「ありがとう、光嶋くん。荷物、下ろしてくるから」

「えっ!?　え、あ、ああ」

　頷うなずく英人の横を通り、桐野たちの待つ机の上に、持ってきた荷物を置いた。

「あっ、この水筒とお菓子……。もしかして、差し入れ持ってきてくれたの!?」

「ええ、桐野さん。根を詰つめるにも休憩が必要だと思って、コーヒーとかクッキーを」

「え、コーヒー？」

　少し意外そうな声を発した英人に、山口が説明する。

「そっか、光嶋は知らないんだったな。蔵園さん家ち、コーヒー豆の会社なんだよ」

「あたし、お菓子好きだから嬉しいなー！　さっそくもらっちゃうね！」

　土濃塚が持たせてくれたクッキーを口にした桐野は、満面の笑えみを浮うかべる。

「美お味いしい！　さすが蔵園さん！」

　すると近くで同じくクッキーを手にした英人が、えっ、と再び短く声をあげた。

「もしかして、このクッキーも蔵園さんが作ってきてくれたの!?」

「いいえ」

　伊吹は、素す直なおに首を横に振ふって応えた。

「これは既き製せい品。父の会社で働いている人が、買ってきてくれたものなんだけど」

「っ!?　あ、そ、そうか！　そうだよね、勉強で忙いそがしい時だし……あ、あははは」

　英人は、笑いながら僅かに頰ほおを赤くしている。それを見て、どういうわけか、桐野と山口が顔を見合わせていた。一方伊吹は、どう応えたものか少し考えてから、こう告げる。

「確かこのお菓子は、うちの近所のマリアンナっていうカフェで売られていたはず。家に帰ればもっと詳しく調べられるけれど──正確な情報は今なくて。ごめんなさい」

「へっ？」

「蔵園さん？」

　なんだか戸と惑まどった様子の山口と桐野に向かって、続けて言う。

「いえ──光嶋くん、このお菓子をすごく気に入ってくれたのかと思って。違ちがうの？」

　誰だって好きなものを前にしたら、それがどこで作られたのか気になるだろうし、興奮して頰が赤くなることもあると思う。それに英人だって、横で首を横に振っていた。

「い、いや違わないよ。俺、すごく甘あまいものが好きなんだ。それで気になって、うん……」

　──やっぱり。彼の反応を見て、内心で深く頷いた。

（光嶋くんは、甘いものが好きなのね。また差し入れする時のために、覚えておかないと）

　強く心に刻んだ伊吹は、しかし、気づかない。自分の席に戻った英人が、山口に差し出された飴あめに対しては、普ふ通つうに受け取り、普通にお礼を言っているということに──




　本格的に勉強会が始まり、しばらくした頃ころ。山口が、思いっきり伸のびをしながら言った。

「あーあ。おれ、マジ論述問題は苦手だわ。なんだよ、『東京スカイツリーの観光的影響』って。それ、地理で扱あつかう問題なのかあ？　関係なくね？」

『──スカイツリー？』

　伊吹、そしてなぜか英人の声が重なる。不思議に思って、英人に問いかけた。

「どうしたの、光嶋くん。私は、確かその問題、授業で答えが解説されてた気がしたから」

「あっ、そうだっけ!?　いや、俺は……そういえば、最近行ったばかりだな、と思って」

　顔を俯うつむけて、彼は言った。一方で山口は、ばたばたとノートをめくっている。

「あれ？　それ、マジで授業でやってた？　おれ、地理のノート取ってないわ」

「もう山口くん、いっつも寝ねてんじゃない？　しっかりしなよー」

「桐野に言われたくねーし。なあ光嶋、お前、ノート取ってない？　見せてくれよ」

「あ、ああ。いいよ」

　明るく答えて、英人は自分の地理のノートをめくり──

「あれっ。俺も、その授業のノート取ってない。あ、そっか……この日は、早退してたか」

　そう言って、彼は表情を曇らせた。──今こそ、用意したあれを渡す時かもしれない。

「ねえ、光嶋くん。よかったら、これを使って」

　そう言って、英人に差し出すのは──クリアファイルに入れた、プリントの束。

「え……蔵園さん、これって」

「授業のノートのコピー。もらってくれて、問題ないから」

　ここに来る前に、コンビニのコピー機を使って、用意しておいたのだ。

「えぇっ!?」

　一言驚おどろくと、英人は目をぱちぱちさせている。伊吹は、重ねてこう言った。

「光嶋くんと私はクラスが違うけど、地理と数学とライティングは同じ先生でしょう。もしかしたら、休んでいる時の分として役に立つかと思って」

（同じ生徒会役員として、力を合わせるのは当然だもの）

　とはいうものの──もしかして、おせっかいだっただろうか。

「──迷めい惑わくだった？」

「い、いやっ！　全然！」

　英人は勢いよく頭かぶりを振った。その表情には笑え顔がおが戻り──また、頰が赤らんでいた。

「その、すごく嬉しいよ。早退が多くて、正直、今度の中間はちょっと不安だったから。嬉しすぎて、なんていうか……どんな顔したらいいか、わからなくて」

「そう──確かに大変よね。よかった、喜んでもらえて」

　伊吹は、ほとんど無表情のまま、その瞳だけに穏おだやかな光を宿した。──昔から、伊吹はまったく笑わない。というよりも、だいたいどんな時でも表情が変わらない。

　生まれつきだと思っているので、自分では大して気にしていないけれど──今だけは少し、目の前の英人の笑顔を、長く眺ながめていたいような気分がしていた。

（それにしても、やっぱり光嶋くんも、勉強で困る時があるのね）

　なんとなく、英人を万ばん能のうの超ちよう人じんのように捉とらえてしまっていたので、少し意外に感じる。

（──いえ、困るのも当然か。あんなに学校を欠席していては、無理ないことだもの）

　けれど、たとえ何か事情があるとしても、それに立ち入って聞くべきじゃない。今はただ、彼を笑顔にできた──それだけで充分だ。同じ生徒会の仲間として。一方で山口と桐野は、今度は目を丸くして、顔を見合わせていた。なので、急いで付け加えて説明する。

「ごめんなさい、山口くんの分は用意してない。よかったら、後でコピーする？」

「いやいやいや、おれは全然！　気にしないで、マジで！」

「そ、それよりもあたしたち、ひょっとして邪じや魔まかなあって……ねえ、山口くん!?」

「だよなあー！　おれたちがいると、さ、騒がしいよな？　な、光嶋！」

「えっ？」

　こちらが渡したファイルを、にこにこして見つめていた英人が、口を開いたその時──

「あっ……ごめん、俺のスマホだ」

　低い振しん動どう音が響ひびき、英人が席を立って電話に出る。──ややあってから、彼は渋しぶい表情で口を開いた。

「あの……ごめん、みんな。また家の都合で呼び出しがあって。今日はもう、行かないと」

「え──」

　その瞬間、なんだか、とても残念な気持ちになる。本当は、夕方まで一緒に勉強したかった。──でも、家の都合なんだから仕方ない。

　だから自分の気持ちを抑おさえるように、わざといつも通り淡たん々たんと、伊吹は言った。

「そう、わかった。気をつけて帰ってね」

「忙しいなー、光嶋！　身体からだ壊すなよ」

「またね、光嶋くん！」

「ああ、ありがとうみんな。──それじゃ！」

　立ち去る時、英人は相変わらず速かった。すさまじい速さで鞄に荷物を詰つめ込こみ、出ていった。でもそれはどこか追い立てられているようにも感じられて──

（きっと、私の気のせいね。いえ。気のせいなら、いいのだけれど）

　英人のことがなんとなく心配になってくる伊吹なのだった。──そんなこちらのことを、山口と桐野が好こう奇き心しんいっぱいの目でじっと見ているのには気づかずに。




　一方英人が急ぐ先は、例の『仕事』──タウマゼインの研究所だった。

（大事な仕事だ、今日も頑がん張ばらなきゃ。……でも俺、このままで大丈夫かな。公こう欠けつとはいえ欠席ばっかりだし、生徒会のみんなにも、迷惑をかけっぱなしだし……）

　生徒会のみんな。その言葉で思おもい浮うかべた光景のなかに、ひときわ色いろ濃こい存在がある。

（ああ、でも。蔵園さんは、俺のこと──気遣ってくれたんだ。……嬉しいな）

　彼かの女じよに渡されたクリアファイルだけは、鞄に入れずに。

　歩きながら、英人はそれをそっと、自分の胸の真ん中に押おし当あてた。
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　都内、某ぼう施し設せつ。どこまでも清潔な白い壁かべと無機質な蛍けい光こう灯とうが並ぶコンクリートの廊ろう下か。

　今日のトレーニングを終え、シャワールームを出た英ひで人とは、白いＴシャツと簡素なズボン姿のまま、研究員たちの待つ部屋へと歩いている。

　研究施設に通うようになってもう半年ほど経たつので、ここの光景にも今いま更さら目新しさはない。でもこの廊下の、どこまでも自分を突つき放はなすような雰ふん囲い気きには慣れそうにもなかった。

　すると廊下の向こうから、数人のスーツ姿の男性が歩いてくる。先頭を歩くのは──

「……父さん？」

「おお、英人！　ここにいたのか」

　やってきたのは光みつ嶋しま英ひで生お──英人の父親であり、『タウマゼインプロジェクト』の官公庁側のリーダーだ。その目元はどことなく、英人と血が繫つながっていることを感じさせる。

「聞いたぞ、英人。先週は活かつ躍やくしたそうだな。秘密結社の残ざん党とうと戦って勝ったとか」

「うん。ダークネスエデンとかいう奴やつらに……勝ったというか……取り逃がしたんだけど」

「いえいえ、お坊ぼつちゃま！　どうかお気になさらず」

　父の隣となりに立っている男──この施設の副所長が、猫ねこなで声ごえで言った。

「我々に必要なのは、お坊ちゃまの健康と、何よりも戦せん闘とうデータです。今は勢いのない弱小ロートル組織であればこそ、タウマゼインの実力を試ためすには充じゆう分ぶん」

「そうだな。英人、お前が頑がん張ばれば頑張るほど、タウマゼインの量産化の日は近づく。そしてお前の後ろには、たくさんの警察官たちが連なることになるんだ。誇ほこりに思え」

　父親はそう言って、英人の肩かたにぽん、と手を置いた。その手は、妙みように重く感じられる。

「プロジェクトの被ひ検けん体たいにお前がなってくれて、本当に感謝しているんだ。だが、くれぐれも無理はするなよ。お前、先日の戦闘では、連中の兵器を止めようと突つっ走ぱしったそうじゃないか。最終的に敵は自じ爆ばくしたらしいが……もしそれが罠わなだったらどうする？」

　いくらタウマゼインの装そう甲こうでも、至近距きよ離りの爆ばく発はつは防げないんだぞ、と父は付け足した。

「……はい。すみません」

「わかっているならいい」

　父はそう言って手を離はなすと、薄うすく微笑ほほえんだ。

「ああそうだ、勉強のほうも忘れるなよ。高校生の本分はなんといっても勉学だ。プロジェクトの仕事と高校生活、大変だとは思うが、お前なら両方できると信じているからな！」

「うん……ありがとう。もうすぐ中間テストだし、頑張るよ」

　英人が微笑みを返すと、父は満足したように頷うなずいた。そしてこちらの横を通り過ぎ、副所長たちを引き連れて、そのまま廊下の向こうへと消えていく。

（──父さん）

　もやもやとした気持ちが胸の中でいっぱいになって、英人は、しばしそこに佇たたずんだ。

（父さんは、感謝してると言ってくれた。無理をするな、とも。でもそれは、息子むすこである俺おれに言ってるんだろうか。それとも、貴重な被検体モルモツトに……言ってるんだろうか）

　タウマゼインプロジェクトとは、官民合同の一大計画だ。その主眼は「治安維い持じ用の強化スーツの運用実験、ならびに実用化・量産化」にある。

　プロジェクトは極ごく秘ひのものなので、もちろん、最初に強化スーツを着て戦闘データを集める被検体は、決して秘密を口外しない、信用のおける人物がいい。できれば身内がいい。

　そういうことで、英人に白しら羽はの矢やが立った。もともと体格がよく、運動神経もよい英人はまさに最高の被検体ということで、プロジェクトの関係者には一様に喜ばれたらしい。

　そして英人自身は──父親の役に立てるなら、条件の適合者が自分以外にほとんどいないのならと──そういう責任感から、この仕事を引き受けたのだ。

　ちなみに戦闘時に特とく撮さつヒーローのような台詞せりふを吐はくのも、秘密を守るためだ。戦闘のために人ひと払ばらいするにしろ、一いつ般ぱん市民に目もく撃げきされたにしろ、「ＴＶ番組の撮さつ影えい」とごまかすことができるように、あんな振ふる舞まいをしているわけだ。

（ああいうことをやるのは、正直、そんなに嫌いやなわけじゃないんだけど……）

　──今の英人を悩なやませているのは、高校生活と『タウマゼイン』の両立だ。

　最近はトレーニングだのなんだので、しょっちゅう授業を休んだり、早退している。

　何より、生徒会活動を満足にできないこと。これが、一番英人を落おち込こませていた。おとといも、せっかく友達が勉強会を開いてくれたのに、すぐに帰ってしまった。

　会長であるにもかかわらず早退してばかりの自分を、みんなはどう思っているだろう？

　──脳のう裏りをふと、蔵くら園その伊い吹ぶきの姿が過よぎり、ため息をついてしまう。

（父さんは、両立だなんて簡単に言うけど）

「俺、けっこう大変なんだよ……」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉は、本人以外の誰だれの耳に届くこともなく消えていく。

『英人くん、こちら佐さ藤とうです。至急、研究室まで来てくれますか』

　英人の専属補ほ佐さ官かんである佐藤のアナウンスが流れ、英人は我に返る。

「しまった」

（そうだ、悩んでる場合じゃない。今の俺はただ──責任を果たすだけなんだから）

　冷たい廊下を、彼かれは歩いていった。




　そして、数日後の朝──「（株）蔵園珈琲コーヒー」のビルの地下空間では。

「あー、諸君。朝から出勤ご苦労様。ジャガーノートだ」

　タペストリーの前に立った不知火しらぬいが気取った口調で言うと、土ど濃の塚づかと垂水たるみが拍はく手しゆをする。

　伊吹はといえば──

「──ふうん。また日経平均株価に影えい響きようが出たのね」

「パン齧かじりながら経済新聞読んでるイヴル様はさておき！　いや、実にお可か愛わいらしいから逆にＯＫだとして！　テンペストくんから、皆みなに相談したいことがあるそうだ」

『わー（土濃塚と垂水の拍手）』

「どもども！」

　と、翔しようが不知火の隣にやってきた。今日も朝からここに入いり浸びたっているようだ。

「えー、テンペストだ！　えと、今日言いたいのは、オレがある作戦を立てたってことだ」

「作戦？　翔く……いえ、テンペストが？　聞くだけ聞いて差し上げても、よろしくてよ」

「タナトスさん、盛り上げありがとな！　まあともかく、オレの話を聞いてくれ」

　エヘン、と喉を鳴らしてから、翔は語りはじめた。

「つまり、前の反省会でジャガおじさんが言ってたことだよ。オレたち、ていうかオレのじいちゃんたちが戦ってた頃ころと比べると、時代とか、色々と変わってきてるだろ」

「……こ、この前も、ＴＶのヒーローみたいなのが……フフッ……出ましたしね……怖こわい」

「泣くんじゃあない、インフェルノくん。恐きよう怖ふはいずれ乗のり越こえられるものさ」

　もともと陰いん気きな顔をさらに曇くもらせてバイブレーション機能つきのごとく震えはじめた垂水の背に、不知火は優やさしく手を置いてやる。それを見届けてから、翔は続けた。

「世界征せい服ふくするには人手もお金も足りない──この前の機械はバラバラになっちゃったし。だからまずは、味方を集めるんだぜ」

「味方ですって？　どういうことですの」

「スポンサーだよ、タナトスさん。戦闘員になるわけじゃなくても、オレたちの考えに味方してくれる人間を増やせば、あんなヒーローが一人いたってどうってことないってわけだ！　──ま、ここまではジャガおじさんがしてくれた話の丸パクリなんだけど」

　翔はジャージのポケットから、紙を取り出すと、ひときわ声を潜ひそめて、話を進めた。

「だから……ＴＶ局……前に社会科見学した……そこの地図……ＣＭを……」

　──こちらからは、彼らの話し声はよく聞こえない。

　けれど伊吹は臆おくすることなく、紅茶の最後の一杯ぱいを飲み干した。

（さて。今日も放課後は生徒会活動ね。──光嶋くんは、来てくれるかしら）

　翔たちのことはともかくとして、先日の勉強会以来、あまり顔を見せていない英人のことが、やはりどうしても気になってしまうのだった──生徒会の仲間として。




　そして、あっという間に放課後の時間になった。

「今日はオレ、まっすぐ家に帰るから！　いや、お嬢は関係ねえから、生徒会の仕事ガンバって。ほんとにオレ、すぐに帰るから、何もしないから！　じゃあな！」

　ホームルームの後、翔はそう言って大おお慌あわてで帰っていった。──朝の作戦会議での様子といい、どこかに寄って何かするつもりだと、自分で宣言しているようなものだ。

（あと少しで中間試験だっていう大事な時に、また何か騒さわぎを起こすつもりなのね）

　その場で捕つかまえて『懲こらしめて』しまえたかもしれないけれど、今は伊吹も試験勉強で忙いそがしい時期だし、何より放課後の貴重な時間を、悪の組織のために費ついやしたくない。

　とはいえ、本格的な騒ぎを起こされるのも困る。

（──そういうわけだから、対策としては、こうするしかないというものね）

　目の前に今あるのは、生徒会室の備品のノートＰＣだ。

　伊吹がしばらくそれをカタカタといじっていると、やがて、部屋に入ってきたのは──

「あっ……！　お疲つかれ様さま。蔵園さん」

「光嶋くん。──ええ、あなたもお疲れ様」

　生徒会長の光嶋英人だ。彼の微笑みはいつもと同じ明るいものだった。それを見て、ほんの少し安心した気持ちになる。一方で英人は、こちらに歩み寄ってから言った。

「桐きり野のさんと山やま口ぐちは、今日は先生に頼たのまれて職員室で作業してるって。俺も、久しぶりに早退しないで済みそうなんだけど……蔵園さんは忙しいかな」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶ。やっているこの仕事は──今、片付いたから」

　ＰＣのキーボードのエンターキーを軽く叩たたいてから、伊吹はウィンドウを閉じた。

　すると英人は、やや改まった様子で口を開く。

「あの……蔵園さん。この前の勉強会だけど、あの後、問題なかったかな」

「問題って？」

「いや、俺、あの時は慌てて帰っちゃったから。雰囲気悪くなったかな、と思って」

「大丈夫。そんなことはなかったから」

　淡たん々たんと答えつつ、内心、やっぱり英人は優しいと思う。早退したのは事情があったからだというのに、みんなを気き遣づかってくれているのだ。

「あの後、山口くんが現国の授業のノートも半分くらいとってなかったのがわかって、とても焦あせっていたりとかしたけど。大変なことといえば、それくらいだったかしら」

「そ、そうか、よかった。いや、山口の話はあの後聞いたし……勉強会が無事に終わったっていうのも、メッセージで教えてもらったから、知ってたんだけど」

　やや俯うつむいて、英人は続ける。

「なんていうか、少し……気になっていたから。……ああ、そうだ！　ノートのコピーも、本当にありがとう。蔵園さんのノートってすごく纏まとまっているんだね。参考になるよ」

「光嶋くんの役に立てたなら、私も嬉しい」

　一瞬だけ曇らせた表情をまたすぐに明るくしてお礼を言う英人に、伊吹は穏やかな瞳で応えた。すると英人は、笑顔のままで問いかけてくる。

「蔵園さんは、やっぱりもうテスト勉強はばっちりなのかな。いつも成績いいし……」

「いえ、そうね──」

　頭の中で、昨日の自宅でのやり取りを思い出す。

『おおっ、お嬢様！　夕食の後すぐに勉学に励まれるとは……！　きっと将来も、この勤勉さをもってご活躍されるのでしょうなあ。二代目首領として！　二代目首領として!!』

『部屋に入ってこないで。二回も言わないで。あと、私は公務員になるつもりだから』

『のおおおおおおっ！』

　この後、不知火を部屋から追い出すのに三十分もかかった。──つまり、ウザい。

「──ばっちりではないかもしれない。家うちの人が、ちょっとうるさくて」

「えっ、うるさいって……」

「プレッシャーが激しいの。私の将来に関して」

　とそこまで言ったところで、伊吹ははっと口を噤んだ。英人が話を聞いてくれるからといって、愚痴ってしまうのはよくない。それに、他人に話せるような家の事情でもない。

　一方で英人は、「プレッシャーか……」と小さく呟きながら、何か考えに耽っている。

（きっと、私の家庭の事情について心配してくれているのね）

　親切に心を砕いてくれる英人に対し、伊吹は尊敬の念をまた強くした。──なので、英人が「蔵園さんにもそういうのがあるのか」と呟いていたことまでは、気づかなかった。

「光嶋くん、大丈夫。家の人は、きちんと懲らしめれ話せば、黙わかってくれるから」

「え……あ、いや！　そうなんだ。俺は……うちの高校にももっと大きな自習室があれば、家で勉強しづらい人にもいいかなとか、思ってただけだよ」

「それはいい考えね」

　英人は明らかに視線を泳がせているが、きっと彼が考えを巡らせる時の癖に違いない。と思ったので、素直に同意してから、続けて彼に言う。

「でも光嶋くんも、大変そう。勉強と家の仕事の両立だなんて」

「ああ……いや。俺のほうは、別に」

　英人は、苦笑を浮かべて首を横に振った。

「仕事といっても家族からの頼まれ事をしてるだけだから。大したことじゃ、ないよ」

「そう──」

　小さく相槌を打ちながら、伊吹は、どんな仕事なのか聞きたい気持ちをぐっと抑える。

　個人の事情を、踏み込んで聞くのはよくない。

　だから、その代わり──心からの賞賛を籠めて、彼にはこう告げた。

「光嶋くんは、すごいのね。家の仕事も勉強も、両方に取り組むなんて。そんなに簡単に、できることじゃないと思う」

「えっ──!?」

　その瞬間──なぜだろう。目の前で英人の顔が、ぶわっと真っ赤になっている。

（風邪？）

　いや、そんなわけはない。これは、あれに間違いない。

「怒った？　そうよね。上から目線な言い方をしてしまって──」

「いやっ、まさか！　そんなわけないよ！」

　英人は頰を真っ赤にしたまま、両手を振って応える。

「これは、そのっ……そう、感動したんだ！　蔵園さんって、すごく俺を……いや！　いつもすごくみんなを見てくれてて、いいこと言ってくれるんだよなって思ったから」

「そうかしら」

「うん、ほら、桐野さんが体調悪くしていた時とかもそうだったし、俺にだって……ああ、ごめん。なんか変なこと言ってるな、俺。疲れてるのかな、あはは……」

「変なことは言っていないけど、疲れは出るかもしれない。身体に気をつけてね」

「うん……だよね。これでもちょっとは鍛えているつもりだから、身体のほうは平気だと思うんだけど。最近、色々考えることも多くて」

　話すうちにだんだん落ち着いてきたのか、顔色が元に戻もどった英人は、続けて言った。

「とにかく、ありがとう。気遣ってくれて。コピーのことといい、いつかお返ししないとって思ってるんだけど。もし何か手伝えることがあったら、ぜひ言ってね」

「お返しなんて、気にしないで。私は当然のことをしたまでだから」

　そう応えた伊吹に、英人はにっこりと笑った。そうして二人の視線と視線が重なった、その時──英人のポケットの中のスマホが、震えて低い音を放つ。

「光嶋くん、スマホが」

「あ……うん。なんだろう、こんな時に。まさか──」

　訝いぶかしげな表情と共にスマホを取り出した英人の顔に、緊きん張ちようの色が浮うかぶ。

（──また、お家のお仕事かしら）

　一言こちらに断ってから、素す早ばやく電話に出る英人の姿は、数日前と同じだ。

「はい……えっ、あいつらが？　そんな……いえ……大丈夫です。すぐ行きます」

　通話を切った英人は、しばらく口を閉ざし──やがて、すまなそうに言った。

「ごめん、蔵園さん。また呼び出しがあって……今日も、もう出ないといけなくなった」

「──そう」

　淡々と応えながら、伊吹は、自分の今の気持ちも、前の勉強会の時と同じだと感じた。

　──でも残念な思いを伝えて、英人を困らせたくはない。だから、こう続けた。

「わかった。またね、光嶋くん」

「うん……ほんとにごめん！　また明日」

　そう言って手を振ると、英人は扉とびらを閉めて出ていった。伊吹ももちろん手を軽く振り返して、彼を送ったのだが──少し思う。もっと明るく送り出せたらよかったのに、と。




　一方、英人はといえば。

（うわ、ヤバい俺──どうしよう。さっき蔵園さんの前で、顔がすごく赤くなってたかも）

　生徒会室を出た瞬間から胸の高鳴りがぶり返してきて、少し立ち止まりそうになってしまった──そんな場合ではないのに。また例のダークネスエデンが出現したという警察からの連れん絡らくを受けて、すぐにタウマゼインとして出しゆつ撃げきしないといけない時に。

（出撃前に、こんなにドキドキしてたら──バイタルチェックに引っかかるかな）

　廊下を急いで進みながら、少し、呼吸を整えた。そうしながら、考える。

（あの時……蔵園さんが俺を褒ほめてくれた時。なんであんなに、胸が痛くなったんだろう）

　それからずっと鼓こ動どうが高鳴ってしまって、しばらく彼かの女じよの顔をまっすぐに見ることすらできないほどだった。自分が何を口走ったのかすら、よく覚えていない。

　──半年前、生徒会長になった時から、蔵園さんのことが少し気になっていた。

　クールで、普ふ段だんは無口で、でも実はとても気が利きいて、本当に優しくて。

　慣れない会長の仕事で戸と惑まどっている時に、彼女の言葉に助けられたことは何度もあった。

　だから蔵園さんのことは、生徒会の大切な仲間だと思っている。

　彼女は今日も、こちらを気遣ってくれた。そして、さらにそれ以上に──

（蔵園さんは……俺のことをまっすぐに認めて褒めてくれた、初めての人だ）

　そう思うと、胸むねの奥おく底そこから温かいものが溢あふれてくる。『優ゆう秀しゆうな子ども』、『貴重なサンプル』としてではなく、自分そのものを認めてくれる言葉。それが、こんなに嬉しいなんて。

　きっと彼女にとっては、勉強会でコピーを渡わたしてくれたのも、さっきの言葉も、当然の親切なのだろう。そこに特別な意味は、ないに違いない。でも、今の英人にとっては──

（ほんとにありがとう、蔵園さん）

　その言葉を心の中で何度か繰くり返かえしながら、英人は校舎の玄げん関かんまで急ぎ──

（あ……でも）

　ふとある事実に気づき、急に、冷や水を浴びせられたような気持ちになる。

（俺が蔵園さんに……いや、他の生徒会のみんなにだって、迷めい惑わくかけてるのには変わりないよな。さっきはお返し、なんて言ったけど……この調子じゃ、ずっと無理かもしれない）

　これからずっと、このままだとしたらどうしよう。もしかしたら、見捨てられてしまうんじゃないだろうか。さっきの別わかれ際ぎわの彼女の顔も、どことなく暗かったような──

　嫌な想像が頭を過ぎり、慌てて首を横に振ってそれを遠ざける。

（いや、今は仕事に集中しないと。研究所の人たちは、ダークネスエデンは弱小組織だから大丈夫だ、なんて言ってくれたけど……俺が負ければ、大変なことになるかもだし）

　気を取り直し、英人は校舎の外に停まっている黒くろ塗ぬりの車に向かう。

「やあ、英人くん。急に呼び出してしまってごめんね。さあ、行きましょう」

「はい、佐藤さん。よろしくお願いします」

　タウマゼインのスーツは普段、コンテナに収納されている。この車でそのコンテナが積まれたトラックのある場所まで移動し、さらにそのトラックを使い現場に移動するのだ。──元気な返事の裏に不安な心を隠かくした英人を乗せ、車は高校から遠く離れていった。




　そして、それとほぼ同時刻──都内のとあるＴＶ局の前では。

「ほら、だから身分証を見せていただければいいんですよ。今は色々と物ぶつ騒そうだし、念のためにってことでね。すぐに終わりますから。まずは、そのマスクを外してもらえませんか」

「い、い、嫌いやっす！　あと、こいつは身分証とか持ってねえっす！　人工生物なんで！」

『カイー……』

「こらテンペストくん、真ま面じ目めに答えるんじゃないよ。余計怪あやしまれちゃうでしょ」

　不知火ジヤガーノートと翔テンペスト、そして戦闘員一号と二号が──大勢の警察官に取り囲まれているところだった。ジャガーノートたちはそれぞれ背中合わせになり、両手を肩の位置まで上げている。別に手を上げろと言われたわけではないのだが、同心円状に警察官に囲まれている今は、なんとなくそうせざるを得ないような気持ちになっていた。

「ど、ど、どうすんだよぉジャガおじさん」

　テンペストは小声で話しかけた。

「だいたい、なんでオレたちの計画がバレてたんだ？　いくらＴＶ局の玄関ったって、普ふ通つうはお巡まわりさんが張はり込こんだりしてねえだろ～……」

　──ちょうど先日、高校の社会科見学でこのＴＶ局に来たばかりのテンペストは、『局に忍しのび込こみ、ダークネスエデンの思想信条がよくわかるＶＴＲを公共の電波で流しまくる』作戦、（ジャガーノートが）名付けて『暗くら闇やみでドッキリ』作戦を立案した。

　それで戦闘員を連れ立ったテンペストと、彼の補ほ佐さとしてジャガーノートがＴＶ局に忍び込むことになった。社会科見学の時にこっそり作成していた局内地図もあるし、タナトスたちが作ったＶＴＲも万ばん全ぜん。すべて成功するはずだったのだ。

「いきなり職しよく質しつされちゃったからねえ」

　どこか遠い目で、ジャガーノートは言った。

『ちょっといいですか？　今警けい戒かい強化中なので、身分証を拝見してもよろしいでしょうか』

　──断ったら増ぞう援えんを呼ばれたらしく、警察官がどんどん増えていった。そして今に至る。

「こんなに手て際ぎわよく囲まれるとは……麒き麟りんも老おいれば駄だ馬ばにも劣おとるというやつか」

　ジャガーノートがややシリアスに呟く。一方でテンペストは、さっきから唸うなっていた。

　そう、もう一度言うようだが、翔は風を操あやつる超ちよう能のう力りよく者しやなのだ。

「ちくしょう、今こそ超能力でぶっ飛ばして逃にげるチャンスなのに！　吹ふけー、吹けー！　風ぇーっ！　くそー、今日も調子悪わりぃ……ジャガおじさん！　風出てる？」

「いや、また扇せん風ぷう機きの『弱』レベルみたい。君のマスク、湖こ城じろ博士が作った超能力増ぞう幅ふく器きがついてるのに、どうもうまくいかないねえ」

　二人がそんなことを言っている間に、警察官たちの作る輪がじわじわと狭せばまっている。

「このままだとオレたちどうなるんだ？　タイホか!?」

「いや、そうなる前にわたくしがなんとかするよ。だが逃げ時が難しくてねえ……」

　と、二人が喋しやべっていた時。取り囲んでいた警察官たちが、唐とう突とつにその場を離れはじめた。何もしていないのに──とダークネスエデンたちが訝しむ間もなく、そこに現れたのは。

「あっ！　あれは──」

「光こう速そく特とく捜そう・タウマゼイン!!」

　銀のボディに、憎にくたらしい決めポーズ。先週に続き今週も、またあいつが現れたのだ。

　相手はテンペストたちを指さし、厳おごそかに宣言するように言った。

「ダークネスエデン。お前たちの好きにはさせない！」

「好きにはさせないも何も、好きにできない状じよう況きようだったんだよ、さっきからっ！」

「……はっ、警ポ察リどもがいない！　よし、今こそ攻こう撃げきのチャンスだ！　戦闘員よ、インフェルノより受けた再改造手術の成果を見せるがいい！」

『カイーッ！』

　────中略────

「やっぱりボコボコにされてんじゃん！　なんだよあいつの強さ、空気読めよ！」

「喚わめくんじゃないテンペストくん。こういう時は、潔いさぎよく諦あきらめるのも紳しん士しの嗜たしなみだよ？」

「お前たち、逃げるつもりか!?」

　戦闘員たちをノックアウトしたタウマゼインが身構える。だがジャガーノートは余よ裕ゆうたっぷりに──まるで高名な舞ぶ台たい役者のように、優ゆう雅がな所しよ作さで拍手して言った。

「いやぁタウマゼインくん、お見事お見事。我々は今日もまた、手も足も出ずに退散というわけだ。だが──本当に、これが我らの実力だと思っているのかね？」

「何……？」

「そうだぜ！」

　テンペストが大声で便乗して言った。

「ダークネスエデンには、オレたちなんかよりもっと怖い御お方かたがいるんだからな！」

「その御方──ジ・イヴル様が本気になれば、東京都など三日で焦しよう土どと化すだろうね」

「なっ……！」

　タウマゼインは、半はん歩ぽ退しりぞいた。

「『ジ・イヴル』──だと？」

「その通り、だが『様』をつけたまえ。我らが敬愛する、深しん淵えんなる闇やみから生まれた新たなる救世主の御み名ななのだからね。ああ……そうそう。そういえば」

　ジャガーノートは、邪じや悪あくな笑えみと共にタウマゼインを指し、言った。

「君に一つ、聞いてみたいことがあったんだ。君は──なんのために戦うのかね？」

「……！」

　タウマゼインは、さらに動どう揺ようしたようにたじろいだ。

　それを確かく認にんして、ジャガーノートは追い立てるように言葉を重ねる。

「我々には信念がある。確固たる目的がある。この世の格差をなくし、あらゆる人間のための楽らく園えんを建設する、というね。だが君はなんだ？　我々の邪じや魔まをしたいだけか？　正義のためか？　平和のためか？　サラリーか？　まさか親に言われたからじゃああるまいね」

「そんな……！　そんな理由じゃない！　俺は！」

「おや、正義のヒーローがそんなに必死になってみっともない。勝者としての誇りを抱いだきたまえ。それが、自分の生活を犠ぎ牲せいにして戦うヒーローの、唯ゆい一いつの報ほう酬しゆうなのだからね」

　と、ジャガーノートが懐ふところから見慣れぬ白い塊かたまりを取り出し──

「さらばだ、タウマゼイン！　また会おう」

　その言葉と、白はく煙えんを残して。例によって例のごとく、ダークネスエデンたちの姿は忽こつ然ぜんと消えてしまうのだった。タウマゼイン──英人は、無人となった眼前を眺ながめるだけだ。

『ガガ、ガ──聞こえますか、タウマゼイン？　あのジャガーノートと名乗る男の爆ばく弾だん、煙えん幕まくだけでなく、電波障害を起こす類たぐいのもののようですね。……やられてしまいました』

「すみません佐藤さん。また取り逃して……」

『いや、気にしないでください。今回の彼らは、職務質問を拒きよ否ひして暴あばれていた程度のこと……逮たい捕ほに至る罪ではありません。それに君の活躍のお蔭かげで、データも取れましたしね』

　匿とく名めいの通報のお蔭で、事がスムーズに運んだのも事実ですが、と佐藤は穏やかに言った。

『それよりも、ジ・イヴルという人物が問題ですね。タウマゼイン、一度車まで戻ってきてください。イヴルという人物については、ダークネスエデンの過去の活動においても一いつ切さい名前が出ていません。新しいリーダーなのだとしたら、警戒しないと』

「そうですね。『ジ・イヴル』……いったい、何者なんだ」

　英人は拳こぶしを強く握にぎりしめた。そして、心の中で呟く。

（それに、あの男の言葉──なんで俺は、いちいち動揺してしまったんだろう）

　それは、すべてが図星だったからだ──と、頭の中の冷静な部分が告げる。なんのために戦うのかもわからず、ただ、生活を犠牲にしている。それを自分は、怖いと思っている──。生なま温ぬるい風だけが、マスクに包まれた彼の頰を撫なでていた。




　──そして、二時間後。（株）蔵園珈琲の地下空間では。

「くっそー、絶対うまくいくと思ったのに！　なんでバレてたんだよ、ちくしょー！」

「痛たたた大声を出すんじゃないよ翔くん。腰こしに響ひびくでしょうが！」

　絨じゆう毯たんの上に腹ばいに横たわった不知火の隣で、翔は苛いら立だちを隠せずにいる。

「残念でしたねえ、せっかくの作戦だったのに。私も参加すればよかったでしょうか」

「……そ、それより戦闘員たちがまた怪け我がを……か……かわいそうに……」

　おっとりと残念がる土濃塚の横で、垂水は震えながら泣いている。だがそんな彼らに向かって、不知火は得々と語った。

「まあまあ、戦果がゼロだったわけではないぞ。わたくし、去り際に、あのヒーロー気取りを思いっきりアジってやりましたとも？」

「おう！　お嬢の名前を出して、めっちゃビビらせてやったぜ。ざまぁ！　でも不知火さん、なんであんなにペラペラ喋れたんだ？　なんのために戦うのだー、とかさ」

「そりゃ、伊だ達てに歳としを取ってるわけじゃない。台詞は常に考えているのだよ。まあ今日のところは、青二才ヒーローがキョドる様を思い出しつつ、気持ちよく眠ねむりに──」

　と、盛り上がっているところに。

「傷の舐なめ合いをしてるのかしら？」

「ゲッ、お、お嬢！」

　──ちょうど高校から帰った伊吹は、見るからに敗北直後な不知火と翔に、液体窒ちつ素そよりも冷たい視線を送った。何が起こったのかは火を見るよりも明らか、というやつだ。

「おおこれはお嬢様、おかえりなさいませ。えーと、わたくしは年とし甲が斐いもなくハッスルしすぎて腰を痛めただけですので、どうぞお気になさらずですぞ？」

「そう──やっぱりＴＶ局で、警察に止められたのね」

『えっ!?』

　悪の幹部たちの驚おどろきの声に、しかし伊吹は淡々と告げた。

「この前社会科見学で行ったばかりだし、翔が計画を立てたなら、きっとＴＶ局に行くと言い出すだろうと思った。本格的な騒ぎになると困るし──だから学校にいる間に、匿とく名めいで通報できるサイトに連絡したの。『おかしな人たちがＴＶ局に来るかも』って」

　生徒会室のＰＣを操作して通報したのは、身元が警察にバレるのは避さけたかったからだ。

「あなたたちのことだから、何があってもどのみち逃げ出してくるだろうと思ったし、ね」

『ええーっ！』

　幹部たちの驚きの声が重なり、次いで、翔が食ってかかるように叫さけぶ。

「じゃあ、お嬢があのタウマゼインとかいう奴を呼んだのかよ!?」

「タウマ──何？」

　初めて聞く不可解な言葉に首を傾かしげると、土濃塚が頰に手を当てながら言った。

「あらお嬢様、私たち、お話ししていませんでしたっけ？　例のヒーローですよ」

「え、ヒーロー──？」

「うぐぐ……そ、そうなんですぞお嬢様……我らの危機ですぞ……」

　──伊吹は、事の顚てん末まつを詳しよう細さいに聞いた。謎なぞの銀色のヒーローが邪魔をしていることを。

「そう。そんな奇き特とくな人がいるの」

　伊吹は少し思考を巡めぐらせてから、続けて静かに言った。

「警察と連れん携けいしているというのなら、個人の勝手な活動ではなく、国家的なプロジェクトか何かね。治安維持用強化スーツの量産化のために、性能テストを行っているのかしら」

「難しい話はいいからよー、なんでオレたちをチクったのか教えてくれていいじゃんよ！」

「何を愚おろかなことを言っているのかね、翔くん。お嬢様のお気持ちがわからないのかな？」

　と、キリッとした顔で不知火が言う。

「お嬢様は、我らにこうお伝えになりたかったのだ──『国家権力に負けぬほど、強くあれ』と！　であるがゆえに、わざと通報などという手段をお取りになったのだ」

「そっ……そうだったのか！　また例の、愛の鞭むちとかそういうやつなんだな！」

「その通りだとも。ですよねっ、お嬢様！」

　ビシッ！　と親指を立てる不知火。だがその顔色が──さっと青くなる。

　なぜなら伊吹が、制服のポケットから何か、細長い物体を取り出したからだ。

「さて──世間様を騒がせたのにまったく反省していない人たちには、罰ばつが必要ね」

「ちょちょちょ、ちょっと待ってお嬢！　オレも不知火さんも、今日は疲れてるからさー」

「そうですとも！　わたくし腰も痛いしー、ビリビリは勘かん弁べんしてほしいかな、みたいな！」

　刹せつ那な、伊吹の持つ物体──スタンガンが、躊ちゆう躇ちよなく不知火の額に押おし当あてられた。

「お嬢が一番怖いってのは……やっぱり、噓うそじゃないぜ……」

「何を言ってるの、翔。次はあなたよ」

「やめてくれぇええええーっ！」
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「──ごめん、みんな！　遅おそくなって……」

　そう謝あやまりながら、英ひで人とは生徒会室に駆かけ込こんだ。けれど、部屋には伊い吹ぶきしかいない。

　彼かの女じよは大机の前にまっすぐに立ち、こちらをじっと見つめている。

「あれ、蔵くら園そのさん。みんなはどこに──？」

「どこに、とは？」

　問い返す彼女の声こわ音ねは、普ふ段だんよりも淡たん々たんと──というより、冷れい酷こくな響ひびきを持っている。

（え──？）

　内心、動どう揺ようしてしまうが、気のせいだと思ってもう一度問う。

「いや、だって、今日は生徒会役員で、大事な話し合いがあるから」

「そうね。確かに、大事な話し合いがある」

　そこで俯うつむき、言葉を途と切ぎれさせた伊吹が再びこちらを見み据すえた時、英人はぞっとした。

　伊吹の目が、冷たい。まるで道みち端ばたのゴミでも見るような、嫌けん悪お感かんに満みちた眼まな差ざしだ。

「でも、それがあなたになんの関係があるの？　あなたはもう、生徒会長じゃないのに」

「そんなっ、俺おれは……あれ……？」

　急に記憶が不確かになる。そういえば最近、生徒会室に行っていないような──？

「噓うそだ、俺は……ど、どうして」

「馬ば鹿かね。いつも勝手にいなくなるあなたが、生徒会長にふさわしいわけがないじゃない。あなたにはさんざん親切にしてきたけれど、私だって、もう我が慢まんの限界なの」

　胸を貫つらぬく、鋭するどく冷たい言葉。混乱する気持ちを堪こらえて再び英人が前を見ると、伊吹が、すっと横に身体からだをずらした。誰だれかが奥おくの椅い子すに座すわっている。顔は、暗くてよく見えない。

「新しい生徒会長はこの人よ。あなたと違ちがって、身勝手じゃない人」

　言葉に合わせて、座っている人物の顔にだんだん光が当たっていき──それは、ジャガーノートだった。似合わない制服姿の彼かれは、こちらに向かって親指をビシッと立てる。

「ＹＥＳ」

「うわーっ!?」

　──叫さけび声ごえと共に。半身を起こした英人は、自分がベッドの上にいることに気づいた。

（ゆ、夢……？）

　夢でよかった。いや──とても、ひどい夢だった。




　──そして、その日の夕方。甲かん高だかい電子音が訓練の失敗を告つげ、英人は、スーツに包まれた自分の身体を、苦々しい気持ちを抱かかえたまま、ゆっくりと起き上がらせる。

『英人くん、大だい丈じよう夫ぶですか？』

　訓練室の天てん井じように設置されたスピーカーから、心配そうな佐さ藤とうの声が聞こえてくる。

「だ、大丈夫です……まだ、やれます」

　スーツの腕に設置されているワイヤーガンの引き金を引いて、伸のびきったワイヤーを回収する。──また、ワイヤーを使っての移動に失敗してしまった。これでもう七度目だ。

『そうは言っても、今日はだいぶ疲つかれているようですよ。確かに、そのワイヤーガンは便利な装備ですし、今後の戦せん闘とうのためにも、ぜひ慣れておいてほしいものですが……』

　撃うてば発射されるワイヤーガン。攻こう撃げきのためではなく、相手を捕ほ縛ばくするための装置。

　その様々な使用の訓練を重ねているのだが、今日の調子はご覧らんのありさまだ。

『……もしかして、何か悩なやみでもあるのですか？』

　こちらを気き遣づかう佐藤の温かい声音が、部屋に響く。

『あの不ふ愉ゆ快かいな老人の戯言たわごとなど、気にする必要はありませんよ。それに、それ以外のことでも──なんでも相談してくれて、いいんですからね？』

「佐藤さん……！」

　一度開きかけた口を、しかし、英人は閉ざした。──佐藤は信しん頼らいできる人だ。でもだからこそ、この悩みは明かしたくない。なんのために戦うのかわからない、なんて──見捨てられそうで怖こわい、だなんて。タウマゼインのために働く佐藤に対し、失礼な悩みだ。

「……いえ、大丈夫です。すみません、また訓練に戻もどります」

（俺は、どうすればいいんだろう）

　所定の位置につきながら、心の中で何度もその問いを繰くり返かえす。

（現実の蔵園さんも、俺に……うんざりしてるんじゃ、ないかな）

　夢で見た伊吹が、現実になってしまったら。そう思うと、とても気分が暗くなる。




　そして、翌日の放課後──生徒会室。伊吹は例によって『蔵園の羽ばたき』を披ひ露ろうしながら、時折ちらちらと部屋の扉とびらに目を向けていた。視線に気づいた桐きり野のが、声をかける。

「光みつ嶋しまくん、遅いね……今日も忙いそがしいのかな」

「ええ。山やま口ぐちくんの話では、今日は放課後残れるって言ってたそうだけど」

「職員室寄ったらすぐこっち来るって言ってたんだがな。なんかあったのかな、あいつ」

　なかなかやって来ない英人を心配しながら、皆みなで待ちわびていると。

「ごめん、みんな！　遅くなった」

　ドアが開き、立っていたのは笑え顔がおの英人だった。山口と桐野は、安心した様子を見せる。

「おう光嶋、どうしたんだよ。まさか成績が落ちて、先生になんか言われたのか」

「いや、話してたら時間が経たってて。今日こそ早退しないから、今までのぶん頑がん張ばるよ」

　そこまで語った英人の視線が、ふいに、こちらに──伊吹のほうに向けられる。

（──！）

　目が合った瞬しゆん間かん、胸がざわついた。不安になるような──いつもの英人と、違う気がするような。けれど、彼の視線はすぐに、机の上の『遠足のしおり』に向けられてしまった。

「あ……これももう、ここまで作ってくれてたんだ。ごめん、任せきりで」

「ううん！　大丈夫だよ、光嶋くん。難しいところは全部、蔵園さんが調べてくれたの」

「試験も終わったし、来月は遠足だもんな。楽しみだよなー、デゼニーランド！」

　来月末は伊吹たち二年生の学年遠足で、有名な遊園地に行くことになっている。それで生徒会役員が率そつ先せんして、しおり作成や予算の調整などをやっているというわけだ。

（光嶋くん──どうやら、中間試験は問題なかったようね。よかった）

　英人たち三人のやり取りを見ながら、とりあえず伊吹は、そう考える。

（でも、なぜさっき──胸がざわざわしたんだろう。嫌いやな予感にも似ていたような）

　あの時の英人の目は、普段と同じはずだったけれど、どこか違っていたように思う。いつもと同じく明るいはずなのに、何か隠かくしているような、無理しているような──

「あの、蔵園さん」

　考えながら作業をしていたら、いつの間にか、英人が近くにきていた。

「光嶋くん」

　応こたえつつ、彼の目をじっと見つめてみる。けれど彼の眼差しはもはやいつもと同じものに戻っていて、さっきの答え合わせをすることはできない。一方、英人は目を瞬しばたたかせた。

「あ、あの……？」

「ごめんなさい。なんでもないの」

　また頰ほおをぼんやりと赤くしている英人に、伊吹は丁てい重ちように謝ってから言った。

「光嶋くんが、いつもと違って見えたから──いえ。何か、仕事かしら」

「えっ、ああ、うん。実はね、この前話した自習室のことなんだけど……」

　生徒会の仕事について語る英人は、やはり、特にいつもと変わったところはない。──やっぱり、思い過ごしだったようだ。そう思いながら、しばらく英人の話を聞いていると。

「た、大変だーっ！」

　声と共に勢いよくドアが開くと、そこに立っていたのは──風かざ祭まつり翔しよう。

「えっ……!?」

　そういえば翔とは初対面らしい英人が目を丸くする横で、伊吹は、小さくため息をつく。

「──翔、言い忘れていたけど、入る時はノックをして。あなたは部外者なんだから」

「そーいう場合じゃないんだって！　……あ、すいません、お邪じや魔まします」

　桐野たち、そして英人に頭を下げてから、翔は大おお慌あわてな様子のままで必死に言った。

「お嬢じよう、悪いけど、今すぐオレと一いつ緒しよに帰ってくれない!?　不知火しらぬいさんが大変なんだよ！」

「大変というのは、どのレベルの話なの。救急車を呼ぶような話なら、聞いてあげるけど」

「いや違うけど、そこをなんとかぁ！　今度、お嬢の好きなモンブラン奢おごるからよー！」

　拝おがみ倒たおしながら言われた伊吹は、ふうと息を吐はいてペンをペンケースに仕し舞まう。

「──仕方ないわね」

　すっくと立ち上がり、英人に言った。

「ごめんなさい、光嶋くん。家で何かあったみたい。帰らせてもらっていいかしら」

「……ああ、もちろん！　気にしないで、気をつけて帰って」

「ありがとう。桐野さんも山口くんも、ごめん。それじゃ」

　鞄かばんを持つと、翔を待たずにさっさとドアに向かう。翔は急いでそれに続いた。

「あ、じゃっ、失礼しゃーした！」

　バタン。──扉を閉め、伊吹たちは出ていった。




「あいつって確か、蔵園さん家ちのコーヒー会社でバイトしてんだっけ？　トラブルかな」

「蔵園さんも、毎日けっこう大変そうだよね。たまにため息ついてるし……」

　山口と桐野が話す間、伊吹がさっきまで座っていた席の隣となりに立つ英人は、閉ざされたままのドアを見ていた。

（蔵園さんは、モンブランが好きなのか。俺、全然知らなかったな……）

　自分の席に戻りつつ、英人は我知らず、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような面おも持もちになっていた。

（さっきの人、俺より蔵園さんに詳くわしいのか。それとも俺が、何も知らないだけなのかな）

　心の中に渦うず巻まく感情に名前をつけることができず、英人の心は、暗く沈しずんでいた。




　そして、数十分後──（株）蔵園珈琲コーヒーの地下の秘密空間では。

「……な、大変だろ」

　玄げん関かんから居間を覗のぞきながら、こそこそと言う翔の隣で、伊吹は深くため息をついた。

　見れば、不知火がＰＣの前で、キーボードをやたらめったらと叩たたいて叫さけんでいた。

「あぁーっ、また何か変なメッセージが！　くそ、小こ癪しやくな！　どこから湧わいて出た!!」

「──メッセージ？」

　ちらりと翔のほうを見ると、翔は何やら視線を逸そらしつつ、ぼそぼそと言った。

「お嬢には黙だまってたんだけどさ。今朝から、不知火さんが始めたんだ……ツイッターを」

「ツイッター──？　まさか。冗じよう談だんでしょ」

「いやいや、それがマジなんですよ。……あーっ、怒おこってる！　やめて、お嬢が怒ってるのはわかったから！　そのビリビリする棒を出すのやめてくれよな!!」

「──そうね。まだあなたの弁解はなしを聞き終わってないもの」

　ポケットのスタンガンをしまい、まっすぐに翔に向き合う。その間にも、不知火は──

「『巻まき込こみリプやめろ』？　なんだそれは!?　画面には何も巻き込まれとらんぞ！」

　悲しくなってくるようなことを叫びながら、マウスをカッチカチ言わせている。

「つまりその、みんなでさ？　ダークネスエデンの味方を増やす方法を考えてたんだよ。そしたら不知火さんが『もうＴＶ局は古い、今の時代はインターネットですぞ』って」

「ああ──」

　思わず天井を仰あおぎながら、伊吹は状じよう況きようを察した。翔は、そのまま続けて語る。

「オレはネットとか詳しくないし、土ど濃の塚づかさんも女子大生だけど、『悪の女幹部として、個人情報を晒さらす行こう為いはＮＧ』とかいう理由で、ツイッターとかやってないらしくってさ」

　祖そ母ぼが初代タナトスであり、その名を継ついで活動している土濃塚は、『悪の女幹部』を伝統芸能的なものだと思っている節ふしがある。演技派なのもその理由からだ。

「なるほど。それで、不知火さんが垂水たるみさんにアカウントを作らせたんでしょう」

「あ、おう。お嬢、なんでわかったんだよ」

「だって不知火さん、理系っぽい事こと柄がらはすべて、垂水さんに押おしつけているんだもの」

　この前電子レンジが故こ障しようした時も、不知火は垂水に修理させようとしていた。彼は生物工学が専門であって、機械に詳しいわけではないのに、それが不知火には理解できないようだ。しまいに泣き出した垂水の肩かたを、戦闘員たちが優やさしく抱だいていたのを思い出す。

「ともかくそうして、ツイッターアカウントを作って……すぐに炎えん上じようしたわけね」

「そーゆーことです。あのう、それでお嬢……なんとかしてくんない？　オレ、実は不知火さんにメッセージで呼び出されたんだけどさ。何やればいいんだか全然わかんねえし」

「はあ────」

　伊吹は再び、深くため息をついた。面めん倒どうくさい。でも放っておけばいつか、不知火が怒いかりに任せて個人情報を特定されるツイートをしてしまうかもしれない。そうなったら──

「わかった、なんとかしてあげる。『ネットで炎上した悪の組織が実家』なんて理由で、公務員試験を落とされたらたまらないから」

「公務員って、まだそんなこと言っ……あああいや、なんでもないっす！　オナシャス！」

　ぺこぺこと頭を下げる翔を置いて、伊吹は静かに居間に歩み入った。近づいてくる気配に気づいたらしい不知火は、はっとこちらを向くと、両手を突つき出だして言う。

「いけませんお嬢様、来ないでくだされ！　このツイッターとやらに生息する大たい衆しゆうの言葉はあまりにも汚きたない！　わたくしめはただ、こやつらを正しい道に導みちびいてやろうとしただけなのに……こんな連中と会話しては、無む垢くなお嬢様の御お心こころが汚けがされてしまいますぞ！」

「悪の組織の大幹部が言う台詞せりふじゃないと思うけど。とにかく、そこを」

　──どいて、と言おうとしたところで。伊吹は、強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

「待って。翔、今日は水曜日よね」

「え？　ああ、そうだけど」

「それなら、土濃塚さんはこの時間はもうシフトに入っているはず」

　なのに彼女の姿がどこにもない。それに、いつも基本的にこの地下空間から外に出ないはずの垂水もまた、どこにもいない。ついでに、戦闘員たちも全員いなくなっている。

「不知火さん、翔。土濃塚さんと垂水さんは──どこにいるの？」

『ぎくぅっ!?』

　途と端たんに二人は、あからさまに動揺した。それを受けて、伊吹は──

「ふぅぅぅぅぅー──」

　これ以上ないほど、深く深く、長いため息をつく。それから、もう一度問う。

「土濃塚さんと垂水さんは、どこにいるの」

「ストップ、電でん撃げきはストップですぞお嬢様！　別に我々、隠し事はございません」

　通知欄らんがすごいことになっている画面から目を離はなし、不知火は必死に言った。

「今回は、個々の幹部が別々に動くようにしたのです！　土濃塚くんもちょうどいいアイディアが浮かんだと言っていたので、なら試ためしにやってみよっかー、みたいな感じでっ！」

「二正面作戦を採とれば、私の目をごまかせると思った──のではなくて？」

「ぎくぅっ!?　……ああいや、噓ウソ、噓ですぞお嬢様！　今のぎくぅは噓です！　それに彼女らがどこに行ったのか、わたくしめも知らないのです！　これはホントですぞ」

「ほらお嬢、よく言うだろ。『プロは仲間同士であれ、秘密は明かさない』って。ヘヘ」

　やっぱり悪ってカッコいいぜ、とか言っている馬ば鹿かな高校生はさておき。

「そう──なら、あなたたちのことは放っておくのが得策ね」

「あああお嬢様っ、いずこに!?」

「ちょっ、待ってくれよお嬢！　ツイッターは作戦だけど、炎上したのはマジで事故なんだって！　オレ、こっからどうすればいいのかなんて知らねーんですけど！」

「それはあなたたちが蒔まいた種でしょう。今の私にとっては、外に出ていった土濃塚さんたちを放っておくほうが致ち命めい的に思えるの。そういうことだから、邪魔はしないで」

　無む慈じ悲ひにそう言い残して、伊吹は鞄を持ったまま再び外に出た。

（土濃塚さんたち、どこに行ったのかしら。まったく、こんな状況になるなんて）

　これまでもさんざん言い聞かせてきたのに──なんて考えていると、腹が立ってきた。

（もしかして恐怖が足りなかったかしら。この前ネット通販で、中東で軍事使用されたスタンガンが売られていたけど、懲らしめるにしても今後はああいうのを使うべきかも。問題は携帯性だけど、制服の内ポケットを改造すれば──すぐに取り出す練習も──）

　具体的な『説得』方法を考える伊吹の目は、自分では気づかないが、すさまじくギラギラしていた。そうして、まるで罪人を捜す処刑人のごとき眼光で辺りを歩いていると──

「あら」

　見知った人影を見つけ、ふと、驚きで我に返る。

「もしかして、光嶋くん？」

「くっ、蔵園さん!?」

　声をかけると、英人は相当びっくりした様子で立ち止まった。さっきまで一緒に生徒会室で活動していたのに、通学路で会うとまたなぜか、彼の長身が際きわ立だって感じられる。

「お、驚おどろいた……そうか、蔵園さんの家ってこっちなんだ」

「ええ、高校からも近いから便利なの」

　応えつつ、心が洗われるような気持ちになった。平へい凡ぼんな会話が、こんなにもありがたいものだなんて。お蔭かげで、いつになく頭に昇のぼっていた血が下がり、冷静になれた気がした。

「ところで──光嶋くんは、どうしてここにいるの」

「ああ、俺は今からこのお礼状を、あっちにある幼よう稚ち園えんに届けに」

　と、鞄から茶色い封ふう筒とうを取り出して英人は説明した。

「ほら、先週一年生が、あそこの幼稚園で課外活動をしただろ。それで、活動への協力のお礼状を先生に預けられてさ。帰るついでに、生徒会長から渡わたしておいてくれ、って」

「それなら、私に言ってくれてもよかったのに」

「いや……休んでた罪つみ滅ほろぼしってわけじゃないけど、これくらいは一人でやろうと思って」

　英人と伊吹は、並んで歩きだす。──別に、無理に英人と別行動をする必要はないと思う。それに今は、そうしたくない──合理的じゃないとはわかっていても、なぜか。

『あの』

　二人の声が、示し合わせたかのように重なった──同時に喋しやべってしまったようだ。

「あっ、ご、ごめん！」

　途端に頰をやや赤くした英人は、手を横に振ふって慌あわてたように言った。

「お、俺は大した用事じゃないから。蔵園さん、どうしたの」

「そう──なら、遠えん慮りよなく」

　伊吹は至って冷静に、おもむろに、彼に問いかける。

「光嶋くん、最近、何かあったの」

「え……」

　英人は、その場に立ち止まった。それに合わせて、伊吹も歩を止めて彼の顔を見上げると、彼もまた、こちらを見下ろしていた。その表情には、驚きが満ちている。

「あの……蔵園さん。俺、そんなに疲れた顔してる？」

「いいえ、そうは思わない。でも今日、生徒会室で会った時からどこか──」

　さっき感じたあの胸のざわつきを思い出しつつ、言葉を選んでから、続ける。

「どこか、無理をしているんじゃないかと。なんとなく、そう思っただけ」

「っ……！」

　どうしたわけか、英人は右手で自分の顔面を覆おおった。──伊吹からは見えないが、手のひらの下の彼の頰は、とんでもなく真っ赤に染まっていた。

「そんなこと、言われると──」

　絞しぼり出だすような彼の声は、なぜかひどく震ふるえて聞こえる。

「光嶋くん──？　本当に、どうしたの？　体調がよくないとか」

「やっ、全然！　そういうのじゃないんだ、ごめん、心配かけて」

　ぱっと右手を離した英人は、ごまかすように笑ってから、一度口を閉ざした。

（どうしよう。何か言うべきかしら。でも、光嶋くんは黙っていたい気分なのかも）

　どことない緊きん張ちよう感を覚えつつ、伊吹はただ静かに、彼の次の言葉を待つことにする。

　するとやがて英人は、その大きな瞳ひとみに憂うれいの色を浮かべて、口を開く。

「その……さ。本当は、蔵園さんに……いや、みんなにはわからないようにしてたかったんだ。心配かけたくないし……こんなこと俺が聞いたら、逆に迷めい惑わくじゃないかって。でも」

　彼の視線が、こちらに向けられる。

「でも、噓はつきたくないし──だから、言うんだけど」

「ええ」

　緊張で心しん拍ぱく数が上がるのを感じながら、伊吹が頷うなずくと、英人が言う。

「俺ってさ。いつも早退して、いなくなってばかりで……生徒会長失格じゃないかな」

「──まさか！」

　我ながら驚くほど、彼の言葉を否定する自分の声は大きかった。

「まさか──そんなこと、あるはずない。あなたが生徒会長にふさわしくないなんて」

「でも、勉強会の時も、その後蔵園さんに励はげましてもらった時も、俺はいなくなってしまって。毎日家の都合に振ふり回まわされてばかりの人間が会長だと、みんな迷惑して……」

「してない」

　きっぱりとそう言ってから、伊吹は、もう一度まっすぐに彼の目を見つめた。

「迷惑なんてしていない。あなたの手しゆ腕わんは、私も、桐野さんも山口くんも、他の役員だって、みんな認めてると思う。──もしかして誰か、あなたに悪口を言う人がいたの？」

　英人が悪く言われるなんて、想像するだけで腹が立つ。すると彼は、苦笑いを浮かべた。

「──ありがとう。いや、生徒会長の仕事について悪口を言われたわけじゃないんだ。ただ、俺自身が気になってしまって……それと家の仕事について、この前『なぜその仕事をやるんだ』って改めて突つきつけられたんだけど、俺、全然言い返すことができなくて」

「なるほど」

　言いながら、湧わき上あがる怒りを覚えていた。きっと、英人が率先してやっているボランティア活動か何かに、一部の生徒が「点数稼かせぎだ」などと文句でもつけたのだろう。

（こんなに立派な人に、余計なことを言うなんて。いったい、どこの誰なのかしら）

　無表情の裏で伊吹が密ひそかに腹を立てていると、英人は、さらに続けて言った。

「蔵園さんは……優しいよね。俺はいつも、それに頼たよってばっかりな気がするよ」

「──いいえ。私は、優しいわけじゃないと思う」

　そう応えると、英人が意外そうな顔をした。だから続けて、こちらが語る。

「私はただ、自分がやりたいようにやっているだけだから。あなたのように、自分は何も悪いことをしていないのに真しん剣けんに悩む人のほうが、よほど優しいと思う。それに」

　彼を見上げ、それから、穏おだやかな目で見つめた。

「さっきの光嶋くんの言葉と、似ているけど。私は、噓はつきたくない。特に、あなたには。だから、さっき『迷惑していない』と言ったのも──優しい噓なんかじゃない」

「あ……！」

　告げた瞬間──英人の目に、やっと、いつもの明るい光が戻ったような気がした。

「蔵園さん、俺──！」

　彼はくしゃりとした笑顔を浮かべる。思わず目を奪うばわれてしまうような、眩まぶしい笑顔。

「本当にありがとう、蔵園さん。なんか、心が軽くなったっていうか……楽になったよ」

「そう──それなら、よかった」

　どちらともなく歩き出しつつ、伊吹は少し顔を俯けた。──英人の笑顔を見ただけで、なぜか、ちょっと心拍数が上がった気がする。きっと、尊敬する英人が回復したので、安心して興こう奮ふんしたのだ。──安心して興奮とは矛む盾じゆんしている気もするけれど、きっとそうだ。




　英人もまた、顔を背そむけてはいても、頰が赤く染まっていた。

（ああ、俺はなんて馬鹿だったんだろう。一人で勝手に悩んで、苦しんで──）

　伊吹の言葉を、疑っていたつもりじゃない。なのにさっきまでの自分は、彼女の正直な言葉を聞くまで、勝手にのたうち回っていたような、そんな気がする。

「蔵園さん、実は俺、今朝から調子悪かったんだ。変な夢を見て──」

　──彼女のほうへと向き直り、そんな話でちょっとお茶を濁にごそうとした、その時。




『あ──あれは？』

　英人と伊吹の言葉が、ぴったり重なった。二人の視線の先には、さっき話に出ていた幼稚園がある。そしてその庭には、園児たちを含ふくめた人だかりができている。

　しかもその人だかりの中に──伊吹がものすごく、見知った顔がある。

「ホーホッホッホ、よくお聞きなさいチビッ子たち！　これから素す敵てきな秘密結社『ダークネスエデン』のお話を、紙かみ芝しば居いにてたっぷりと聞かせて差し上げましてよ！」

「……ちゃ、ちゃんと聞いた子たちには……風船をプレゼント……」

　庭に机を置き、その上に明らかに手書きの紙芝居セットを載のせて、園児たちに話しかけているのは土濃塚ことタナトス。そしてその横で不安そうに立ちながら、風船を持っているのは垂水ことインフェルノ。戦闘員たちも風船を持って、子どもに手を振っている。
















（あいつら──！）

　こちらから向かっていこうとすると、それより先に英人が動いた。

「ちょっ、ちょっと！　な、何をやって……るんですか！」

　英人が幼稚園に駆かけ寄よると、園児たちの先生が目を丸くする。

「えっ、栄えい駿しゆん高校の方？　あらやだ、あれはボランティアの生徒さんじゃないの？」

「違います！　彼らはダー、いえ、うちの高校の生徒じゃなくて……！」

　あまりのことで呂ろ律れつが回らなくなっているのだろう英人が先生に説明しはじめると、どうやら彼の存在に気づいたらしいタナトスが怪け訝げんな目を向けた。そして──

「ッ!?」

　こちらに気づいたタナトスとインフェルノは全身を硬こう直ちよくさせた。そんな二人に、絶対零れい度どの冷たさを籠こめた眼差しをプレゼントする。──怒りも籠めて。

「っ、あ、どっ、どうやら一いつ般ぱん市民が紛まぎれ込こんでいるようですわねっ！」

　それでもタナトスは声を張り上げ、悪の女幹部的演技を無理やり続けた。

「でもこの物語は、幼い子どもたちに贈おくるもの。な、生意気な高校生には、す、過ぎたものですわよっ！　あなたがたはお帰りなさいましな！」

「へえ──」

　呟つぶやくその声は、我知らず低く恐おそろしいものだった。眉まゆもものすごく吊つり上あがっていた。




　一方で英人は、伊吹のそんな様子に素す直なおに感心していた。

（そうか、蔵園さん……こいつらが幼稚園児に思想教育しようとしているのを見み抜ぬいて、こんなに怒っているのか。悪の組織相手に屈くつしないなんて、なんて正義感が強いんだ！）

　それに、怒った顔も可か愛わいいかもしれない──などと考える自分を窘たしなめながら、急いでスマホを取り出す。ダークネスエデンの一味が出た以上、すぐに佐藤に連れん絡らくしなくては。

「俺、ちょっと警察に連絡してくる！　蔵園さんは、今のうちに早く家に帰って」

「いえ」

　彼女は、力強く首を横に振る。

「私だけが逃にげ出して、ここの人たちにもしものことがあったらいけない。私も残る」

　きっぱりと、いつも以上に淡々とした口調で、伊吹はそう告げた。

「蔵園さん……！」

　本当なら、逃げてほしい。けれど伊吹はさっき言った──『自分がやりたいようにやっているだけ』だと。この正義感あふれる行動は、彼女の決意の表れなのだ。

「……わかった。でも、無理だけはしないで！」

　そう言って、英人はひとまず幼稚園を出て、少し離れた路ろ地じへと急いだ。




（光嶋くん──率そつ先せんして通報に行くなんて。やっぱり、真ま面じ目めで立派な人なのね）

　英人が駆かけ出していくのを見ながら、伊吹は感心していた。通報する時に、現場から少し離れるのも大切なことだ。逆上した犯人に襲おそわれるかもしれないのだから。

（まあ今回は──襲ってくるような相手じゃないけれど）

　怒りを抑おさえながら、一歩前へと踏ふみ出す。するとタナトスとインフェルノは、びくりと肩を震わせた。──このまま諦あきらめさせて家に帰せるかもしれない。などと思った、その時。

「おい、ババア！」

　タナトスに向かって、口さがない園児（男子）が叫んだ。

「待ってんだから早く紙芝居見せりょ！　こっちは待ってんだじょ！」

「えっ……バ……ババア……って」

　あんまりといえばあまりな言葉に、タナトスは素すの返事をしてしまう。しかし堰せきを切ったように、園児たちは口々に文句を言いはじめた。

「しょーだしょーだ！　紙芝居見せろよババア！」

「早く風船ちょうだい!!」

「こらマサくん、駄だ目めでしょうそんな言葉！　みんなも、静かにしなさい」

　先生はそう言うものの、園児たちは聞く耳を持たない。

　そのうちの一人が、やがてタナトスを指さしてこう口走った。

「だって先生、全然紙芝居やってくれないんだじぇ！　あの……乳でかババアが！」

『なっ──』

　先生の、タナトスの、インフェルノの、そして伊吹の声が、同時に発される。

（いくらなんでも、これはひどい）

　伊吹は園児を窘めようとする。だが──より大きな声に、全部搔かき消けされてしまった。

「す、好きで……好きで乳がでかくなったんじゃないわよぉおおおおおお！」

　──タナトスの、心からの叫びだった。さっきまで元気いっぱいにわめいていた園児たちも、一いつ斉せいに口を噤つぐむ。しかしまるで彼女は積せき年ねんの恨うらみを晴らすように、言葉を重ねた。

「ひ、ひどい……何よ……気にしてるのに……頑張って精せい一いつ杯ぱい目立たない格好してるっていうのに、どうして子どもにまでこんなこと言われなきゃいけないのよ！」

「……タ……タナトス、落ち着いて……」

「落ち着いてられないわよ、こんなものっ!!」

　完全にヒステリーを起こしたタナトスは、宥なだめようとしたインフェルノの腕を振ふり払はらい、紙芝居を載せた机を思いっきり蹴け飛とばした。園児たちには当たらなかったものの、その振ふる舞まいは彼らに強い衝しよう撃げきを与あたえたらしく、子どもたちは今度は一斉に泣きはじめた。

「泣きたいのはこっちよ……どうせ世の中全員、私の胸しか見てないのよ！　わーん!!」

　胸をぼいんぼいんさせながら、タナトスは走り去っていった。伊吹は何も言えなかった。

　そうして、間の悪いことに。

「ダークネスエデン、そこまでだ！　光こう速そく特とく捜そう・タウマゼイン、ただ今参上!!」

　ちょうどそのタイミングで、伊吹は、タウマゼインを初めて目もく撃げきするのだった。




　──強化スーツの装着が完かん了りようし、幼稚園に戻ってきた英人が見たのは、泣なき叫さけぶ園児たちを宥める先生たち、崩くずされた紙芝居セット、そしてその隣でなぜか腰こしを抜ぬかしているダークネスエデンの幹部・インフェルノだった。──タナトスは姿を消している。

　そしてそれらの様子をじっと見つめている伊吹の背中に、英人は心からほっとした。

（よかった、蔵園さん……無事だったんだ。でもダークネスエデンの奴やつら、子どもたちをこんなに泣かせるだなんて！　みんな怪け我がはしていないようだけど、許せない……！）

「お、お嬢さん！」

　意を決して、英人はタウマゼインとして、伊吹に話しかけた。

「え？　あ、はい。そう──あなたがタウマゼインなの」

　振り向いた彼女は、何ごとか小さく呟いた。きっと驚いているのだろうが、無理もない。

「これから奴らと俺が戦います。あなたは、もう少し遠くに離れていてください！」

「わかりました」

　すんなりと伊吹は頷いて、幼稚園の門のところまで歩いていった。

（こんな時なのに、本当に蔵園さんは冷静だ。すごいな……俺も見習わないと）

『タウマゼイン、敵の幹部が一人の今こそ、新武装の威い力りよくを試す絶好の機会です！』

「はい、了りよう解かいです。タウマゼイン、行きます！」

　英人は勢いよく幼稚園の庭に突とつ撃げきする。腰を抜かしていたままのインフェルノはというと、しかし、こちらの姿を見ていきなり立ち上がった。

「……タ、タウマゼイン……！　そうか。また僕ぼくの大切な戦闘員を傷つけるつもりだな」

　呟いてから、インフェルノは唐とう突とつに、肩を震わせはじめる。それは、笑いだった。

「……フフッ、フフフ……！　面おも白しろい。僕たちがいつまでもやられっぱなしだと思うなよ。お前にこれ以上傷つけられないように、先んじて一号を強化したんだからなっ……！」

　インフェルノは飛び退すさるやいなや、その場にいる戦闘員一号に号令を発した。ちなみに他の戦闘員たちは、ひっくり返った紙芝居を片づけたり、園児を泣なき止やませたりしている。

「やれっ、一号！　強化培ばい養よう液の威力、その乱暴者に思い知らせてやれ！」

『カイーッ！』

　戦闘員一号が、まっすぐにこちらへ突撃してくる！




　一方その頃ころ、伊吹は翔からの電話に出ていた。

「──はい、もしもし」

『お嬢!?　ちょ、今どこにいんの!?　ツイッターの炎上がマジでヤバくて、なんかもうキモい画像とか消えない画像とか送られて、画面がすごいことになってんだけど！』

「翔、悪いけれど今それどころではないの。あなたがなんとかしてあげて」

『いや無理……ちょっと不知火さん、だからそういう奴は相手にしちゃ駄目だって！』

　──このまま炎上を放っておくと、まとめウィキか何か作られてしまいそうだ。

　短く息を吐き、伊吹は、翔に告げる。

「わかった、翔。対処法を教えるから、言う通りにして。まず、ＩＤとパスワードを」

　──対策を告げた後、伊吹は電話を繫つなげたまま、幼稚園の様子を見守る。




　英人はその時、佐藤からの通信を受けた。

『タウマゼイン、頼たのみますよ。その腕のワイヤーガンを使うんです。君ならできます』

「はい──！」

（もう迷わない。俺は──大切な人に、見守られているんだ！）

　英人は、右みぎ腕うでに新しく備えつけられた装置を、戦闘員に向けた。そして左手で自分の腕を支え、右の親指の真下にある発射トリガーを引く。──すると！

『カイーッ!?』

　発射されたワイヤーの先せん端たんが戦闘員に刺ささり、相手は悲鳴と共に倒たおれる。

（命中した……！）

　訓練では成功しなかったのに！　心の中で、伊吹に深く感謝した。──これはワイヤーガン。民間人の英人でも法律に触ふれないよう設計された、空気銃じゆうの一種。ワイヤーのついた細い杭くい状の棒を射しや出しゆつし、相手に、身体が痺しびれる程度の電気を浴あびせる。つまり──

「これはスタンガンだ。食らったら、しばらく立ち上がれはしない。大人しくするんだな」

「……フッ……」

　しかしインフェルノは、不敵に笑った。

「……フ、フフフフフ……スタンガンだと!?　そんなものが……」

　彼の言葉に反応するかのように、戦闘員がゆっくりと立ち上がる。

「そんなものが、今さら僕たちに通用すると思っているのかーっ！」

『カイーッ！』

「何っ!?」

　戦闘員は完全に立ち直るやいなや、急に距きよ離りを詰つめ、素す早ばやいパンチを放ってきた。英人は急いでガードしたが、威力を殺しきれずに後ずさってしまう。

（なぜ……あのワイヤーガンは、食らえば大人でも十分は起き上がれないはずなのに！）

「……フフッ……ど、動どう揺ようしているようだね、タウマゼイン」

　嬉うれしそうにインフェルノは説明する。

「言っただろう、強化したんだ。もはや君の拳こぶしにだってやられない。それに彼には、僕の記き憶おくを同期してある……イヴル様の電撃に比べれば、君の銃など豆まめ鉄でつ砲ぽうだよ！」

「で、電撃……だと!?」

　ワイヤーを巻まき戻もどしながら、英人は、スーツの下の背中に冷ひや汗あせが流れるのを感じた。

「自分の部下を電気で折せつ檻かんするなんて！　ジ・イヴル……どこまで残ざん酷こくな奴なんだ！」

　英人は、悪の組織を許してはならないと改めて思った。なぜか後ろに立っている伊吹の視線を強く感じるが、きっと彼女も早く悪を倒してほしいと願っているに違いない。

（でも、どうすれば……銃は効かないし、奴の言葉が正しいなら肉にく弾だん戦も難しい）

　無理やりに格かく闘とう戦に持もち込こんで、思わぬ被ひ害がいが出るのもよくない。悩む英人だが──

「──タウマゼインさん」

　背後から聞こえた伊吹の声に、ちらりと視線を送る。すると、彼女は言った。

「一度で駄目なら、何度もやってみるのはどうかしら」

「えっ」

　インフェルノはビクッとしているが、それよりも英人は、目を開かされた思いがした。そうだ──一度で無理なら、何度でもやればいい。雨あま垂だれ石を穿うがつ、というやつだ！

「食らえっ！」

　英人は、再びワイヤーを発射した。それは戦闘員に命中し、しかし、相手は怯ひるまない。

「まだまだ！」

　素早くワイヤーを巻き戻し、また射出する。怯まない。だが、三度射出する！

『カッ……!?』

「一号！　どうした!?　しっかりしろ！」

　動きが鈍にぶくなってきた戦闘員に対し、四度、五度、ワイヤーを射出する！

「これでとどめだ!!」

　そして、六度目のワイヤーが戦闘員に命中し──相手は、地面に倒れ伏ふした。

「……い、一号が……僕たちの鉄てつ壁ぺきの守りが、崩された……だと……!?」

「これが──」

　英人はワイヤーを回収してから、ヒーローらしいポーズを決めて言った。

「これが、諦めない正義の力だ！」

　幼稚園児たち、そして先生の拍はく手しゆ喝かつ采さいが聞こえる。──だが、英人が反応するより先に。

『タウマゼイン！』

　佐藤の慌てたような通信が入った瞬間、視界全体が煙えん幕まくに閉ざされてしまった。

　そして、気づいた時には──ダークネスエデンたちは姿を消してしまっていたのである。

『くっ……また例の爆ばく弾だんですか。インフェルノも同じものを持っていたとは』

「いつもながら、素早いですね。……ひとまず、これから帰き投とうします」

　英人は、園児たちの歓かん声せいを受けつつ踵きびすを返かえし──門のところで伊吹とすれ違ちがう。彼女は、いつもより険しい顔だ。無理もない、やっと恐きよう怖ふから解放されたところなのだから。

「さようなら、お嬢さん」

　──ちょっと気き障ざかなぁ。などと思いつつ、英人は別れの挨あい拶さつをした。すると、伊吹も。

「ええ──ありがとう、タウマゼインさん」

　去り行く自分の背中に、そう声をかけてくれたのだ。瞬間、心臓がどきっと音を立てた。

（ありがとう──ありがとう、か！）

　知らず知らずのうちに駆け出しながら、英人は伊吹のその言葉を何度も反はん芻すうした。

（お礼を言わないといけないのは俺のほうだ。蔵園さんがいなかったら、今いま頃ごろ俺は、どうなっていたことか……きっと悩んだままで、立ち止まってしまってた）

　伊吹がいたから、強くなれた。いや──伊吹のために、強くなりたい！

（そうだ、俺が戦うのは君を守るためだ。俺は、君を守るヒーローになりたい！）

　──ひょっとしたら、君には既すでに大切な人がいるのかもしれない。でも今は、この胸の高鳴りを、心地ここちよいと感じることができる。英人は今日のこの出来事を、決して忘れるまいと、そう思った。──伊吹の険しい表情の、本当の意味など知ることなく。




『あれ、なあお嬢？　あのさー、ちゃんとお嬢に言われた通りにやったら……俺の見み間ま違ちがいじゃなかったら、「アカウントが削さく除じよされました」とか画面に出てんだけど。画面も不知火さんも、なんか真っ白になってんだけど!?』

「────」

『えっ、もしもーし？　なんか、怒ってる？　いや、その、確かにツイッター勝手に始めたのは悪かったけど！　でもだからって、全削除しなくても……えーと、聞こえてんの？』

　それどころではない。




「あなたたち。私のことをイヴルと呼ぶのを──外でもやってたのね」

　──帰ってきた伊吹の機き嫌げんは、最悪だった。スタンガンすら使わないほどに。

「お嬢様ぁ～、出てきてくだされ！　今日のデザートは大好きなモンブランですぞ！　コンビニのではなくて、ホテルオーニシのスペシャルマロンモンブランですぞー！」

「土濃塚さん、頼むから部屋から出てきてくれよ！　お嬢がブチ切れてオレたちと話もしてくれないんだよ！　説得するの手伝ってくれよー！　垂水さんも泣いてないで、ほら！」

　──その後しばらくの間、伊吹も土濃塚も垂水も部屋に引きこもっていたせいで、ダークネスエデンの秘密地下空間にはひときわ暗い雰ふん囲い気きが漂ただよっていたのは、言うまでもない。
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　幼よう稚ち園えんでの死し闘とうから数日経たったある日の夜──繁はん華か街にほど近い大きな史し跡せき公園にて、人知れず二つの影かげが戦っていた。

　タウマゼインこと英ひで人とと、ダークネスエデンの幹部・テンペストだ。『公園で、変なマスクを被かぶった人間がうろついている』という連れん絡らくを受けてきてみれば──というわけだ。

「食らえ、テンペスト！」

「なんの、食らうかよそんなもん。今日は調子がいいんだっつーの！」

　テンペストが構えると、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた。ワイヤーは吹き流され、押おし戻もどされる。

「くっ……！　お前、いったいどうしてそんな力を！」

「ハッ、見くびんなよタウマなんちゃら。オレは風を操あやつる能力を持ってんだ……厨ちゆう二に病びようじゃなくてガチで持ってんだ！　その気になりゃあてめえなんぞワンパンだ、覚えとけ！」

　言うが早いか、テンペストは再び突風を吹かせた。英人の纏まとうタウマゼインのスーツは自じ重じゆうがかなりあるため、吹き飛ばされることはないが、それでも前に進むことはできない。

「ふん……どうやら一歩も動けねえようだなあ！」

　片方の手を前に突つき出だし、突風を操ったまま、もう一方の手で、テンペストは何かしらの紙の束たばをびらびらと見せびらかす。──ダークネスエデン勧かん誘ゆうのチラシだ。

「これからオレは、向こうの通りで酒飲んでるおっさんたちに、このチラシを配らんといけねえからよ。てめえがオレの邪じや魔まをしないってんなら、風を止めてやってもいいぜ！」

「っ……負けない……！」

「あ？」

　首を傾かしげるテンペストをまっすぐに見み据すえて、英人はもう一度きっぱりと言い放つ。

「俺おれは負けない！　お前たちなんかに!!」

　言うと同時に、英人はもう一度ワイヤーガンを放った。だがワイヤーは横へ逸それ、遠くの木立に刺ささってしまう。それを見たテンペストは、鼻を鳴らした。

「なーんだ、外れだぜ？　狙ねらいが甘あまいっつーの」

「それは……どうかな！」

　英人はジャンプすると共に、ワイヤーを巻まき戻もどした。するとワイヤーに引っ張られ、英人の身体からだは木立に向かって高速で移動する──テンペストの突風を劈つんざき、相手が立つ真横を通り過ぎるタイミングで、英人は、思い切り蹴けりを放った！

「ぐはぁっ!?」

　伸のび上がるような蹴りが、テンペストの腹部を直ちよく撃げきした。集中力が切れたせいか風が途と絶だえた空を、彼かれの身体は大きく舞まい──

「あ、あっぶねええ！」

　地面に叩たたきつけられる直前で、テンペストは風を操り、自分の身体を軟なん着ちやく陸りくさせる。

「くそっ、プロテクターなかったら肋ろつ骨こつ折れてたんじゃねーの、これ!?　正義のヒーローのくせに、もうちょっと手加減を覚えろよ！」

「悪あく質しつなビラ撒まきを許可なく行おうとしている輩やからに、説教されたくない！」

　堂々と英人が言うと、テンペストは再び反はん撃げきしようとして──

「ああっ!?」

　チラシが手元にないことに気づき、途と端たんに慌あわてだした。

「ちょ、あれ、どこいった!?　コピー代もタダじゃねえってのに、ちくしょー！」

　──英人は指し摘てきしなかった。さっき蹴りを入れられて着陸した時の風に巻まき込こまれて、チラシのほとんどがどこか遠くへ飛んで行ってしまったことを。

「公こ園こにばら撒いても意味ないんだよ、あんま人いないんだから！　ぐぐぐ……」

　きょろきょろとしばらく辺りを見み渡わたしてから、テンペストはやがて──

「お、覚えてろよ！　次に会った時は、オレの必ひつ殺さつ技わざ食らわせてやるからなーっ！」

「待てっ！」

　英人はワイヤーガンを発射するが、風を纏った敵の身体は、夜よ闇やみへと消えていく──

「な、なんて逃にげ足あしの速い奴やつだ……」

『うーむ……どうやら、私たちはテンペストを見くびっていたようですね』

　データの処理が終わったらしい佐さ藤とうからの通信が入る。

『初代テンペストは自在に風を操作し、巨きよ大だいな岩ですら宙に浮うかせたという噂うわさが裏社会に残っています。彼がその後こう継けい者なら……同じことができてもおかしくはない』

「普ふ段だんは猫ねこを被ってた、ってことですか……！」

　英人は、ダークネスエデンの底知れぬ実力を前に、闘とう志しを新たにした。

　一方で、彼は知らない。翔しようの超ちよう能のう力りよくは、その日の天候・気温・気圧配置・気分などに左右されるため──常にこの調子では決してない、というかめったにない。ということを。




　そして、翌日──今日は土曜日で本来なら高校は休み、なのだが。

「翔。あくびしていないで、さっさと歩いて」

「わかった、わかったっての！　勘かん弁べんしてくれよ、昨日はあんま寝ねてないんだから……」

　伊い吹ぶきも翔も、高校の近くの史跡公園に来ていた。制服姿で掃そう除じ道具を持っていることからもわかる通り、今日は、生徒会主しゆ催さいのボランティア活動でここに来ている。

　栄えい駿しゆん高校の生徒たちが公園じゅうに散らばって、ゴミ掃除をするというのが今日の趣しゆ旨しで──もちろん好き好んで休みの日に、こんな行事に参加する生徒は少ない。

　だというのに、それこそどういう風の吹き回しだか、翔も参加すると言い出したのだ。




「いやー、この前お嬢じようのこと怒おこらせちまったから、罪つみ滅ほろぼしに？　あ、そういや公園ってたまに変なゴミ落ちてるよな。変な紙くずとかがあっても、お嬢は気にしないでくれな！」

　──言うまでもないことだけれども、明らかに様子がおかしい。




「『寝てない』？」

　先ほどの言葉を受けて、傍かたわらの翔をじろりと睨にらむ。

「あなた、昨日の晩はどこにいたの」

「ちょっ、取り調べかよ、やめてくれよ！　昨日は……えと、昨日は……い、家で勉強を」

「なら問題。十万ボルトの電圧と五ミリアンペアの電流だと、電気抵てい抗こうはどうなるかしら」

「ヒッ！」

　スタンガンをちらつかせると、翔はものすごく青ざめた。ますます怪あやしい。

「あなた、もしかして本当に──」

　と、さらに問とい詰つめようと思った、その時。

「蔵くら園そのさん！」

　向こうから駆かけ寄よってくるのは、英人だった。

「あ、光みつ嶋しまくん。おはよう」

　今日も明るい笑え顔がおの彼にこちらが挨あい拶さつする横で、翔があからさまにほっとしているが、今は何も指摘しないでおこう。伊吹は、スタンガンをそっとポケットにしまった。

「おはよう、蔵園さん。今日は意外とたくさん人が集まってくれて、よかったよ」

「ええ。これなら、活動をやる甲か斐いもあるというものね」

　穏おだやかに応えると、英人も、にっこりと頷うなずいた。その笑顔には、曇くもりなど少しもない。

（よかった。光嶋くん、本当に元気になったみたい）

　幼稚園で事件があったあの日以来、彼は以前の輝かがやきを取とり戻もどしていた。忙いそがしいのは相変わらずのようだけれど、悩なやみからは吹ふっ切きれたのだと彼は言う。実際、その通りのようだ。

（やっぱり、この人はすごい。悩んでもすぐに立ち直って、責任を果たすなんて）

　幼稚園での騒さわぎの時も、彼は警察に事情を詳しよう細さいに話していたため、なかなか戻もどってこられなかったのだという。どんな時でも民間人としての責任を果はたすのは、簡単ではない。

「今日も、清せい掃そう活動が終わるまでこの公園にいられる予定なんだ」

　英人は嬉うれしそうに言った。

「休みで抜ぬけてたぶん、頑がん張ばって掃除するよ。それでその、よかったら一いつ緒しよに──あっ」

　ふいに、彼の表情が曇る。次いでそのまま、口を噤つぐんでしまった。

「どうしたの？」

「あっ、ごめん。ええと、その……そこの彼」

　英人は表情を和やわらげると、翔を──ふてくされた表情で「夜にもこれくらい人がいたらコピー代が無む駄だには」などとぶつぶつ言っている翔を、手で示した。

「確か……蔵園さんの友達、だったかなって」

「友達と言えなくもないといったところかしら」

「ちょっと待ってお嬢！　そこは友達でよくね!?」

　きっぱりと言い放つと、途端に横で翔がうるさくなった。

「家が近所で幼稚園から同じなんだから、幼おさな馴な染じみの友達でいいだろ、別に！」

「じゃあ、そういうことにしておいてあげてもいいけど」

　まだ納なつ得とくできない様子の翔を置いて、伊吹は、英人に向かって言う。

「紹しよう介かいが遅おくれたけど……光嶋くん、この人は風かざ祭まつり翔。ほとんど無害だから安心して」

「か、風祭くんっていうのか。どうも……」

「無害って言われるのもちょっとムカつくなあ。……あ、ども。…………ん!?」

　そこで急に、翔は英人との距きよ離りを詰つめた。その顔には、驚きよう愕がくが浮かんでいる。

「おい──噓うそだろ。あんた、も、もしかして……！」

「え？」

　相手の目を覗のぞき込こむ翔に対し、英人はきょとんとしている。──いったい、どうしたというんだろう。翔らしからぬ真しん剣けんな表情が、気がかりになってしまうけれど──

「もしかして……うちの生徒会長か!?」

「今さらすぎる」

　ぴしゃりと突つっ込こむと、翔は勢いよく食ってかかった。

「なんだよ、悪いかよ新しん鮮せんに驚おどろいちゃ！　オレ、生徒総会はいっつも寝てるから、この人の顔知らねーんだよ！　なんか人気者なのは知ってっけど！」

「に、人気者なんて……そんなことないよ」

　言いつつ、英人はこちらをちらちら見ている。きっと、翔の態度に呆あきれているのだろう。

「生徒総会は寝てる？　そう。よく覚えておくから」

「ビ、ビビらせたってオレの眠ねむ気けには勝てねえんだからな。てか、そうか。あんたが」

「あんた──？」

「あ、アナタが噂の光嶋英人、さんか。そういや、前にオレが生徒会室行った時もいたんだっけ？　よく覚えてないけど……オレは二年Ｃ組の風祭翔だ。今日はよろしくな」

「あ、ああ。……こちらこそ、よろしく」

　そう応える英人の表情は、またどこか曇くもってしまっている。──せっかく、あの笑顔が戻ってきたというのに。もしかしたら翔の振ふる舞まいが、彼を困らせてしまっただろうか。

　気になった伊吹が、フォローの言葉をかけようとした時──

「蔵園さーん！　ごめん、ちょっとこっち、お願いしたいんだけど」

　少し離はなれた場所から、桐きり野のの声が聞こえた。どうやら、何かトラブルらしい。

「仕方ない。翔、くれぐれも光嶋くんに迷めい惑わくかけないで」

「オレは幼児か何かかよー、わかってるっつー……いえ、はい。承知しました」

　一応念を押おしてから、桐野のところへと急ぐ。ちらりと振ふり返かえって見えた英人の表情は、なおもどこか暗いものだった。──気になるけれど、仕方ない。

　心の中で繰くり返かえして、伊吹は英人たちのもとから離れていった。




　一方、英人の内心には、またも先日と同じもやもやが立たち込こめていた。

（この、風祭くんという人──本当に、蔵園さんのただの友達なのかな）

　目前での伊吹と翔のやり取りを思い出しながら、さらに考える。

（この人とは蔵園さん、なんていうか、とても親しげな感じがするし……いや、それは幼馴染なら当然かもしれないけど）

　伊吹がどこか普段と違ちがう態度で接する翔のことが、とても気になってしょうがない。

（それに風祭くん、俺のこと人気者だなんて……人気者だから他の女子と付き合ってるとか、蔵園さんに誤解されたらどうしよう。そんなことないのに。いや、それは考えすぎか）

　頭の中で考えがぐるぐる渦うずを巻いて、止まらない。そうこうするうちに、自分に向けられる視線に気づいたのか、翔がこちらを振り返った。

「ん？　なんだよぉ、ガンつけて。掃除ならこれからする予定だぜ」

「いや、別に睨にらんでるつもりはないんだ。ただ……」

　翔から視線をずらす。だがごまかそうとした瞬しゆん間かん、あの日の伊吹の言葉を思い出した。

（そうだ──俺はあの時、『ありがとう』って言ってもらった。それで思ったんだ。彼かの女じよのためのヒーローになりたい、って）

　それは伊吹がタウマゼインに対してかけた言葉で、英人自身に対してではない、というのはわかっている。でもあの瞬間、自分は進むべき道を見つけた。だからこそ昨晩の戦いでも、凶きよう悪あくなテンペストと諦あきらめずに戦うことができたのだ。だから──

（そう、ヒーローならごまかしちゃ駄だ目めだ！　お……俺は生徒会長として、役員である蔵園さんの交友関係が知りたいだけだ。別に、やましいことを企たくらんでるわけじゃ……ない！）

　──客観的に見れば結局ごまかしているのだが、それはさておき。

「風祭くん！」

　再びまっすぐに視線を合わせ、我ながら語ご気き強く、翔に問いかける。

「その……君と蔵園さんって」

「あ？」

「ほ、ほ。本当に……ええと、その、なんていうか」

「なんだってんだよ」

「ただの……」

　耐たえきれずに視線を逸そらしてしまう。

「ただの、友達……なのかと聞きたかったんだけど」

「え？　だからさっき、そうだって言ったろ」

「本当に!?」

　つい声をあげてしまい、慌あわてて声量を抑おさえた。

「あ、ごめん。いや、今もかなり仲良さそうに話してたし……前にもほら、蔵園さんの好物がモンブランだって、君は知ってるみたいだから。どんな関係なのか少し、気になって」

「……ふーん」

　翔は、眉み間けんに皺しわを寄せて頭を搔かきつつ、こちらをじっと見返している。

「まー、オレの『バイト』先がお嬢、つまり蔵園伊吹の家だからさ。一緒に過ごしてる時間は、ただの友達ってのよりは長いかもしんないんだけど」

「ああ、その話は生徒会の山やま口ぐちに聞いたことあるよ。やっぱりそうなんだ……」

　思わず気落ちしながら応えると、相手は眉間に皺を刻きざんだまま、首を傾かしげて言った。

「あの、さ」

「な、何？」

「えーと……お嬢が好きな食べ物、もう一つ教えようか？」

「っ！　お、教えて！」

「うおっ!?」

　今度は思い切り身を乗り出してしまい、対する翔は慌てて身をのけ反らせている。

「びっくりすっからやめてくれよ！　……ちなみに馬ば刺さしな。回転寿ず司しで絶対頼たのむから」

「桜肉か、変わりダネが好きなんだな。その……ごめん。ありがとう」

　体勢を元に戻し、けれど次の言葉が見つからず、視線を地面に彷徨さまよわせていると。

「あー、あのよ……会長」

　翔はちらちらと伊吹（桐野と話していてこっちに気づいていない）のほうを見てから、にわかに声を低め、そっと語りかけてきた。

「これは煽あおりとかじゃなくて、マジで聞いてるから、そこは誤解しないでほしいんだけど」

「うん」

「あんた……あの、もしかしてさ」

　じっ、とこちらの目を見据え、彼は問う。

「お嬢のこと、好きなの？」

「えぇえっ!?」

　途端に、ぼっ、と顔が熱くなる。慌てて両手を横に振ふり、無理やり言葉を発した。

「あ、ち、違ちが、いや、とっ、友達としてという意味なら好きだけど！　お、俺はただ」

「落ち着け落ち着け、落ち着けって！　声がちょっとデカい！　抑えて！」

「あ、ああ…………悪い」

　近くにいた生徒がこちらを見るくらい、大きな声がでてしまっていたらしい。

　英人は咳せき払ばらいすると、改めて翔に言った。

「いや俺は、いつも生徒会で蔵園さんにお世話になってて……それで、彼女のことを」

「好きになっちゃった？」

「だから、違うって！」

「いや、悪いけど丸わかりだわ。顔真っ赤だし。偏へん差さ値ち低めなオレでもわかるほどだわ」

　冷静な声こわ音ねで言った後、翔はすごく珍めずらしいものを──というか、勇者でも見るような目でこちらを見つめ、口くちの端はしを引ひき攣つらせながら、続けて言う。

「へぇー、そうなんだ。お嬢のことを、ねえ……ゆ、勇気あるんだなあ、あんた……」

「勇気？　……それは確かに、蔵園さんは高たか嶺ねの花だと思うけど」

「いやいや、そうじゃねえって！　あんたにはお嬢がどう見えてんだ。覗のぞいてみたいぜ」

　──そんなことを言われても。輝いて見えるとでも答えればいいのだろうか。

「悪い、やっぱ覗いてみたくねえ。あんたのその表情だけで、だいぶ理解できたから」

　はぁ、と深くため息をつき──それから翔は、やや距離を詰め、静かに言った。

「あのさ。幼馴染のオレに言わせると、ここまで本格的にお嬢に惚ほれた奴はあんたが初めてだ。たいていの男は怖こわがるか、優やさしいけど近寄りにくいって思うらしいし。……で」

「う、うん……？」

「オレが見た感じだと、あんた、すごくお嬢に気に入られてるぜ」

「そ、そんな！」

　担かつがれているような気分になってちょっとムッとしながら、翔に応える。

「そんなことないだろ。君と喋しやべってる時のほうが、ずっと親しそうで」

「あんた、オレと自分とでのお嬢の応対の差をちゃんと考えてからそういうことを言え！　頭いいんだろ、わかれよ！　まったく！」
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「ご、ごめん……」

　謝あやまりつつ、ゆっくりと、頭の中を整理した。

　──どうやら自分の気持ち、つまり蔵園さんのことが気になって仕方ない気持ちというのは、他の人には丸わかりなようだ。それに蔵園さんもこちらのことを、どうやら、嫌きらいではないらしい。そしてそれを理解すると、胸の中に、何か温かいものがいっぱいに広がるのを感じる。だから──結論としてはこうなった。

（そ、そうか。俺は、蔵園さんのことが……好き、なのか）
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　改めてはっきり言葉にして考えると、恥はずかしいような気持ちと同時に、どこか、納得している自分自身がいることにも気づく。──それならさっきまでの気持ちの混乱にも、相応ふさわしい理由を見つけられる。自分は、この親切な風祭翔に嫉しつ妬としてしまっていたのだ。

「悪かったよ、風祭くん。色々と……」

「風祭でいいよ。オレもあんたを光嶋って呼ぶから。とにかく！　頑張れよー、光嶋！」

「え？」

　急にどん、と胸を拳こぶしで突つかれて驚いていると、翔は真剣な目で言った。

「あんたが頑張ってお嬢といい感じになってくれれば！　人生初の恋こいのお蔭かげでお嬢の鋭するどすぎるアレが和やわらいで、オレも『バイト仲間』もちょっとはやりやすくなるかもしれねえし」

「鋭すぎるアレ？」

「悪い、それはこっちの話だ。ともかく……」

「──ちょっと、翔。光嶋くんに迷惑をかけるなと言ったはずなんだけど」

「ウヒィッ!?」

　結局伊吹が戻ってきてしまったので、『鋭すぎるアレ』がなんなのかは聞き出せなかったのだが──ともかく。英人は自分の気持ちに、きちんと名前をつけられたのだった。

（それに風祭、俺を応おう援えんしてくれるなんて……なんていい奴なんだろう！）

　というわけで、友達も増えた。




「──本当に大だい丈じよう夫ぶだった？　光嶋くん」

　伊吹が英人たちのところに戻り、落ち葉集めの掃除を始めてからしばらく経った頃ころ。

　傍らでゴミ拾いをしている英人にそう問いかけると、彼ははっとした表情で問い返した。

「えっ、だ、大丈夫って……何が？」

「翔のこと。嚙かみつかれたりしなかったかしら。それと──」

　言葉を選んでから、続けて問う。

「バイトの勧誘をしてきたりしなかった？」

「ああ、いや。そういう話はなかったかな」

「そう──ならよかったけど」

　応えながら、伊吹は少し安心していた。ダークネスエデンの幹部として毎度大はりきりで活動している翔だが、どうやら、高校の知り合いにまで「思想の普ふ及きゆう」をしようとするほど馬ば鹿かではなかったようだ。──でも後で念を押しておこうとは思っている。

　翔はといえば、あの後何か英人に囁ささやいてから、女子たちのいるほうに行ってしまった。

「力仕事が必要そうだし、オレ、あっちに行ってくるよ☆」

　──なんて、らしからぬ模も範はん的な台詞せりふまで残して。

（急に、どういう心境の変化が訪おとずれたのかしら）

　もしかして──英人に感化され、真人間に近づいたのだろうか。あのエスパーもどきが。

（だとしたらやっぱり、光嶋くんはすごい人なのね）

　内心で、英人に対する尊敬の念を新たにする。今だって彼は、地面だけを見つめて、一心不乱にゴミを拾っている。なんだかゴミではなさそうな小石とかまで拾っている気がするが、きっと彼の目には何か付着した汚お物ぶつが見えているのだ。なんて真面目なんだろう。

「あの──」

　と再び声をかけると、なぜか彼は飛び上がるように驚いた。謝ってから、伊吹は続ける。

「そろそろ向こうの掃除に移ったほうがいいかと思って。人がいないみたいだから」

「あっ、ああ……そうだね」

　頷くと、英人はゆっくりと立ち上がった。その動きはどこかぎこちない。しゃがみ込こんで作業をしていたせいで関節を痛めたのかと、少し心配になる。

　今日の伊吹たちの仕事は、清掃活動の補ほ佐さである。つまりサポート人員として、手の回っていないところや人の少ないところなどを、率そつ先せんして掃除するのが目的だ。

　そしてやってきたのは、公園に設営された野外特設ステージが見える広場。ちょうどご当地ヒーローのショーが行われており、子ども連れの人々が集まっている。ステージでは司会のお姉さんが怪かい人じんに人ひと質じちにされ、それをヒーローが救おうとしているところだった。

「ヒーローか」

　遠目にステージの様子を見ながら、思わずぽつんと、呟つぶやいた。

「最近、よく見る気がする」

「!?」

　無言のまま、英人は目を丸くしている。──いけない。彼はタウマゼインを知らない。

　それにタウマゼインだって（特に口止めはされなかったが）、あまり自分の存在を言いふらしてほしくはないだろう。勝手な推測だが、たぶん極ごく秘ひプロジェクトなのだろうし。

「いえ──ご当地ヒーローとかが流は行やっている、という意味よ」

「あっ、なんだそうか！　俺はまたてっきり、蔵園さんが最近本物のヒーローを見たとかそういう意味かと、あははははは！」

　そう言って笑う英人の頰ほおには、汗あせが一筋伝っていた。

（光嶋くんは汗をかくほど頑張って仕事しているのだから、私も集中しなければ）

　つい余計なことを口にしてしまった自分を反省しつつ、落ち葉掃除に励はげむ。

　するとややあってから、おもむろに、英人が口を開いた。

「あ、あの……蔵園さんは」

　彼に視線を向けると、彼もまたこちらを見ていた。いつもと変わらぬ彼の大きな瞳ひとみが、今日はどういうわけかひときわ穏やかに見えて、胸むねの奥おく底そこがくすぐったい気持ちになる。

「蔵園さんは、さ……ヒーローとかって、どう思う？」

「え？　それは、どういう意味かしら」

「ああ、いや、唐とう突とつにごめん。実は──俺も最近ヒーローをよく見かけるっていうか、そういうのがけっこう好きっていうか。それで、ちょっと思ったんだ。もし、自分の身近な人が実は特とく撮さつヒーローみたいな仕事してて、何かのはずみで、その正体を知ったとしたら」

　そこで一度、彼は目を伏ふせる。その声音は、ひどく真剣な色を帯びていた。

「蔵園さんは、相手のことをどう思うのかなって。引く……かな？」

「いいえ」

　伊吹は即そく答とうした。──その理由は二つある。

（一つ目は──光嶋くんには言えないけど、実家が特撮の悪役みたいな仕事だからかしら）

　自分の家も似たようなものなのに、相手の正体には引くだなんて、そんなのはおかしい。

（それで、二つ目の理由は）

「だって、誰だれでも──誰かにとってのヒーローみたいなものには、なれるでしょう」

「え……誰でも？」

「そう。特とく殊しゆな力や、才能がなかったとしても──人は誰でも、誰かにとっての救いになれるはずだし。そういう意味では、ヒーローと同じだと思う。それでもし特撮のヒーローみたいな仕事をしてるなら、さらにたくさんの人を助けられるし、もっといいと思うけど」

　正直に伊吹が答えると、英人は眩まばゆいまでに明るい、太陽のような笑顔でこう言った。

「……ありがとう!!」

「えっ──」

「あっ、違、その……蔵園さんのその考え方を聞いたら、なんだか嬉しくなってさ」

「──そう」

　ついその笑顔をまっすぐに見ていられなくなって、視線を逸らしてしまった。──なぜだろう。こんなにむずがゆい気持ちになることは、今まで一度もなかったのに。確かに最近、英人のことをすごいと思う回数が多かったけれど。

　もしかして彼に対する尊敬の念が行き過ぎて、畏い敬けいの念などに変化してしまっているのだろうか。それとも、今日の彼の笑顔が眩まぶしすぎるから──？

　初めての気持ちに戸と惑まどっていると、隣となりで英人が、さらに言葉を重ねた。

「そう言ってくれる人がいるなら、きっとヒーローは、頑張れると思うよ。うん。今は、それだけでも…………充じゆう分ぶんだと、思ってる」

（充分？）

　──どういう意味だろう。疑問に思ったけれど、その時ちょうど集合時間になってしまったため──結局、それ以上の話はできなかったのだった。




　そして、その日の夜──恐おそろしい計画が始動するのを、伊吹はまだ、知る由よしもない。
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　清せい掃そう活動があった日の夜のこと。──秘密結社ダークネスエデンでは、一日の終わりに、幹部たちが大幹部である不知火しらぬいことジャガーノートに活動報告をする決まりがある。

　それは書面の形で問題ないのだが、作文が昔から苦手な翔しようは、毎日不知火の部屋を訪おとずれて口頭で報告することにしていた。ということで、彼かれは今夜も報告を始めた。

「えーと、テンペスト活動報告！　今日は史し跡せき公園の掃そう除じをイヴル様のご命令でやりました。そしたら途と中ちゆう……そうだ、聞いてくれよ！　お嬢じようのことが好きって奴やつがいたんだぜ」

「何いいいいッ!?」

　それまで机の上で何か爆ばく弾だんをこさえていた不知火は、思い切り身を乗り出して問う。

「ほっ、本当かねテンペストくん!?　イヴルお嬢様に懸け想そうする者が現れたと!?」

「お、落ち着いてくれよジャガおじさん。そんな顔しなくても、お嬢とそいつはまだくっついてないよ。あー、そう、うちの生徒会長の光みつ嶋しま英ひで人とって奴なんだけど。頭いいけど偉えらそうじゃないし、わりとイケメンだし、なんか素す直なおでいい奴だぜ」

「フン！」

　と、手にしていたマイナスドライバーを乱雑に投げ捨てながら不知火は鼻を鳴らす。

「そういう男こそ、裏で何を考えているかわからんぞ。わたくしにはわかるんですっ」

「そうかなあ。オレは、もしあいつとお嬢がくっついたら、お嬢も性格がおっかなくなくなって、オレたちもスタンガンに怯おびえなくてすむようになるからいいかと思ったんだけど」

「いかんいかん、お嬢様の身に何かあってからでは遅おそいのだよ！　これはわたくしの誇ほこる闇やみの情報網もうを駆く使しして、一刻も早くそのミツシマという男の身元を明かさなければっ！」

　何かとてもやる気になった様子の不知火に対し、翔は肩かたを竦すくめながら言った。

「ジャガおじさんの闇の情報網で、タウマゼインの正体もわかっちゃえばいいのにな！」

「それは先月から試ためしているのだがね。小こ癪しやくなことに奴に関連する情報はどれだけ手を尽つくしても見つからないのだよ……ま、その前に奴を倒たおせば充じゆう分ぶんだが。他に報告は？」

「えーと、後は……そうだ！」

　と、翔は記き憶おくから探さぐり当あてた事こと柄がらを、ほんの付け足しのつもりで言った。

「そういや、公園でヒーローショーをやってたか。けっこうアクションが凝こってたぜ。悪の怪かい人じんの動きが特にカッコよかったかな！　やっぱ悪はこうじゃないと、って感じで」

「テンペストくん、わたくしだって数十年前はすごかったんだよ？　偉い大だいなる首領と共に国内外を駆かけ巡めぐり、ある時はマフィアを潰つぶし、またある時はワンナイトラブに勤いそしみ」

「ストーリーは典型的なやつだったけどな！」

　五万回くらい聞いた不知火の武勇伝は完全に無視して、翔は続けた。

「司会のおねーさんが人ひと質じちに取られて、ヒーローが誘おびき出だされて、それで悪の組織が……」

　翔はあらすじを適当に語って聞かせる。だが彼は、まったく気づかなかった──話を聞いている不知火の目に、まるで蠟ろう燭そくの火のように揺ゆらめく悪徳の光が宿ったことを。

「……最後は悪が倒されて終わりだったので、つまんなかったけど。以上が今日の報告ですっ。て、どーしたんだジャガおじさん！　なんか、ものすげえ悪い顔してる!?」

「ふふふ──閃ひらめいたんだよ、テンペストくん。タウマゼインを打だ倒とうする最高の計画をね！」

　青年期は裏社会でも有数の悪だったという彼の、まさにその全ぜん盛せい期きを思わせる笑えみと共に、不知火は『ジャガーノート』として威い厳げんある声で翔に命じた。

「テンペストくん、Ｎ配備だ！　さっそくタナトスに連れん絡らくしたまえ。わたくしはインフェルノくんを叩たたき起おこしてくる」

「Ｎ配備……ああ、あれか！　え、今からやんの？　作戦会議」

「当たり前だ！　悪は急げというものさ、フハハハハハ！　今はせいぜい勝かち誇ほこっているがいい、タウマゼイン！　君の命数はもうじき尽きるのだからね。ハハハハハハハハ！」

　ジャガーノートの高笑いが、しばし地下空間に響ひびき渡わたり──

「不知火さん、何をやっているの？　笑い声がうるさいんだけど」

「おおっ、お嬢様！　お起こししてしまいましたか、申し訳ございません！　ココアでもお入れしましょうか？　絵本でも読み聞かせましょうか!?　あっ、トイレですかな？」

「静かにして」

　──バタン。無む慈じ悲ひにドアを閉め、伊い吹ぶきは自分の部屋に戻もどっていった。

「ふふふ、お嬢様ときたらパジャマ姿でもお美しい。あの麗うるわしさが守られるよう、お支えするのがわたくしめの役目──そのためにも、必ずや今回の計画を成功させねばな！」

「いや、お嬢にバレたらそれどころじゃないっしょ。静かにやろうぜ、静かに」

　久しぶりに燃もえ盛さかっている不知火の闘とう志しを前に、翔のツッコミは無視されるのだった。

　ともかくそういうわけで、Ｎ配備、つまりダークネスエデンの夜間秘密会議が執とり行おこなわれたのである（ダークネスエデンはホワイト組織なので、時間外労働と深夜労働で賃金は割増された）。そして提議された不知火の一大作戦計画は、反対意見なしで可決された。

　これまでのちまちまとした広報活動（しかもあまり成功していない）に比べて、なんて華はなやかで、かつ完かん璧ぺきな作戦なのだろう！　と、幹部たちの興奮は最高潮である。

「すごい！　……じゃなかった。なかなか出来のよい作戦ではありませんこと？　幼よう稚ち園えんでの雪せつ辱じよく、今度こそ果たしてみせましてよ。私の蛇じや腹ばら剣けんをお見み舞まいして差し上げますわ」

「その意気だぞタナトス。ふっ、ちょうどいい機会だから装備も新調しておくか？　今なら湖こ城じろ博士が遺のこした、この女性幹部用のボインがバインとなるボンデージ風衣い装しようが」

「すみません不知火さん、普ふ通つうにセクハラなのでやめていただいてよろしいですか？」

「はい」

　素すに戻った土ど濃の塚づかの一言に不知火は空気を読み、取り出しかけたハレンチな衣装をそっと机の下にしまった。それから彼は、今度は傍かたわらの垂水たるみに目を向ける。

「どうだインフェルノくん、この作戦は。これならば憎にくきタウマゼインを打倒できるというもの。君の愛する戦せん闘とう員いんたちの積年の恨うらみも晴らせるのではないかね？」

「……フ、フフッ……！」

　答える代わりに、垂水は唇くちびるの両りよう端たんを思い切り吊つり上あげた。

「……素す晴ばらしい……素晴らしいですよ、ジャガーノートさん。これなら僕ぼくが戦闘員たちに施ほどこした新しい改造の成果を試すこともできる！　存分にね……フフッ、フフフフ……！」

　仄ほの暗ぐらい笑みを垂水は浮うかべた。それは彼が普ふ段だん、なんとなく場を繫つなぐために浮かべている愛あい想そ笑わらいとは大きく異なった、まさに闇の秘密結社の幹部にふさわしい暗黒微び笑しようだ。

「うむ、その意気やよし。それで、テンペストくんは」

「……ぐー……」

「うん。子どもはもう寝ねる時間だからね。仕方ないね」

　──こうして。ついにダークネスエデンによる、一大作戦が開始されたのである！




　そして、約一週間後の早朝。

「おはようございます！」

　都内某ぼう所しよにあるタウマゼインの研究所に呼び出された英人は、場の雰ふん囲い気きが、どことなくいつもと違ちがっているのに気づいた。研究員たちの顔ぶれは変わらないのだが、彼らの表情が、どこか緊きん張ちよう感を帯おびている。英人は研究所の中でも古株の男性に問いかけた。

「あの、何かあったんですか？　もしかして、昨日のトレーニングの結果が悪かったとか」

「いや、君には問題は何もないよ。むしろ一時のスランプを抜ぬけて、すこぶる好調さ。戦闘データもどんどん揃そろって、そろそろ実用化に目め途どが立ちそうなほどだからね」

「じゃあ、いったい……」

　と、英人が研究員たちにさらに質問を投げかけようとした、その時。

「やあ、英人くん！　こんな朝早くから来てもらって、すみません」

　穏おだやかな口調と共に、急いだ様子で奥おくのドアから現れたのは、補ほ佐さ官かんの佐さ藤とうだ。彼は何かをプリントアウトしたらしい一枚の紙を持って、こちらへと歩み寄ってきた。

「実は、これをぜひ見てもらいたいんです。昨夜遅おそく、警視庁に届いたものなのですが」

　佐藤が渡わたしてきた紙を一読した英人の視線は──ぴたりと凍こおりついた。

「っ……そ、そんな……そんな、まさか！」

「英人くん、どうしたんです？　もしかして、この場所を知っているのですか!?」

「しっ、知っているも何も……！」

　焦あせりのままに大声を出しそうになり、しかし、息を吐はいて自分を落ち着かせる。

「……すみません。でも、信じられないんです。こんな……。っ、そうだ、もしかして！」

　最悪の想像をしながら、佐藤に問いかける。

「もしかして、ダークネスエデンに俺おれの身元が割れている、ということはありませんか!?」

「いや、それは絶対にあり得ません、英人くん。タウマゼインに関するデータは政府の要人ですらアクセスできない場所に何重にもプロテクトをかけて保管しているし……第一」

　佐藤は細い切れ長の目をわずかに見開いて、静かに続ける。

「残ざん酷こくなことを言うようですが……もし君の身元を彼らが知ったなら、彼らはまっさきに君自身か、君の自宅や家族などを狙ねらうはずです。間ま違ちがっても、このような──」

　紙を指さし、彼はきっぱりと言った。

「『（株）蔵くら園その珈琲コーヒー』という中小企き業ぎようへの攻こう撃げき予告などしない。私はそう思います」

「っ……確かに、そう……ですね。佐藤さんの言う通りです」

　苦々しい思いと共に、英人は頷うなずいた。そう──渡された紙には、こう書かれていたのだ。

『親愛なるタウマゼインに告ぐ　本日・十八時、××埠ふ頭とうＣ地区に来るべし

　もし来られぬ場合は──（株）蔵園珈琲を直ちにこの世から消しよう滅めつさせる


湛たたえよ、深しん淵えんなる闇を　ダークネスエデン』



（蔵園珈琲といえば、蔵園さんの家じゃないか！　なんで彼かの女じよの家が狙われるんだ……！）

　まさか。この前奴らが幼稚園で騒さわぎを起こした時、伊吹のアドバイスを受けて撃げき退たいしたが──それで彼女は逆さか恨うらみを受けて、家を狙われることになってしまったのだろうか!?

（あの時、蔵園さんを無理にでも家に帰すんだった！　そうすればこんなことには……！　くそっ、これも例のイヴルとかいう奴の差し金なのか!?）

　悔くやんでも悔やみきれない。だが今は伊吹を救うため、何ができるのかを考えなければ。

　英人が固く決意するその横で、研究員の一人と佐藤が会話している。

「だが奇き妙みようですなあ、佐藤さん。ダークネスエデンは当初から、作戦に他人の命を巻まき込こまないように行動してきたではありませんか。宗しゆう旨し変えってことですかな」

「いえ──悪党の信念などこの程度。むしろ信念を持たないのが信条、かもしれませんよ」

　いつになく冷ややかに、佐藤は応えた。一方で英人は、これまでにない熱意と共に言う。

「佐藤さん！　どうか今すぐ、俺にタウマゼインのスーツを着装させてください。十八時までに、完璧なコンディションに仕上げてみせます！」

「えっ！　もしや英人くん、敵の罠わなに嵌はまりに行くというのですか。危険すぎますよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。俺は絶対にやられたりしません」

　決意を籠こめて、言い放つ。

「大切な人を、守らないといけないんです」




　一方その頃ころ、（株）蔵園珈琲の秘密地下空間では。

「おっはようございまーす、お嬢様！　今日も一段とお美しいですなぁ、ヒュー！」

　朝から妙みようにテンションの高い不知火に絡からまれ、伊吹は渋しぶい顔をしていた。

「──おはよう、不知火さん。それに翔や土濃塚さん、垂水さんまで──」

「おはようございます、お嬢様。今朝はトルコ風朝ご飯ですよ。トマトとピーマン入りスクランブルエッグを、ごま風味のパンにのせてどうぞ」

　エプロン姿の土濃塚が、にこやかにやたらと国際色豊かな朝食の席を促うながす後ろで、翔と垂水は何やらエヘエヘと愛想笑いを浮かべている。──おかしい。明らかに何かおかしい。

「何を企たくらんでいるの」

　静かに問いただすと、例によって、四人の動きがぴたりと止まった。

「え、お嬢様いったい何を？　うーん、企むと仰おつしやられてもぉ、わたくしわかりませんぞ」

「とぼけないで。そういえば一週間ほど前、夜中にやたらと騒がしかったけれど」

　自室にまで響ひびいてきた、不知火の高笑いを思い出しながら続ける。

「そう。また何かやらかして、世間に迷めい惑わくをかけるつもりなのね」

「ふっ、何を仰おおせですやら。わたくしどもは世界の是ぜ正せいのため戦いこそすれ、世間に迷惑をかけたことなど、この三十余年で一度たりとも」

「──少なくとも、私の夢には迷惑がかかりそうなんだけど？　何度言わせるのかしら」

「あ、不知火さん喋しやべるのストップストップ！　お嬢めっちゃイラついてる！」

　すると不知火は、えへん、と咳せき払ばらいしてから口を開いた。

「お嬢様、畏おそれ入りました。さすがはダークネスエデンの偉大なる二代目首領──あっ、なんでもないですぞ。ともかく、バレてしまっては仕方がありませんですな？」

　そう言うと、彼はおもむろに上着のポケットに手を突つっ込こんだ。

「その通り、わたくしどもは密ひそかに企んでいたのです、この──」

　びらり、と何か紙のようなものを取り出す。

「ダークネスエデン設立三十五周年記念！　わくわく映画鑑かん賞しよう会を！」

「えっ──」

　意外な展開に、少し驚おどろいてしまう。不知火が渡してきたのは、映画館のチケットだった。

「どうやら、本物の映画のチケットらしいけど──記念とか鑑賞会とかいうのは、何？」

「もうお嬢様、お忘れなのですかな!?　今日はダークネスエデンの創設記念日ではありませんか。しかも三十五年の節目の年ですぞ！　これを祝わずにおれましょうや！」

「せっかくだし、特別なことやりたかったんだけどさー。金がないから、オレたち五人でできるちょっとした記念ってことで、サプライズで今晩映画館に行くつもりだったんだよ」

　翔が補足するように言うと、土濃塚と垂水も続けて言った。

「今日は映画館の特別イベントで、大人気クライムサスペンス映画の最新作が、過去作と合わせて連続上映されるんです。そのチケットを、不知火さんが入手されたんですよ」

「……し、しかも……椅い子すが動く体感型の４Ｄで……フフッ……」

「そう──」

　少し思い出してみる。確かに去年も、今の時期に何かお祝いをしたような気がする。

「もうそんな時期なのね。それで、サプライズの計画を立てていたと」

「その通りですとも！　ですがお嬢様のご慧けい眼がんには敵かないませんでした。本来ならば放課後に翔くんが映画館へお嬢様を連れ出し、現地でわたくしどもと合流して──鑑賞会の終しゆう了りよう後は、せっかくの機会ですし、同じ上映会に参加している大衆にビラを配り思想の啓けい蒙もうを」

「ちょっ、不知火さん!?」

　翔が慌あわてている。が──弁解の余地はない。

「ギャアアアアアア腰こしにきくううううう」

　バタリ。スタンガンの一いち撃げきで不知火が倒れたのを確かく認にんして、伊吹はため息と共に言う。

「『思想の啓蒙』はともかく。映画館に行かないのはもったいない、せっかくの機会だし」

「じゃっ、じゃあお嬢……？」

「ええ。行く、私も」

「やったー！」

　伊吹の一言に、翔たち三人は妙に大喜びしている。

「──？　警告するけど、映画館では映画を見る以外のことはしないでね」

「わかってますわ、お嬢様！　いえ、私たち、すごく楽しみにしていたんです」

「そーそー！　じゃあお嬢、今日は夕方から夜まで映画漬づけだな！」

「……フフッ、本当に楽しみ……ですね……」

　──なんだろう、何か引っかかる。

（でも不知火さんは倒したし──これ以上は何もできないか。もうすぐ登校時間だもの）

「じゃあ、私は学校へ行ってくる。翔はどうするの」

「オレは不知火さんをベッドに運んでからにするぜ！　うん、さっきの一撃ヤバかったし」

「そう。それじゃ、悪いけどよろしくね」

　──というわけで少し違い和わ感かんを覚えつつも、伊吹は高校へ行ったのだった。




「……イヴル様は……行かれたか？」

「おうジャガおじさん、なんとかバレずに済んだぜ。しかし、危ないことするよなあ」

　伊吹が登校した直後。不知火を助け起こしながら、翔は感かん嘆たんの笑みを浮かべた。

「まさかお嬢に偽にせサプライズ仕し掛かけるなんて。ビラ配るとか言ったのも、わざとなのか」

「ふっ、ご明察だテンペストくん。人は一つの秘密が明かされると、それが秘密のすべてだと思おもい込こむもの……まだ裏があるとまでは、なかなか考えられないものなのだよ」

　つまり『不知火たちが騒いでいた理由』が、サプライズ映画鑑賞会にあったのだと伊吹に思わせることで、真の計画を隠かくしたのである。真の計画、その名は──

「ウロボロス作戦、無事に第一段階成功だな」

　ニヤリと不知火は悪い笑みを浮かべた。

「ヒーローものの古典的展開に着想を得た今度の作戦──『人質は取る』が『誰だれも傷つけない』。我らの信念を貫つらぬいた、まさに己おのれの尾おを食はむ蛇へびの図のごとき犠ぎ牲せいと覚かく悟ごの体現！」

　要するに、マッチポンプである。あえて自分たちの本ほん拠きよ地ちを『人質』とすることで誰を犠牲にすることもなくタウマゼインを誘き出し、やっつけてしまおうという作戦なのだ。

「へっ、タウマゼインの奴は正義のヒーロー様だからな。たとえあいつが蔵園珈琲を知らなくっても、『市民を犠牲にできない』とか言って、のこのこやって来るに決まってるぜ」

「最高ですわね。逆にこちらは、盛せい大だいな歓かん迎げいの準備をたっぷり整えることができますわ」

　不知火たちに対し、タナトスの立場で土濃塚が続けて言う。

「イヴル様は、夕方四時から夜の九時頃ごろまで、映画館にずっといらっしゃるわけですから……私たちはその隙すきに一人ずつ映画館を抜け出して、埠頭までお邪じや魔まするのですわね？」

「その通りだ、タナトス。ただでさえ暗い映画館、しかも４Ｄで椅子が動くタイプの上映だ。我らならば悟さとられずに席を立つのは容易たやすい」

「……フフッ……僕は今、初めてあなたを尊敬していますよ、ジャガーノートさん。戦闘員たちは事前に埠頭に控ひかえさせておきますから……ご安心ください」

「うむ、普段から尊敬してもいいのだよ。それはともかく──皆みな、ぬかるなよ！」

「おう！　タウマゼインをぶっ倒して、お嬢に本当のサプライズを仕掛けてやろうぜ！」

『讃たたえよ楽園！　湛えよ、深淵なる闇を!!』

　意気盛さかんに、幹部たちは拳こぶしを突つき上あげるのだった。




　そして、その日の昼──栄えい駿しゆん高校の二年Ｃ組の教室にて。

「蔵園さんっ！　いる!?」

　昼休みに入って間もない頃。呼び声と共に教室の扉とびらが勢いよく開けられると、そこに立っていたのは英人だった。生徒会長の突とつ然ぜんの来訪に、クラスメートだけでなく、桐きり野のと一いつ緒しよに昼ご飯を食べようとしていた伊吹もまた、軽く驚く。

（今日は朝から登校してないって、山やま口ぐちくんが言っていたけれど──どうしたのかしら）

　疑問を覚え、桐野に断りを入れてから英人に歩み寄れば、彼の表情はぱっと明るくなる。

「光嶋くん。何かあったの」

「ああ、蔵園さん……！　よかった、無事だった」

　何ごとか呟つぶやくように言ってから、英人は続けて、至って真しん剣けんな表情で言った。

「突然でごめん、ちょっとついて来てもらってもいいかな。大事な話があるんだ」

「大事な話──」

　なるほど。きっと生徒会の仕事の件で何かあるのだろう。

「それなら、桐野さんも呼んだほうがいいかしら」

「いや、君だけに話したいんだ。どうしても」

　きっぱりとそう言い放った彼の真しん摯しな眼まな差ざしが、じっとこちらに注がれている。いつもよりも力強く感じるその瞳ひとみの光に、なぜか胸むねの奥おく底そこがまた、むずがゆい気持ちになった。

　一方で英人の言葉を聞いたクラスメートたちは、微び妙みようにざわついていた。桐野は特に、すごく興奮した様子だ。その中で翔は、静かにこちらに近づき、そっと英人に声をかける。

「おう、光嶋！　クラスのみんなには適当に言っとくから、お前は早くお嬢を連れてけよ」

「ちょっと、何を言って」

「ああ、ありがとう風かざ祭まつり！」

　伊吹が抗こう議ぎするのよりも早く、英人は嬉うれしそうに翔に頷いた。そしてまたこちらに向き直り、真剣な面おも持もちを崩くずさないまま、もう一度言う。

「頼たのむ、蔵園さん」

　──そんな目で頼まれたら、断るなんてできない。元より、断る気はないけれど。

「ええ。──わかった」

　胸の奥のむずむずがどんどん激しくなっているのを感じながら、伊吹は、静かに頷いた。




　屋上に出るための扉は、事故防止のために固く閉ざされている。でもその扉の前はごちゃごちゃと古い机が積まれているだけなので、内ない緒しよ話ばなしをするにはぴったりの場所だった。

　ここまで伊吹を連れてきた英人は、しばらく黙だまり、人がいないかどうか確認するように辺りを見み渡わたしていた。彼のいつにない不ふ審しんな態度が気になりつつ、静かに問いかける。

「それで、光嶋くん。話っていうのは」

「あっ、ああ！　ごめん、時間をもらってしまって」

　そう応えると、英人はこちらに歩み寄り、おもむろに口を開いた。

「蔵園さん。突然なんだけど……今晩って、何か予定はあるのかな」

「今晩の予定？」

　──本当に突然、何を。伊吹が思わず絶ぜつ句くしていると、英人は慌てて言った。

「いや、確認したいんだ。今晩家にいる予定なのかどうか。家族と一緒なのか、とか」

「そうね、今日は家にはいない。保護者と一緒に、夕方から出かける予定があるから」

　生徒会の仕事と関係なさそうなよくわからない質問に、しかし、正直に答えた。なぜなら英人の表情が緊張に満ちていて──今、こちらの回答に、彼がふわりと笑ったからだ。

「そうか……よかった。じゃあ、今晩は家にいないんだね」

「ええ」

（光嶋くん、どうしてこんなに嬉しそうなのかしら）

　疑問が膨ふくらみ、それを問いかけようと口を開いた瞬しゆん間かん、英人の面持ちが再び、あの真剣なものに戻る。そうして彼は、まっすぐな瞳でこちらを見み据すえながら語った。

「なら蔵園さん、今日はどうか家の人たちと、外の安全な場所でゆっくり過ごして」

「わかった。でもどうして」

「大丈夫！　何も心配しないで」

　こちらの言葉を遮さえぎるように、英人は力強くそう言った。そして、彼のしっかりとした、大きな手がすっと伸のび──伊吹の手を、柔やわらかく握にぎった。
















（えっ）

　その瞬間、胸がどきっと音を立てる。まるでさっきまで感じていた胸の底のむずがゆさが、膨れて弾はじけだしたようだ。しかも、止められない。

（心臓が、どきどきしている。運動したわけでも、緊張したわけでもないのに）

　ひょっとして、病気だろうか。尊敬する人に手を握られたら、急に鼓こ動どうが激しくなる病気とか──相手の手の温かな感かん触しよくを、胸に刻きざみ込こんでしまう病気とか。

（そんなのあるはずない。──私、何を考えているのかしら）

　頭が混乱して、思考がうまく纏まとまらない。こんなことになったのも初めてだ。今はただ、英人の手の力強さと確かな温かさだけが、心の真ん中に深く沈しずみ込こんでいく。

「蔵園さん」

　そんなこちらの動どう揺ようには気づかない様子で、英人は静かに宣言した。

「俺が君を守る」

「え──」

「必ず君を、守ってみせる！」

　きっぱりと、彼は言い放った。そうして、一度だけきゅっ、と強く手を握った後──

　無言で手を離はなし、踵きびすを返かえし、廊ろう下かの向こうへと走り去っていくのだった。

「あ、ええ、と──？」

　自分らしくない呆ほうけた声が漏もれ出てしまい、口を塞ふさぐ──さっきまでの、英人の温ぬくもりが残った右手で。──落ち着かなければ。彼は、なんて言っていた？　『君を守る』？

（私もたまには、家族と出かけて──ストレスを解消するべきだって、光嶋くんは心配してくれたのかも。守るというのも、生徒会長として──役員の健康を守るとか、そういう）

　どうもしっくりこない。でも今の伊吹には、そんな答えしか思おもい浮うかばなかった。

　こんなに鼓動が高鳴って、頭がぼうっとしている今は、それ以上何も考えられない。

　伊吹はしばらくそのまま、屋上の扉の前で立たち尽つくしていたのだった。




　一方、英人は運命に感謝していた。

（よかった……これで何があろうと、蔵園さんは巻き込まれずに済む！）

　彼は心配していたのだ。もし蔵園珈琲に爆弾でも仕掛けられていたなら、逆上したダークネスエデンがいつ爆ばく発はつさせるともしれない。警察に頼んで守ってもらうにしても、彼女に自分の家が狙われていることを告げねばならず、余計な精神的負担をかけてしまう。

（最悪、今晩はどこかで保護してもらおうかと考えたけど……そうするまでもなかったな）

　彼女が家の人たちと出かけている間に、奴らをやっつけてしまえばいい。そうすれば、彼女には心配をかけず、かつダークネスエデンの野望を挫くじくことができる。

（蔵園さん……絶対に、君を悲しませたりしない！）

　力強く心の中で宣言して、再びタウマゼインの研究所へと戻りゆく英人は、しかし、一いつ切さい気づいていなかった。──自分がさっき、けっこう大だい胆たんな発言をしてしまったことに。

（許さない……許さないぞ、ダークネスエデン！　そして、ジ・イヴル!!）




　やがて、あっという間に十八時がやってきた。埠頭Ｃ地区に早々に到とう着ちやくして罠の設置を終えたダークネスエデンたちは、タウマゼインの到着を今か今かと待ち受けている。

「ジャガーノート様、例のものの設置も滞とどこおりなく完璧に完かん了りよういたしましたわ」

「……戦闘員たちも、位置につきました……フフッ……いよいよですね」

「それは重ちよう畳じよう。わたくしも腕うでによりをかけて武器を作った甲か斐いがあったというものだよ」

　タナトスたちの報告を満足げに聞いたジャガーノートは、隣となりのテンペストに問いかける。

「テンペストくん、君の超ちよう能のう力りよくの調子はどうだね」

「おう、今日はこの前公園で戦った時くらいは調子いいぜ！　お嬢の目もごまかせたし、邪魔も入らなかったし、あとはここで待ち受けて、あいつをぶっ倒してやるだけだな」

　とそこまで言って、テンペストは首を傾かしげた。

「いや……なんか今日はお嬢、昼過ぎからちょっと変だったんだけどな。いくら話しかけても、ぼーっとしてるっていうかよ。……光嶋の奴、どんな話したんだ？」

　映画館に着いてからも「ええ」とか「そうね」しか返さず、ずっと物思いにふけっている様子だった伊吹を思い出しながらテンペストが言うと、ジャガーノートが返事する。

「ふっ……イヴル様のことだ。今日という我らの記念日を迎え、征せい服ふく後の世界運営をどうすべきか、改めて崇すう高こうなるお考えを巡めぐらせておいでだったに違いない」

「……フフッ、僕は戦闘員に美お味いしいものを食べさせてあげられれば、それで……おっと」

　まるで子どもの多い母親のようなことを言うインフェルノの持つ通信機が、音を立てる。

「……戦闘員たちからか。彼ら、だんだん日本語を喋れるようになってるんですよ」

　タウマゼイン打倒のために重ねている改造手術が、実を結んでいるらしい。インフェルノはちょっと自じ慢まんげに語ってから、通信機をＯＮにして──そして、息を吞のんだ。

「……えっ、五号、どうした!?　……やられた？　攻撃が効かない、だって!?」

　そのただならぬ雰囲気に、ジャガーノートたちも身構える。通信機の向こうからは、戦闘員たちの悲鳴と共に、何か打だ撃げき音のようなものが鈍にぶく聞こえ続けていた。そして──

「あっ！　あれは……」

　テンペストが指さす先、すっかり日が沈しずんだ暗くら闇やみの中で、鈍く銀色に輝かがやく影かげ。

　両りよう腕うでのワイヤーでぐるぐる巻きにした戦闘員二人を引きずってこちらに歩いてくるのは、まさにダークネスエデンの宿敵・タウマゼインだった。──なんだか雰囲気がヤバい。

「……そ、そんな……二号と四号が……！」

「フ、フハハハハハハ！」

　恐おそろしげな雰囲気に吞まれるまいと、ジャガーノートが両腕を広げて朗ろう々ろうと言った。

「現れたなタウマゼイン！　ここまで来たことには敬意を表そう。だが我らの術中にま」

「ふざけるな!!」

　しかしジャガーノートの演説は、発せられたタウマゼインの怒ど声せいに搔かき消けされてしまう。

「うわ、あいつ空気読めよ……」

　テンペストがぼやくが、タウマゼインはまったく構わず、こちらを指して憤いきどおっている。

「お前たち、人質を取るだなんてよくも……！　これもお前たちの首領の差し金か!?」

「フッ──だとしたら、どうだというのかね？」

　ジャガーノートが、思い切りヒーローを挑ちよう発はつした──まさにその挑発に乗るように、タウマゼインは戦闘員をなおも引きずったまま、まっすぐこちらに駆かけてくる！

　──ニヤリ。と、マスクの下でジャガーノートは邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

　戦闘員がここまで早くやられてしまったのは想定外。だが、それ以外は──作戦通りだ。

「そーれっ、ポチッとなぁ！」

　ジャガーノートが手の中のスイッチを押おす。すると、その瞬間──

「うわっ──!?」

　驚きの声と共に、タウマゼインの視界を真っ白な閃せん光こうが埋うめ尽つくした。今が昼だと錯さつ覚かくするほどの光は、バチバチという激しい音と共にヒーローを襲おそう。

「フハハハハハハーッ！」

　今度こそ朗々と、ジャガーノートは仰ぎよう々ぎようしい身み振ぶり手て振ぶりで述べ立てる。

「飛んで火にいる夏の虫だね、タウマゼイン。君は我らの術中にまんまと嵌まったのだ！」

「へッ、お前が今食らってるそれは電磁パム……パスス……パルナ……ん？　あれ？」

「超強力な電磁パルスと電でん撃げき攻撃の合わせ技わざですわよ！　ホーホッホッホ！」

　テンペストの言葉を補うようにタナトスは言うと、高らかに笑い声をあげた。

「いくらあなたが強力といえど、所しよ詮せんそのスーツ頼だよりですわ。ジャガーノート様がお作りになった超小型電磁地じ雷らいが、ご自慢のスーツの機能を破は壊かいしてご覧にいれましてよ！」

「……戦闘員たちがここまで、お前を誘ゆう導どうしてきたんだ……！」

　どちらかというと悲ひ壮そうな声こわ音ねで、インフェルノも言う。

　つまり、作戦はこうだ。戦闘員たちが戦いながら、ヒーローを埠頭のこのポイントに誘導する。あとは敷しき詰つめられた電磁地雷を発動させ、相手のスーツの機能を破壊する。

　電磁パルスとは、人体には無害だが、電子機器の損傷を発生させる電磁波の一種。そして、たとえパルスへの防護装置が施されていたとしても、それすらも突とつ破ぱして直接スーツの機能を攻撃するのが強力な電撃攻撃だ。まさに、真の意味での二段構え。

「フハハ！　ここまでされては、さすがのタウマゼインくんといえど、もはや二度と動けまい。安心したまえ、降こう伏ふくしてくれればそれ以上は攻撃しない。我らは寛かん容ようなのでね！」

「はーっはっはっは！」

「ホーッホホホホホ！」

「……フ、フヘヘ……」

　もはや勝利を確信したダークネスエデンたちは、一いつ斉せいに悪の組織的な大笑いをした。

　だが──やがて激しい閃光が消えた時、それと同時に、彼らの笑みも消えてしまう。

「なっ……ば、馬ば鹿かな!?」

　タウマゼインは──平気な様子で立っていた。いや、違う。両腕に引きずってきた戦闘員たちを持ち上げ、その陰に身を隠すことで、自分の身を電撃から守っていたのだ！

「……に、二号と四号を盾たてにするなんてっ……！」

「電撃はこの戦闘員たちに効かない、といったのはお前のほうだ──！」

　今まで聞いたことがないほど恐ろしい声音で、タウマゼインは唸うなるように言った。

「人質を取るだけでなく、こんな卑ひ劣れつな作戦まで──今日という今日は許さないぞ！」

「……なんのっ！　まだこちらには、戦える武器が残っていましてよ！」

　叫さけぶなり、タナトスが突とつ撃げきする。だが、振ふるわれたその蛇腹剣の剣けん先さきが相手に届くよりも早く──タウマゼインが放り投げた気絶中の戦闘員二号と四号が、彼女を直ちよく撃げきした！

「きゃあっ!?」

　悲鳴と共に、二号の重みでタナトスが倒たおれ込こんでしまう。

「……くそっ……行くんだ、一号！」

『カイーッ！』

　インフェルノの号令を受けて、隠れていた戦闘員一号がタウマゼインを止めるべく突とつ進しんした。一号とヒーローは組み合い、しばらくそこで接近戦が繰くり広ひろげられる。

「よっしゃ！　一号が足止めしてる間に、オレがあいつをぶっ飛ばしてやるぜ！」

　テンペストが両手を前に突つき出だし、超能力を試みる。しかし、ヒーローは吠ほえた。

「……負け……ない……！」

『ナ、ナニ……ッ!?』

「俺は、負けない！　お前たちなんかに!!」

　正義の怒いかりが、タウマゼインにさらなる力を与あたえた。タウマゼインは叫びと共に一号を突つき飛とばし（インフェルノにぶつかった）、さらにテンペストが風を操あやつるよりも早く、素す早ばやいパンチを彼のマスクのど真ん中に叩たたき込こむ。どうやら鼻にクリーンヒットしたらしく、テンペストは鼻血を空中にまき散らしながら、無言で仰あお向むけに地面に倒れた。

「くそっ、どういうわけだ……お前は本当にタウマゼインなのか!?」

　あまりの破壊的戦闘ぶりに、中の人が変わってしまったのではないかと動揺したジャガーノートが問いかける。するとタウマゼインは、低く唸るようにこう応えた。

「よくも……よくも蔵園……珈琲を！　よくも狙ったな！」

「……は？」

　謎なぞの回答にジャガーノートが戸と惑まどうと、それすら許さないスピードで、タウマゼインは一気に距きよ離りを詰つめた。そして瞬しゆん時じに、ジャガーノートの襟えり首くびを摑つかんで持ち上げる。

「ぐへえっ、くっ、や、やめんかネックハンギング・ツリーは！」

「お前たちのしたことに比べれば！　この程度がなんだっていうんだ！」

　タウマゼインは怒りの籠こもった声音で続ける。

「二度とあの場所に手を出すな！　何かしたら、俺はお前たちを一生許さない!!」

「ぐくっ、そ、それでこの暴れようか？　この青二才ヒーローが！　くっ……こんなことでは、イヴル様に顔向けできん！」

「何っ!?」

　ジャガーノートの発言に、タウマゼインが僅わずかに動揺し、力を緩ゆるめた。そのタイミングで、ジャガーノートは奥おく歯ばに仕掛けたボタンを作動させる。

「く──！」

　刹せつ那な。埠頭のあちこちに「緊きん急きゆう時」のために設置されていた特とく殊しゆ煙えん幕まくが破は裂れつし──タウマゼインは無傷のまま、しかし、ダークネスエデンを取とり逃にがしてしまうのだった。

「……くそっ」

（やっぱり、今回もイヴルが裏で手を引いていたんだな。なんて狡こう猾かつな奴なんだ……！）

『タウマゼイン、焦ることはありません。蔵園珈琲の安全は確認されています。それに今の君は、スーツの機能を十二分に発揮していましたよ。……これで、我々の計画もいよいよ最終段階ですね。いや、素晴らしい。実に素晴らしいですよ、これは！』

　佐藤が何ごとか言っている。英人はしかし、ダークネスエデンを取り逃がした悔くやしさと、伊吹の安全をどうやら守れたらしい安あん堵どとで手て一いつ杯ぱいで──それどころではなかった。




　そして伊吹はといえば、胸の高鳴りがずっと消えずにいたのだった。映画の終幕後、なぜかボロボロの状態で席に座すわっていた幹部たちの姿を見るまで、ずっと。
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「よし。忘れ物はない」

　リュックの荷物を確かく認にんしてから、伊い吹ぶきは独り言を言った。

　ダークネスエデンの『わくわく映画鑑かん賞しよう会』から一週間ほど経たち──今日は、以前から計画されていた学年遠足。近きん隣りんにある超ちよう有名テーマパーク、デゼニーランドに行くのだ。

　当然学校行事なので、規則はある。常に制服を着ていないといけないし、グループでの行動も義務づけられている。けれど高校の行事として行く遊園地というのは、ただ遊びに行くだけの時とは違ちがった面おも白しろさがあるし、入場してからは先生の目もそんなに気にしなくていい。つまり生徒のほとんどは今日を楽しみにしていたし、伊吹もまた、そうだった。

（光みつ嶋しまくんだって、言っていたもの。外でゆっくり過ごすのも、大切なことだと）

　あの日──まっすぐな瞳ひとみを向けられ、手を握にぎられながら英ひで人とに言われた言葉を、伊吹は、伊吹自身の精神的な健康に対しての言葉なのだと解かい釈しやくするようにしていた。

　というより実は（こんなこと滅めつ多たにないのだが）あの日は午後から、ずっとぼーっとしてしまったので、あまり細かなことを覚えていないのだ。せっかくの映画鑑賞会も、見ている間中ずっと昼休みの出来事を思い出そうとしていたせいで、上の空になってしまった。

　映画が終わり、隣となりに座すわった不知火しらぬいたちに感想を尋たずねた時のことも、今から思えば妙みようだ。




「──ごめんなさい、不知火さん。せっかくの映画だったのに、なんだか考え事をしてしまって、あまりしっかり見れなかったんだけど──あなたたちは楽しめた？」

「そ、そうでしゅなあ」

　４Ｄと動く座席に疲つかれたのだろうか、なんだか変にボロボロなうえに呂ろ律れつが回っていない不知火が、ズビッ、と親指を立てて言った。

「わ、わたくしどもも、なんだか夢中になっていたせいか、映画の内容がよくわかりゃなかったでしゅぞ！　ろりあえず今日は、も、もう帰りましょふ」

「しょ、しょうだなジャガおじしゃん……オレも興奮して鼻血出ちゃったし……」

「はあ、ああ、私なんだかすごく疲れてしまいました……」

「……ううっ……グスッ、戦いなんて大だい嫌きらいだ……」

　まるでどこかで一戦してきて、しかもボロ負けしたと言わんばかりの彼かれらの姿。

　もし上の空でなかったら、彼らの行いについて何か勘かんづけていたのかもしれないけれど──その時の伊吹には無理だった。確かなのは、その日以来不知火が変に静かになってしまったことと、もう一つ、その日以来、まったく英人と会話できていないことだ。

（光嶋くん、本当に忙いそがしいようだけれど──今日の遠足には来れるのかしら）

　不知火が静かなのは日常の平へい穏おんを意味するから基本的に問題ないとして、英人のことは、やはり、なんとなく気になってしまう伊吹なのだった。




　居間に出ると、そこには既すでに準備を終えた翔しようが立っていた。

「おっ、お嬢じよう！　おーっす！　オレ、迎むかえに来たぜ」

「ふぁー……」

「あら翔、早いのね。珍めずらしい」

「ふぉー……」

「珍しいって、遠足の朝にそーゆーこと言うなよ。テンション上げてこうぜ！　ていうか」

　と──翔は、傍かたわらでさっきから変な息を吐はいている不知火に目を向けた。

「不知火さん、うるさい！　なんだよもう、居い眠ねむりなら自分の部屋でやれよ！」

「いやー……わたくしは別にぃー……ふぁー……眠ねむいわけじゃないんだけれどもぉ～」

　土ど濃の塚づかに入れてもらったコーヒーをずびびぃ、と啜すすってから、彼はだらしなく言う。

「ちょっとスランプっていうかぁー。モチベーションがぁー？　上がらないというかぁー」

「なら、そのままでいて。将来の公務員試験にも、影えい響きようが出なさそうだし」

「ほらぁー、お嬢様がこういうことばっかり言って、ぬいぬいをいじめゆからぁぁー」

「お嬢、ちょ、待って待って！　あの、不知火さんはあれだぜ、ちょっと更こう年ねん期きなだけだから！　優やさしくしてやってくれ、ちょっとでいいから！」




　実のところ、不知火は例の『ウロボロス作戦』失敗のせいでこうなっているのである。

「不知火さん、ちょっとはしゃんとしてくれよ！　そりゃせっかくの作戦が失敗したのはオレも辛つらいけどさー、あんまダラけてると、何かあったんだってお嬢にバレちゃうぜ」

　伊吹が土濃塚に朝ご飯（和食）を給きゆう仕じしてもらっている間、こっそりと翔が言う。

　すると不知火は、ものすごくいじけたような口調のままで、ぼそぼそと応えた。

「だってさー。あんなに強い敵、これまでのわたくしの悪党人生でいなかったんだもん」

「そりゃそうだけど、てかあいつがあんなに鬼おに強いとは思わなかったけど！　きっと近いうちに機会があるって。ほら、垂水たるみさんの戦せん闘とう員いんだってあんなに頭よくなってるし！」

　翔が視線を促うながした先には、戦闘員一～五号たちと戯たわむれる垂水の姿があった。ここ最近戦闘がないもので、結果的に戦闘員たちが傷つく機会がなく、垂水もご機き嫌げんなのである。

「……フフッ……あの、お、お嬢様……よかったら、今日の遠足のお土産みやげ……戦闘員たちにもお願いします。情操教育の一いつ環かんでアニメを見せたら、ずいぶん気に入って……」

「ええ。そういうことなら、喜んで」

『カイー！』

『ワーイ』

『イヴルサマ、オ土産ミヤゲー！』

「警告するけど、次にイヴルと呼ばれたら製造者責任を問うから」

「……や、やめてください……！」

　喜ぶ戦闘員たちの横で、垂水は震ふるえている。取りなすように、土濃塚が必死に言った。

「あの、お嬢様！　私にも、お土産をお願いします。限定品で欲ほしいものがあって」

　土濃塚もまた、作戦の失敗でがっかりした一人だ。特に彼かの女じよはここまでタウマゼインを相手に一度も戦いすらできていないため、伝統ある女幹部を継けい承しようした身としてはやり切れない思いなのだという。でも、いつまでも打ちひしがれてはいない。

「な、ほら、みんな頑がん張ばってんだよ。ひとまずお嬢にはイイ気分で今日の遠足を過ごしてもらって、一週間前に映画見た時のオレたちの態度なんて忘れてもらわねーと！」

「ほほう……では、翔くんは今日の遠足で何か計画を立てていると？」

「おうよ！　ま、作戦ってのよりは『アフターフォロー』って感じだけど」

　やや元気になった不知火が問いかけると、翔はニッと笑ってみせた。

「オレもたまには役に立ってみせねえとな！　……なーお嬢、そろそろ行こうぜ！」

「そうね。現地集合だし、早めに行きましょう」

　──こうして、伊吹の忘れられない一日が始まったのである。




　集合場所である遊園地のエントランス前広場にやってくると、既にかなりの人数が集まってきている。中には伊吹と同じグループである、桐きり野のをはじめとしたクラスメートの女子たちの姿もあった。ちなみに翔も、伊吹たちと同じグループである。

（そういえば翔、どうして今日に限って、私と同じ班がいいなんて言ったのかしら）

　友達がいないわけじゃなし、普ふ段だんの翔なら「お嬢と別行動できてラッキーだぜ、フヘヘ」と喜んで他の男子ばかりのグループに入れてもらいそうなものである（伊吹の主観では）。

（何か企たくらんでいるのかしら。でも企んでるならむしろ、私からは離はなれたがるはずだし）

　早くも同じ班の女子たちと自じ撮どりに興きようじている翔を見ながら、考えを巡めぐらせる。

（──いえ、やめましょう。証しよう拠こもないのにいくら考えても、仕方ない）

　英人に言われた通り、精神的健康は大切だ。年がら年中、あれこれと疑うたがっていればいいというわけではない。遠足が台無しになってしまう。──そうだ。英人は、どこだろう。

（いないみたい）

　理解した瞬しゆん間かん、がっかりしてしまう。──なぜ、こんなにがっかりしたんだろう。彼がいないだけなのに。それに別の班だから、どのみち一いつ緒しよに行動できるわけでもないのに。

「ねえねえ、蔵くら園そのさん！」

　けれど伊吹の思いが沈しずむより先に、桐野に声をかけられる。

「蔵園さんも、風かざ祭まつりくんたちと写真撮らない？　まだ点てん呼こ始まらないみたいだし。ね！」

「そうね──ありがとう」

　桐野の優しい微笑ほほえみに、なんだか救われたような気持ちになる。見れば、翔や他の女子たちも、誘いざなうように手を振ふっていた。

（そう、今日は楽しむためにここに来たんだから──いつまでも沈んだ気分でいられない）

　伊吹は表情を緩ゆるめ（といってもほとんど変化はないのだが）、翔たちのほうに歩いていった。点呼が始まったのは、それからすぐのことだった。

　──そして、団体集合写真を撮った後。人ごみの中、どこに行こうかとなった時、翔が急に班のみんなの前に立たち塞ふさがってこう言った。

「じゃ、みんな！　悪いけど、ちょっとパークチケット貸してくれ」

「チケットを？」

　不思議そうな顔をするみんなの前で、翔はふふんと笑って言う。

「そ！　ほら、オレ足はけっこう自信あるんだよ。だからさー……」

「もしかして──先にパスを取ってきてくれるの？」

「お嬢、当たり！　やっぱ先に取ってくるもんでしょ。時間経つとなくなるって聞いたし」

　パスというのは、チケットを使って発行される、各アトラクションの待ち時間を短縮できる券である。人気のものは早めに取りに行かないと、発券が終しゆう了りようしてしまう。

「──そう。なら、お願いするわ」

「ありがとー、風祭くん」

「ヘヘッ、まあな。じゃ、みんなは店でも見て待っててよ！」

　言うなり彼は、素す晴ばらしいスピードで駆かけ抜ぬけていった──ちゃんと人を避さけている。

「風祭くん、優しいね！　あたし、ジェットコースター制せい覇はしたかったから、嬉うれしいなあ」

「そうね。昔から遠足になると、わりと張り切るタイプだったけど」

　正直、翔の親切ぶりは少し怪あやしいくらいだ。でも、みんなが喜ぶことをしているのに、わざわざ水を差したくはない。そして翔は結局、見事にパスを二枚ずつゲットしてきた。

「ほんとはもっと取りたかったんだけど……これ、連続して取れないようになってんだな」

「ううん、充じゆう分ぶんだよ！」

「そーそー、これ二つともかなり人気のやつじゃない？　風祭、偉えらい偉い！」

「ありがとう。すごいじゃない、翔」

　桐野たち、そして伊吹が褒ほめると、翔は途と端たんにドヤ顔になった。

「まーな！　なんせオレは風を操あやつる男だからな。超能力の調子が悪い時でも、追い風吹ふかせて走りをアシストするくらいはちょろいもんなんだぜ。マジで！」

「もう何冗じよう談だん言ってるの、面白い！」

　桐野たちは笑っている──が、伊吹は彼が冗談を言っているのではないと知っている。

（まあ、今日はいいか。この程度なら、悪用というわけではないし）

　翔がやたらこちらの反応を気にしているのも気になるけれど、そう納なつ得とくすることにした。




　数時間後。盛せい大だいに楽しんでいた伊吹たちは、そろそろお昼にしようと話し合っていた。

「けどお嬢、昼にはまだ早くね？　十二時回ってからでもいいじゃん」

「それは駄だ目め。このランドは食事の時間帯は必ず混こむから、時間をずらして遅おそくすればするほど、混雑に巻まき込こまれることになる──つまり、早めが肝かん心じんなの」

「蔵園さん、すごい！　それ、調べてきたの？」

「ええ──それなりに。私も、今日を楽しみにしてたから」

　無表情でも、本心から言った。小学生以来のランドということで、あれこれ調べたのだ。

「さっきからお嬢が、アトラクションの回り方とか隠れムッキーとかやたら詳くわしいのはそのせいか。これじゃオレの出番が──おっと」

　喋しやべっていた翔が、ポケットからスマホを取り出す。そして彼は、ニヤリと笑った。

「よっしゃ、出番があったぜ！　……なあお嬢、ちょっとちょっと」

　と、翔が何やら手招きしてくる。訝いぶかしみつつ近くに行くと、彼は、そっと口を開いた。

「なあなあ、これ、ちょっと見てみ」

　彼が見せてきたのはメッセージのグループトーク画面で、しかも二年Ａ組──英人のクラスの男子たちのグループのものだった。

「なぜＣ組のあなたが、このグループに入ってるの」

「頼たのんで入れてもらったんだよ。てか、見てほしいのはそっちじゃなくてこっち！」

　トントンと彼が指で示すほうを見ると、そこには英人のメッセージが表示されていた。

『今やっとランドの前まで来た！　山やま口ぐちたち、二時間待ちの列に並んでるってほんと？』

　と彼は言っている。家の用事も遠足も両立させるだなんて、なんて大変な生活だろう。

「な？」

「何が『な』なの」

「いやいや、気づいてくれよお嬢！」

　さらにこちらに一歩近づいて、翔はこそこそと続けて述べた。

「光嶋は山口たちと同じ班なんだけど、今日は家の都つ合ごうで遅おくれてきたんだよ。で、山口たちは今アトラクションに並ぶ列のど真ん中で、合流したくてもできないわけ。だからさ」

「──？」

「お嬢が光嶋と合流して、二人でランド回りなよ！」

「は？」

　思わず冷れい淡たんな声が出て、翔が条件反射的にびくりとしているけれど、イラッとしたわけではない。──むしろ思いもしなかった提案が嬉しくて、変な声が出てしまった。

「そ、そうだよっ！　そうしなよ、蔵園さん！」

　いつの間にか聞き耳を立てていたらしい桐野や、他の班員たちが口々に言う。

「ほら、光嶋くん一人だとかわいそうだし！　生徒会長を助けると思って、ねっ!!」

「いえ──でもそれなら私たちの班に、光嶋くんを混ぜればいいだけの気もするし」

「いやいや、それだと光嶋くんかわいそうっしょ！　見たよ、前にクラスに来てたの！」

　桐野以外の班のメンバーたちも口々に、英人と二人きりになるように勧すすめてくれている。

　嬉しいけれど、なぜだろう。二人きりで遊べば、そんなに英人のためになるのだろうか。

（理解はできないけれど、みんなの目はなぜかとても真しん剣けんだし──それに）

　改めて考えてみても、やっぱり英人と二人きりというのは、とても素晴らしいことに思えた。いや──素晴らしいのも当然だ。尊敬している人と二人きりになれるんだから。

　と、伊吹は自分で自分を納得させた。

「わかった。じゃあ、もし先生に何か言われたら、私が勝手に班を抜ぬけたと伝えてね」

「そんなことしなくても、生徒会長のためって言ったら、先生納得してくれるって！」

　何かひどく温かな眼まな差ざしで見送られながら、英人のいるというランド入口に伊吹は急ぐ。

「よし、これでお嬢をイイ気分にする作戦はほぼ成功だ！　光嶋、後は任せた……！」

　──という翔の呟つぶやきは、運のいいことに、伊吹の耳には届かなかった。




「……あ、蔵園さん……!?」

「光嶋くん」

　ランドの入口付近で所在なさげに辺りを見回している英人を見つけ、思わず速足になって彼に近づく。最初驚おどろいた表情だった英人は、徐じよ々じよに、ふわりとした笑え顔がおになる。

「よかった、蔵園さん。やっぱり無事だったんだ……！」

　会ってすぐに、なぜか、彼はとても嬉しそうに言った。

「ええ、私は元気よ。でも、なぜそこまで心配してくれたの。人ごみは物ぶつ騒そうだから？」

「あっ、いや！　その、このランドのことを言ったんじゃなく……先週の……」

　慌あわてた様子で彼は言うと、ごほん、と咳せき払ばらいをした。

「いや、ごめん、なんでもない。ところで蔵園さんと同じ班の人たちはどこにいるの？」

「いえ、今は一緒にいない。あなたと一緒に過ごそうと思って──抜けさせてもらったの」

「ええっ!?」

　と、英人はひどく狼狽うろたえた様子で言った。それから、「そうか、それで風祭はあんなメッセージを……」なんて、ぶつぶつ言っている。伊吹は少し考えてから、口を開いた。

「もしかして、嫌いや？　──そうね。二人行動はルール違い反はんだし、生徒会役員としては──」

　そう語る自分の声こわ音ねは、自分でも驚くほど暗かった。だからだろうか、英人は手を大きく横に振りながら、懸けん命めいに強く否定して、こう言ってくれた。

「い、いやいや！　団体行動をわざと乱してるわけじゃないし！　今日の行事はレクリエーションが目的だし、そもそも俺おれ、今のところ自分の班に合流できないし……！」

「そう？」

　応える声音は、今度は普段より心なしか明るくなっている。

「よかった。なら、あなたと同行させて。そうしたらいいって、なぜか班のみんなが勧めてくれたから。それに──私も、あなたと一緒に過ごせたら──楽しそうだと思うし」

　なぜか緊きん張ちようして、後半は言葉が詰つまってしまった。けれど英人は聞き届けてくれたようだ。彼は、ゆっくりと瞬まばたきをした。それから、頭を下げ──

「よ、よろしくお願いいたします……」

　綺き麗れいな姿勢でお辞じ儀ぎしたまま、彼は厳おごそかにそう言った。




　一方──頭を下げたまま、英人は混乱少々、喜び多数の複雑な気持ちだった。

（やった……なんでかはわからないけど、蔵園さんと二人きりで過ごせるなんて！）

　胸が高鳴って仕方がない。今頭を上げたら確実に真っ赤になった顔を伊吹に見せることになるだろうから、とてもこの姿勢を変えられない、というほどに。

（集合時間は五時だから……夕方になるまではずっと一緒にいられるのか！　……あ、そういえば最初のデートが遊園地だと別れる確率が高くなるって聞いたけど、大だい丈じよう夫ぶかな）

　勝手にそんなことを考えてしまい、慌てて頭の中で訂てい正せいする。

（いや、まだデートとかそういうんじゃないし！　何考えてるんだ、俺は馬ば鹿かなのか!?）

　我ながら浮うかれすぎだと思うけれど、そうなったって仕方ないじゃないか、とも思う。

（最近はダークネスエデンも大人しいし、佐さ藤とうさんも戦闘データはほとんど取り終えたって言っていたし！　今日は蔵園さんと一緒に目め一いつ杯ぱい楽しめたら、それが一番──）

　そんなことを思っていたら、ふいに自分の手を、滑なめらかで温かなものが包むのを感じる。

　慌てて顔を上げると、伊吹がいつの間にか──その白い手で、こちらの手を握っていた。




「っ──！？！？」

　伊吹が手を握ると、顔を上げた英人は、ものすごい早さで瞬きを繰くり返かえしていた。

　彼の手は、今日も温かくて力強くて──正直、胸が高鳴って、心臓が壊こわれてしまいそうだ。でも先週の英人に倣ならって、伊吹は、できるだけ静かに相手に告げた。

「私のほうこそ──よろしく、光嶋くん」

　それから、ゆっくりと手を離した。

「えっ──あの」

　離した伊吹の手と、自身の手を交こう互ごに見比べながら、英人は困こん惑わくした表情で問う。

「いっ、今なんで──て、手を……？」

「ええ、あなたの真ま似ねをしてみたの」

　正直に、伊吹はそう言った。

「先週、昼休みに精神的健康について教えてくれた時、光嶋くん、手を握ってくれたでしょう。あの後調べたんだけど、握あく手しゆには、相手に真しん摯しな気持ちを伝える効果があるのね」

　穏おだやかに彼を見つめながら、心からの敬意を籠こめて告げる。

「そういう心理学的な手法にも詳しいなんて、さすが光嶋くんだと思って──今、どうしても私も試ためしてみたくなったんだけど。ああ、もしかしてやり方が間ま違ちがってたかしら」

（私はあの時、すごく嬉しくなったけど──光嶋くんは違ったかもしれない）

　不安になって相手の様子を見てみると、英人はなぜか、耳まで真っ赤にして悶もだえていた。

「くっ、俺……あの時の俺……馬鹿……いや、よくやった……どっちだ……!?」

「光嶋くん、大丈夫？」

「いやっ、も、もちろん大丈夫だよ！　あ、あはははは！」

　彼はすごい勢いで自分の頰ほおをパンパンと叩たたくと、キリッとした眼差しで言った。

「ええと、じゃあ行こう！　行きたい場所とか、欲しいものとか、なんでも言ってね」

「そうね。なら、そろそろお昼ご飯を食べに行きましょう。混んでしまう前に」

「わかったよ！」

　どこかぎくしゃく歩く英人の隣に立って、歩きだす。こうして、二人の遠足が始まった。




　それから伊吹は、精せい一いつ杯ぱいのランド知識を生かして、彼をエスコートした。もちろん、どうしてもそうしたい気持ちになっていたからだ。勝手に身体からだが動いたといってもいい。

「光嶋くん、次はあのアトラクションにしましょう。待ち時間もちょうどいいし」

「うん、わかった！　俺、ここに来るのものすごく久しぶりだから、なんでも楽しめるよ。それにしても、便利だね……スマホで地図も待ち時間もわかるなんて」

「ええ。これがあればレストランの混雑状じよう況きようも──あっ」

　そういえば──と、伊吹は手にしたものを英人に差し出した。

「はい、光嶋くん。これ、よかったらどうぞ。あなたがお手洗いにいる間に買ってきたの」

「あ、ありがとう！　これは、チュロスかな？　さっそくいただくね」

　英人はチュロスを受け取ると、すごい速さでモグモグ食べていく。普段の爽さわやかで格好いい姿と少し違う、なんとなく可か愛わいらしい動きから目が離せない。

「美お味いしかった。ごちそうさま！」

「よかった。じゃあ、こっちもどうぞ」

　伊吹は、今度はチョコをサンドしたクッキーを渡わたした。

「えっ!?」

　クッキーを受け取った英人は、ちょっと困惑した様子で言った。

「蔵園さん、さっきからたくさんお菓か子しをくれるよね。嬉しいけど、なんで……？」

「えっ」

　問われて、伊吹ははたと気がついた。そういえばさっきから、目についたお菓子は全部買って、全部英人にあげ続けていた気がするけれど──なぜだったっけ。

「──前に、光嶋くんが、お菓子が好きだって言っていた気がするから、かしら」

「あ……ああ、そうかー！　そういえば前、勉強会の時、俺そう言ったよね。あはは」

　自分に対して答えるように言ってしまったのに、英人は同調して笑ってくれた。

　──なんとなく、ごまかしてしまった。確かに最初の一回目は、英人がお菓子好きだったのを思い出したから買った。でもその後は、食べてるところが見たかったから──？

（とにかく、お菓子をあげるのはもうやめましょう。光嶋くんも迷めい惑わくだろうし。次は──）

　列に並びながら、伊吹は思った。

（喉のどが渇かわいただろうから、飲み物にしましょう）

　そういう問題ではない。




　それから後も、伊吹と英人はあちこちと楽しくランドを巡った。

　長めの待ち時間も、英人と一緒だと、まるであっという間のように感じられる。

　山さん麓ろくを列車で駆かけ巡めぐるというコンセプトのコースターを降りた時、英人が口を開いた。

「ああ、怖こわかっ……いや、速かった！　そうだ、それよりも……蔵園さん」

「どうしたの？」

「いや、乗っている時に見ていたんだけど、蔵園さんって、絶ぜつ叫きようマシンに乗っても全然表情が変わらないんだね。もしかして……その、疲つかれてるかな。君に任せきりにしたから」

「いいえ、ちっとも」

　伊吹は至って冷静に答えた。

「むしろ、身体が浮く感覚が楽しいから、ジェットコースターは好きよ。そういえば近々、自家用操そう縦じゆう士しの資格を取ろうと思っているから──そのトレーニングにもなってるかも」

「えっ、自家用操縦士……って、ひょっとして飛行機のパイロット？」

「ええ。モーターボートやバイクは乗れるから、今度は空を、と思っているところ」

　そこまで言ってから一度言葉を止め、続いて──静かに、こう続けた。

「私は表情があまり変わらないから──それは自覚しているんだけど。でも、生まれつきだからどうしようもなくて。誤解させたならごめんない。私もとても、楽しんでいるから」

「ご、誤解なんて……もちろん、してないよ。俺も、楽しんでるし」

　優しくそう応えてくれる英人の頰は、どこか赤く染まっている。

　──気づけば、だんだんと日が暮れようとしていた。集合時間ももう間もなくだ。

「アトラクションに乗るにしても、あと一つが限界ね。光嶋くん、どうしようかしら」

「そうだな……」

　英人はしばらく辺りを見み渡わたし、やがて、一つの場所に目を留とめる。

「蔵園さん、あれはどうかな？　すぐに乗れそうだし、景色もよさそうだよ」

　それは、大きな蒸じよう気き船せんに乗って円状の河を一周するというアトラクションだった。




　夕暮れ時とあって、煌きらびやかな電でん飾しよくをつけた船が、ゆっくりと船着き場を離れていく。

　同乗している客は家族連れも多いが、カップルも多い。自分たちと同じ高校生もいる。

（やっぱり、みんな蒸気船は珍しいのかしら。私も、蒸気エンジンなんて初めて見たもの）

　下の階層で金かな網あみ越ごしに見た船の機関部を思い出しながら、伊吹はそんなことを思った。今は船の三階部分に立っているので見晴らしもよく、傍らの英人も目を輝かがやかせている。

「あ、見て蔵園さん！　あそこ、鹿しかがいるよ！　作り物だけど……」

「本当だ、よくできているのね」

　ランドの趣しゆ旨し的にちょっとズレた会話をしてから、伊吹は、あ、と小さく声をあげた。

「そうだ、光嶋くん。すっかり忘れていたんだけど」

　ポケットからスマホを取り出す。

「私、あなたの写真を一枚も撮っていない。フォトスポットに全部列ができていて避けていたから、うっかりしていた。今日の記念写真が必要でしょう。今から撮るわね」

「えっ!?　それなら、俺が君を撮……いや！　一緒に写ればいいんだ……よ」

　なぜか語ご尾びが消えがちに英人は言うが、しかし、伊吹は素す直なおに頷うなずいた。確かに、それなら写真が一枚で済む。実に合理的な判断だ。

「そうね。それなら、カメラモードを切きり替かえて──はい」

　自撮りで伊吹は、自分と英人を撮さつ影えいした。──自身は相変わらず無表情だし、英人もいつもの笑顔に比べるとどことなくぎこちない表情だが、まあ、写真とはこんなものだろう。

「これ、後で送──くしゅん」

　喋ろうとしたら、くしゃみが出てしまった。どうやら、風が出てきたらしい。少し寒い。

「大丈夫？」

「ええ、平気。風か邪ぜというわけではないと思うから」

　伊吹がそう応えると、英人は、何か考えるような顔をした。それから伊吹の左ひだり隣どなりから離れ、後ろをぐるっと回って、空いていた右隣に移動する。──すると、風が止まった。
















「え、ええと」

　どこか恥はずかしそうな微笑ほほえみを浮かべて、英人は言う。

「俺が風かぜ除よけになるよ。君よりも身体は大きいし。今日は色々、任せきりにしてたから……これくらいのことは、さ」

「──！」

　なぜだろう──今、心臓が急に、きゅんと痛くなった。

「ありがとう」

　伊吹は少しだけ震える声で、そう告げた。それから、自分の本心を続けて口にする。

「あなたに寒い思いをさせているのに、私、なぜかとても嬉しい。そう──さっきも言ったように、私、ほとんど表情が変わらないし、それを当然のように思ってたけど。でも今だけは、あなたみたいに笑えたらいいのにって、少し、思うほど。それほど、嬉しいの」

「く、蔵園さん……!!」

　だんだん日が傾かたむいてきたからか、英人の顔がよく見えない。

「俺は……」

　彼は一度視線を河の水みな面もに落としてから、次いで、少しだけ声を低めて言った。

「俺でよければ……いつでも風除けになるよ。だって、お……俺は、君のこ」

　──その瞬間、汽き笛てきの音が夕暮れ空に鳴なり響ひびく。

「ごめんなさい。今、なんて言ったの？」

「えっ!?」

　本当に聞こえなかったので問い返したのだが、英人は、ふるふると首を横に振って言う。

「ああ、いや、何も言ってないよ。うん、ちょっと気き障ざすぎたし……」

（？　風除けになってくれるとか、親切なことを言ってくれた気がするけど──）

　気のせいなら仕方ないので、それ以上の追つい及きゆうはやめた。それから、伊吹は言う。

「それにしても、今日は一日天気が崩くずれなくてよかった。私の天気予想でも、今日は夜になるまで雨は降らない見み込こみだったけれど──無事に遠足が終わりそうね」

「うん、本当によかっ……え、蔵園さんって天気予報もできるの？」

「ええ、楽しみだったから自分でやってみたの。気象予報士の資格も取っているから」

　頷くと、英人は普ふ通つうに感心してくれている。それも温かい反応だと、伊吹は思った。

　船を降りたら、ちょうどもうすぐ集合時間だった。既にお土産は買ってあるし、後は点呼を終えて帰るだけ。そう、遠足はこのまま、雨も降ることなく終わるはずだった──

　その、はずだったのだ。




「光嶋くん、今日は一緒に回ってくれてありがとう。お蔭かげでとても楽しかった」

「いやっ、こ、こちらこそ！　蔵園さんのお蔭で、すごく楽しく過ごせたよ」

　──帰りの電車で、二人は話している。本当なら英人は伊吹と電車の方向が逆のはずなのだが、なぜか、彼は一緒にこちらまで来ていた。何か用事があるとのことだった。

（翔は後から帰るといって聞かなかったし、光嶋くんと二人で帰れるのは楽しいけれど）

　車中で見る彼の顔は、どことなく、思いつめたような表情だ。

　もしかして英人を疲れさせてしまったのではないかと、少し心配だった。

　やがて電車は駅に着き、二人揃そろって降車する。駅の前の分かれ道で、英人に言った。

「それじゃあ光嶋くん、私はこちらの方向だから──」

「……待って！」

　と、にわかに英人が声を発した。

「待ってくれ、蔵園さん」

「え、ええ」

　振ふり返かえると、電灯に照らされて見える彼の顔は──凜り々りしく、まっすぐな決意に満ちたものだった。見た瞬間、また胸が勝手にどきどき鳴りはじめて、止められなくなるほどに。

「どうしたの？　光嶋くん」

　我知らず、少し伺うかがうような声音で問うと、引ひき締しまった表情のまま相手は口を開く。

「その──今日の日中は、はっきり言い出せなかったんだけど。でも、こうして別れる間ま際ぎわになったら……やっぱり、どうしても伝えるべきなんじゃないかって思って」

　そうまで言って顔を俯うつむけ、英人は一度言葉を止めた。




　──本当は船の上で、勢いに乗って告げてしまいそうになった。でもあの後は照れくさくなって言えなくなってしまった。

　けれど帰りの時間になった時、このまま別れたくないと思った時──彼女に、自分の気持ちを打ち明けるべきだ、と思ったのだ。

　なかなか決心がつかなくて、帰り道にまでずっとついて来てしまったけれど。




「蔵園さん。俺……俺、は」

　──なんだろう。光嶋くんは、何を告げてくれようとしているんだろう。胸がどきどきして、鼓こ動どうの音が耳元で聞こえてくるようだ。これまでの人生のどんな時よりも、なんだか緊張してきてしまって──伊吹はぎゅっと、自分の両手を拳こぶしにして握りしめる。

「俺は！」

　英人の目がこちらをまっすぐに見ている。目を逸そらさず、次の言葉をじっと待った。

「君が。……君のことが……その」

　けれど、そこでふっと──視線が、逸らされてしまった。

「君に、お…………お土産があるんだ！」

「私に？」

　──意外な言葉に、ついきょとんとしてしまう。

「う、うん。ペアのストラップ……なんだけど」

　英人の手が差し出したそれは、ハロウィンの限定デザインのものだ。金色のカボチャのチャームがついたものを英人が持ち、銀色のカボチャのチャームがついたものは伊吹に。

「嫌じゃなかったら、使って。実は、こっそり買っていたんだ」

「どうもありがとう。今晩にでも、スマートフォンにつけておくわね」

（お土産を渡すために、ここまで来てくれたのね。気を遣つかってくれたのかしら）

　そんなちょっとした後こう悔かいを胸に、伊吹は喜んでそれを受け取った。

　それから、今度こそ英人と別れる。別れ際ぎわに彼は微笑んでいたけれど、どこか力なくも見えた。やっぱり疲れさせてしまっていたんじゃないかと、少し気になってしまう。

　と────

「あら」

　蔵園珈琲コーヒーの建物の近くまで来た時、伊吹は、電信柱の陰かげに見知った存在を見つけた。

　変にファンシーな顔つき、妙にたくましい体格、そして頭に生えた緑の葉っぱ。

『イヴルサマ～』

　──垂水の作った戦闘員のうちの一体だ。周りには誰だれもいない。どうやら一人らしい。

「あなた、どうしてこんなところにいるの？」

　静かに詰つめ寄よって問いかけると、戦闘員は申し訳なさそうに身を縮こまらせた。

『オ土産、待ッテタ』

「お土産が待ち遠しくて、こんなところにいたの。勝手に出ないでと言ったはずなのに」

『イヴルサマ、ゴメンナサイ』

「外でその名前はやめてほしいんだけど。──まあ、あなたを叱しかってもしょうがない。責任は、あなたの製造者に問うから」

　追い立てるように戦闘員を蔵園珈琲の建物に入れると、伊吹もまた、建物に入る。

　それから後は土濃塚にお土産を渡したり、垂水に仕置きスタンガン（監かん督とく不ふ行ゆき届とどきにつき）を食らわせたりしていたので──

　なので、伊吹はまったく気づかなかったのだ。




「噓うそ、だ……」

　──英人が、曲がり角の向こうからそれを見ていたことに。

　戦闘員が伊吹のもう一つの名前を呼ぶのを──はっきりと、聞いてしまっていたことに。
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　英ひで人とは最初、目を疑うたがった。それから耳を疑った。だが、何度思い返しても間ま違ちがいはない。

　電信柱の陰かげから伊い吹ぶきに話しかけたのは、ダークネスエデンの戦せん闘とう員いんだった。最初は、彼かの女じよが襲おそわれると思った。強化スーツもない生身の今だけど、助けに入ろうと思った。

　でも伊吹は、まったく怖こわがりすらしなかった。それだけじゃない。戦闘員も彼女を襲わないどころか、彼女を、あの忌いまわしい名で呼んだのだ。──『イヴル様』と。

「噓うそだ……」

　英人は、もう一度声に出して呟つぶやいた。信じられない。そんなことが──

　蔵くら園その伊吹が、ダークネスエデンのイヴルだなんて、まさか、そんなことが。

（これは夢なんじゃないのか？　俺おれは今、眠ねむっているだけなんじゃ……）

　現実逃とう避ひしようとする思考を、しかし、鼻先に落ちてきた雨垂れが否定する。既すでに昇のぼっていた月を暗雲がみるみるうちに覆おおい隠かくし、やがて、激しい雨が降ってきた。

　傘かさもささずに、英人は、雨に濡ぬれたまま駅への道を歩く。けれど、冷たいとは思わなかった。心のほうが先に、奥おく底そこまで冷え切っていたからだ。

　──なぜ、蔵園珈琲コーヒーの近くにいたのか。それは、先ほどまたごまかしてしまった本当の気持ちを、やっぱり伝えようと思ったからだ。さっき、お土産みやげを渡わたすのと一いつ緒しよに、告白しようと決心した。なのにできなくて──駅前で彼女と別れた後、それじゃ駄だ目めだと思った。

　これ以上何も言わずにいたら、自分の心が張はり裂さけそうだったから。

　だから道を急いで戻もどり、伊吹の姿を捜さがした。やっと見つけ出したら──このありさまだ。

（雨……雨か。そういえば、蔵園さんは言ってたな。夜になるまで雨は降らないって）

　──つい数時間前にそう語っていた彼女の眼まな差ざしは、あんなに穏おだやかだったのに。

　一緒に遊園地を歩いていた時の彼女は、とても生き生きとして眩まばゆかったのに。

　悩なやんでいた時──まっすぐな言葉を伝えてくれて、あんなにも嬉うれしかったのに。

（彼女の実家が、ダークネスエデンだなんて──！）

「くそっ！」

　何に対してでもなく毒づくと、英人は道を駆かけ出した。強しいていうなら、自分の運命を呪のろった。生まれて初めて心の底から好きになった人が、犯罪組織の後こう継けい者だったなんて。

　もしかして、ずっと騙だまされていたのだろうか。いや、そんなはずは────どっちだ!?

　そう思うと頭の中がぐしゃぐしゃになり、それ以上、何も考えられなくなってしまった。




　そして翌朝──昨晩の出来事など何も知らない、伊吹はというと。

「あら、翔しよう。今日も早いのね。遠足はもう終わったんだけど」

「知ってるよ！　いくらなんでもそこまで馬ば鹿かじゃないっての。ていうか、今日はかーちゃんが朝から出かけてるから、朝飯食べさせてもらいに来ただけだよ！」

　支し度たくを終えて居間に出ると、翔が吞のん気きにチョコ菓が子しのようなものをポリポリ食べていた。テーブルの皿が空になっているところを見ると、どうやら既にご飯は食べ終わったようだ。

「おはようございます、お嬢じよう様さま！　今日はブラジル風朝ご飯ですよ。ハムとチーズを挟はさんだパンと、ミルクコーヒー……は、お嬢様はお好みではないから、ミルクティーです」

「ありがとう、土ど濃の塚づかさん」

「いえいえ、これも趣しゆ味みのようなものですから」

　にこやかに土濃塚は言うと、台所に戻って行った。ちなみに不知火しらぬいは姿を見せていない。

　垂水たるみは、昨日の伊吹の『仕置き』が相当辛つらかったらしく、研究室に引きこもっていた。

「ところで翔、あなた、どうして朝からお菓子なんて食べているの」

「これ？　フヘヘ。お嬢は知らないだろうけど、オレ、桐きり野のさんたちから、お土産もらっちゃったんだぜ？　パスのお礼に、てさ！　いや～、辛いわー。モテる男は辛いわー」

　ドヤ顔で、もちゃもちゃお菓子を食べる翔の姿は、モテ男というより餌えさを頰ほお袋ぶくろいっぱいにしないと気が済まない馬鹿なハムスターのようだ。でも、本人には黙だまっておく。

「そういえば、不知火さんはどこにいるの。ここ最近、朝はいつもここで唸うなってたのに」

「ああ、それね！　なんか昨日、オレたちが遠足行った後、急に元気になったみたいでさ。『ついに尻尾しつぽを摑つかんだ』とか言ってたけど……なんのことだろうな？」

「今のうちに少し話し合いをしておいたほうがいいかしら」

　ポケットからスタンガンを取り出そうとしたら、慌あわてて翔に止められる。

「まだ何もしてないじゃん！　何もしてないうちに罰ばつするのはダメだろ！」

「勘かん違ちがいしないで、罰じゃない。すべては私の将来のためだもの」

「またそれかよ、ほんと容よう赦しやねえな！　……っていうか、そんなことよりお嬢」

　翔は途と端たんにニヤリと笑い、声を潜ひそめて言った。

「昨日はどうだったのさー」

「どう、って？」

「光みつ嶋しまとのことだよ！　どーだったんだよ、あの後！　一緒に帰ったんだろ」

「光嶋くん──」

　──思おもい浮うかべるのは、英人と過ごした昨日の出来事だった。

　船の上で彼かれが見せた微笑ほほえみも、別わかれ際ぎわに彼が見せた真しん摯しな眼差しも、全部ありありと思い出せる。そうして彼のことを考えるだけで、胸むねの奥底が温かくなるけれど──楽しい思い出なのだから、そうなるのも当然だ。と思ったので、翔には素す直なおにこう応えた。

「ええ、そうよ。確かに一緒に帰ったし──昨日は、とても楽しかったけれど」

「それは何より……いや、それだけ？　なんかなかったわけ。それ以上にこう……色々！」

　翔の言わんとしていることが本気でわからず、首を傾かしげる。

「どういう意味。よく理解できない」

「なんだよもう、光嶋の奴やつ、度胸見せろよな……いやいや、まーいいや！」

　翔は一人で納なつ得とくしている。なんだか不可解なので、念のために注意しておこうと思う。

　ともかくそういうわけで、伊吹にとっての今日は、何も変わりなくスタートした。

　そしてあっという間に時は経たち、放課後の生徒会活動の時間となる。

（今日は、いつもよりももっと、この時間が来るのが待ち遠しかった。なぜかはよくわからないけど──早く光嶋くんに会って、これのお礼を言いたいから、かもしれない）

　生徒会室に早々と着いた伊吹は、スマートフォンを取り出した。そこには、昨日もらったばかりの、銀のカボチャのストラップが付けられている。

「あっ、そのストラップ！」

　教室に入ってきた桐野が言う。

「昨日ランドで買ったの？　それ、確かペアのストラップじゃなかった？　まさか……」

「ええ。実は、光嶋くんがくれたの」

「えぇーっ！」

　こちらの返答を聞いた桐野の目が、一気にぱぁーっと輝かがやいた。

「わあ、本当？　本当に光嶋くんにもらったの？　すごい！　やったね光嶋くん！」

「──？　私がこれをもらったら、光嶋くんにいいことがあるの？」

「えっ、本気で言ってる？　ほ、本当？　照てれ隠かくし……は、蔵園さんはしないか……」

　そう会話していると──山やま口ぐちと一緒に姿を見せたのは、当の本人である英人だった。

「あっ、光嶋くん!!」

　桐野が、まっさきに声をかける。英人もまた、彼女に挨あい拶さつを返そうとして──

「……！」

　桐野の傍かたわらに立つ伊吹を確かく認にんした途端に、ふっと、彼は目を逸そらした。それは、いつも彼が見せるどこか慌てたような視線の逸らし方じゃない。『目を背そむけた』というほうが適切な動きだった。──どうしたんだろう。いつもと違ちがう態度に内心驚おどろいてしまうけれど、一方、彼は視線をこちらに向けないまま、まるで呻うめくように言葉を吐はき出だした。

「桐野さん……蔵園、さん。悪い、今日は……ちょっと、調子が悪くて」

「えっ!?　そうだったのか、お前？」

　彼の隣となりにいる山口が、呆あきれたような声を出す。

「どうりでさっきから様子が変だと思ってたんだよなー。お前、そんなら早く帰れよ」

「そ、そうだよ！　今日は遠足の報告書を纏まとめるだけだもん。ね、蔵園さん」

「ええ。しばらくの間、行事もないことだし」

　伊吹が応えると、英人の肩かたがびくりと震ふるえた。──心配になって、続けて問う。

「光嶋くん、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　きっと昨日の遠足で疲つかれが出たのね」

「っ……！」

　英人は一いつ瞬しゆん、目を大きく見開いた。そして開いた目でこちらのほうを見やった後、とても辛そうな表情で、また顔を背けてしまう。

（光嶋くん──きっと何かあったのね）

　でも、あれこれと問とい質ただすのはよくない。もしかすると、これ以上会話もしていたくないくらい、体調が悪いのかもしれない。いや、それとも──？　考えが、纏まらない。

　伊吹が何も言えずにいる間に、英人は踵きびすを返かえした。

「……ごめん、みんな。それじゃ」

　それだけ言い残して、英人は扉とびらを閉め、生徒会室を出て行った。

「どーしたんだ、あいつ？　なんか、本気で調子悪そうだったよな」

「うーん……光嶋くん、何かあったのかな。蔵園さんは、何か知ってる？」

「いいえ──何も」

　伊吹は素直に応えた。けれど胸の中には、いつになく、何か嫌いやなものが渦うず巻まいている。

（光嶋くんが辛そうなのに、原因がわからない。それが、こんなに苦しいなんて）

　彼にもらったストラップのマスコットを我知らずぎゅっと握にぎり、伊吹は、しばし俯うつむいた。




（くそ──俺は、どうすればいいんだ）

　逃にげるように生徒会室を去った英人は、電車のつり革かわに摑まったまま、唇くちびるを嚙かむ。

（もしかして生徒会室に行けば──蔵園さんに直接会えば、気持ちに決着をつけられるかもしれないって思った。蔵園さんの本心を、見破ることだってできるかもしれない、って）

　でも無理だった。相変わらず伊吹の姿は輝いて見えたし、英人を心配する彼女の瞳ひとみ──あの穏やかな瞳には、噓うそなんて欠片かけらもない。思いやりの気持ちしか、見えなかった。

　それに伊吹のスマホには、昨日渡したストラップがついている。彼女は、さっそくつけてくれていたのだ。──それを目にした時が、一番、居たたまれない気持ちになった。

（あれは演技だっていうのか。俺がタウマゼインだと知ってて、わざとああしているのか）

　それともタウマゼインだとは知らないけれど、周囲には自分の正体を隠かくしているのか。

　それにもし蔵園珈琲がダークネスエデンの本ほん拠きよ地ちなら、ひょっとして、あそこで働いているという翔もまた、秘密結社の関係者なのだろうか。二人して、周囲を騙して──

（違う！　こんなの当てずっぽうだ。大好きな人も、友達も疑うっていうのか、俺は！）

　蔵園伊吹のあの優やさしさが、偽にせ物ものなはずがない。伊吹は言ってくれたのだ──英人に対して、噓はつかない、と。けれどそれを信じる自分の心を、昨晩の現実が切きり裂さいてくる。

（『なんのために戦うのか』──ジャガーノートが、前にそう聞いてきたけど）

　あの後は悩んで、でも、答えを出すことができた。英人は、伊吹の笑え顔がおを守るヒーローになりたいと思ったのだ。そう思えるようにしてくれたのは、紛まぎれもなく彼女だった。

　それなのに今はまた、何がしたいのかわからなくなっている。タウマゼインプロジェクトに完かん了りようの目め途どが立ちはじめた今になって、英人は、自分を見失っていた。

「…………」

　電車を降り、郊こう外がいの道を歩く。住宅街を離はなれ、周りが畑ばかりになってきたところで、『関係者以外立入禁止』と書かれたフェンスの先を行くと、タウマゼインの研究所がある。

（今日は、呼び出されたわけじゃない。けど──）

　なんとなく無む性しように、トレーニングがしたい気分だった。自分の身体からだを動かしている間だけは、鬱うつ屈くつしたどうしようもない気持ちを忘れられるんじゃないかと思った。──だが。

「え……？」

　カードキーを差さし込こんでも、眼前のガラス戸が開かない。それに、中の明かりも消えている。──おかしい。普ふ段だんなら、誰だれかしらそこにいるというのに。

　もどかしい思いを抱かかえながら、英人は、佐さ藤とうに電話をかけた。

『はい、もしもし。どうしましたか、英人くん』

　電話の向こうの佐藤は、いつもと同じ朗ほがらかな声こわ音ねで、わずかな救いを覚える。

「……佐藤さん、俺です。今日は、研究所は閉まっているんですか？」

『ああ英人くん……すみません、今日は閉へい鎖さしているんですよ。実はいよいよプロジェクトも大おお詰づめとあって、みんな、あちこち色んな場所に出で払はらっているんです』

「そうですか……」

『ええ。でもまた近いうちに、あなたの力を借りることになるかもしれません。また連れん絡らくしますので、しばらく待っていてくださいね。それでは』

　電子音と共に、通話が終しゆう了りようする。英人は研究所入口前の石製の階段に座すわり込こみ、しばし、空を仰あおいだ。日はだいぶ沈しずみかけて、遠くの山間にぽっかりと浮うかんでいる。

　昨日あの同じ夕日を見た時は、あんなに、幸せな気持ちだったのに。

（俺は君を守れたら……君の風かぜ除よけになれたら、って思っていただけだったのに）

　──どうすればいいんだろう。心で繰くり返かえしつつ、英人はしばらく、そこに座っていた。




　一方──伊吹はといえば。

（光嶋くん、本当に大丈夫かしら）

　生徒会の仕事を終え、帰り道を行く足取りは重い。頭の中にも全体的にぼやっと靄もやがかかっているようで、相変わらず何も考えが纏まらなかった。

（昨日、私が遠足であちこち連れ回したから──それで、ひどく疲れが出てしまったのかしら。それとも私、光嶋くんが嫌な気持ちになることばかりしてしまっていたのかも）

　普段なら、たいていの事こと柄がらは、少し考えれば答えを出せた。でも今は、英人の気持ちがわからない。わからないから、自分を責める心の声が、だんだん大きくなっていく。

（もし私に何か原因があるとしたら、そんなのは耐たえられない。なんとかしたいのに）

　いくら考えても結論が出ない考え事というのは、生まれて初めてだと言ってよかった。

「────」

　伊吹はしばらくそうして、考えを巡めぐらせ──そして、気づいた。

（そう。いくら考えても結論が出ないのは、当然かもしれない。だって）

　これまでのことを、つまり英人と接している時の自分を思い返しながら、考える。

（私、光嶋くんと一緒にいる時は、思考が混乱しがちになるから）

　昨日もそうだし、彼に両手を握って激げき励れいされた時もそうだ。もっといえば、これまでもずっと──英人が戸と惑まどったり、笑ったりする理由を、ちゃんとわかってなかった気がする。

　それだけじゃなく、翔や桐野さんたちの今朝の言葉を思い出してみると、なんだか自分には、とても重要なのに、一いつ切さい理解できていない事実があるように思えてくる。

　それがなんなのかわかりさえすれば、なんとかなるかもしれない。

（私は──光嶋くんと一緒にいると、胸がどきどきして、心が温かくなって──あの人の笑った顔を、いつまでも見ていたくなる。自分の乏とぼしい表情が、もどかしくなるくらいに）

　そして大切なのは、一緒にいてこんな気分になるのは、英人だけだということだ。

（だからつまり、光嶋くんは特別ということで）

　──特別な感情？

「あ」

　伊吹は、思わず小さく声をあげた。『特別な感情』。そう、簡単なことだ。

（そうか）

　物思いに耽ふけっていた頭を上げ、立ち止まって、その瞬しゆん間かんに理解する。

（私は、光嶋くんのことが好きなんだ）

　だから、心が混乱してしまって──それでも、彼の役に立ちたいと思えたのだ。

（そう──こんな単純な理由だったのに。自分自身のことだと、わからないものなのね）

　自じ嘲ちようするように、伊吹は細く息を吐はいた。そして、改めて帰路を急ごうと思った。

　ところが、それは叶かなわなかった。

「むぐっ!?」

　突とつ如じよ、夕ゆう闇やみの中から飛び出してきた何者かが、伊吹の口元を布で覆おおう。

（薬品──!?）

　甘あまい香かおりが、鼻び腔こうを突つき抜ぬけたと思った次の瞬間。伊吹の意識は、闇へと落ちていった。
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　伊い吹ぶきが目を覚まし、最初に見たのはスカートに包まれた自分の太ももだった。身体からだは椅い子すに座すわった状態にされていて、両手と両足は縛しばられている。怪け我がはしていないが──

（──悔くやしい。私としたことが──）

　最初に思うのは、それだった。誰だれがなんの目的で自分を攫さらったのかはわからない。でももしさっき、ぼんやりしていなかったら、相手の気配に気づけたかもしれないのに！

　とはいえ、こういう状じよう況きようへの対応は、『悪の組織の帝てい王おう教育』として不知火しらぬいから習っている。まずは、状況把は握あくだ。猿さるぐつわはされていないので、深呼吸して、伊吹は考えた。

（どうやら、少なくともあれから数時間は経たっているみたい）

　視線のみで空を見上げると、既すでに日は沈しずんで月が昇のぼっている。それに辺りを見み渡わたすと、周囲にはやたら大量にコンテナが積まれていて、海の香かおりがして、波の音がした。それから何人もの、様々な人種の見知らぬ男たちがうろついている──全員、銃じゆうで武装している。

（モデルガンじゃない。それに、銃を持つことに手慣れている雰ふん囲い気き）

　ということは、プロの集団だ。ただし、余よ所その国の軍隊とか、警察というわけではないだろう。男たちの格好はどことなくみすぼらしいし、動きも規律に欠けている。

（そう──なら、私を捕つかまえたのは、どこかの犯罪組織ね）

　と結論づけたところで、伊吹は、むしろほっとした。『犯罪組織』が相手なら、自分の家の同業者ということになる。それなら、手の内はある程度見みえ透すいたものだ。

　けれどこういう状況で一番危険なのは、思考力を鈍にぶらされることだ。暴力や薬で思考を奪うばわれては、身を守ることすらできなくなってしまう。

（なかなか物ぶつ騒そうなものが大量に設置されているようだし、早く逃にげ出だす算段をつけないと）

　そう思って、伊吹が僅わずかに身をよじらせたところで──

「おやおや。お姫ひめ様さまはお目覚めですか」

　前方からこちらにやって来たのは、やたらに穏おだやかな笑えみを湛たたえた、スーツ姿の男だった。傍かたわらに屈くつ強きような男たちを連れているところからすると、どうやら、ここのボスらしい。

「ふふふ。怖こわくて声も出ないようですね？　よろしい。あなたには肝かん心じんな時にだけ声を出してもらえれば、それで充じゆう分ぶんですからね」

　男は脅おどすように眼前に立ちはだかり、じっと目を覗のぞき込こんできた。どうやら目覚めてからこちらが一言も発しなかったのを、怯おびえているのだと勘かん違ちがいされたようだ。

　しかし伊吹は（もちろん、攫われたのは生まれて初めてでも）こんな状況になっているというのに、自分でも不思議なほど、怖いとは思わなかった。

（実家が曲がりなりにも『悪の組織』な以上、いずれひょっとしたら、余所の組織に命を狙ねらわれる状況になるかもしれないとは、前々から思っていたし──）

　それに犯罪者歴三十年以上の不知火が幼い頃ころからそばにいたせいか、こういういかにもな悪人を相手に、今さら泣いたり喚わめいたりして反応する気にもならなかった。

（でもここで何か言って変に挑ちよう発はつすることになって、逆上されても困る。黙だまっていよう）

　そう思って無言で、男の目を見返す。相手はいかにも悪人らしい、ヤバい目つきだ。

「ふっ……そんなに見つめても、助けたりなどしませんよ。私は日本の国こく籍せきも持っていますけれど、別に日本の女子高生が好きなわけじゃないですからねえ」

「────」

「……なんですか？　だから、そんなに見ても無む駄だだと言ったでしょう」

　見るなと言われても、真正面に男が立っているのだから見ざるを得ない。どうやら男はわりと神経質な性た質ちのようで、あからさまにイラッとした表情で問いかけてくる。

「何か言いたいことがあるっていうんですか？　ひょっとしてあなた、イカれてるんじゃ」

「いいえ」

　質問されたので、伊吹は答えた。

「言いたいことはない。イカれてもいないと思う。でも、あなたたちの目的が読めなくて」

　どういうわけか、男は僅かに怯ひるんだ様子を見せる。その間に淡たん々たんと、自分の考えを語る。

「私の父は会社を経営しているけど、たいした身みの代しろ金きんは支し払はらえない。私をどこかに売り飛ばす算段なら、今いま頃ごろとっくに出しゆつ荷かされているはず。つまりあなたたちの目的は金じゃない」

「……ほう？」

　やや持ち直した男が、口くちの端はしを歪ゆがめつつ話の続きを促うながしてくる。なので、伊吹は続けた。

「そして私自身がまったくの無傷でいるところから考えると、乱暴が目的ではないだろうし、こうして喋しやべれるということは、この後声を出してほしい場面があるんでしょう。ということは──私を人ひと質じちにして、誰かを待ち受けているんだろうけど」

　男の目の奥おくをじっと見やりながら、付け足した。

「いったい誰を待っているのかと思っていた。心当たりがないものだから」

「ぶはっ……！」

　噴ふき出だすと、男はぐにゃりと身を曲げた。それから夜空に向かって、大きく哄こう笑しようする。

「ははっ、あはははははっ！　なるほど、面おも白しろい。どうりで、彼のような『好青年』の想おもい人になれるわけだ。この状況でこの豪ごう胆たんぶり、まるで歴戦の勇者のようですね」

（どちらかというと、犯罪組織の二代目候補なんだけど。公務員になりたいけど）

　どうやら今の口ぶり的に、この男は伊吹がダークネスエデンの関係者だとは知らず、誰かは知らないが『好青年』とやらの彼かの女じよか何かだと誤解してしまっているらしい。

「ですが────覚えておけよ、小こ娘むすめ」

　ひとしきり笑った後、男は、途と端たんに声を低めてこちらに詰つめ寄よった。

「そうしてこっちをナメていられるのも、今のうちだけだ。あのガキが来たらその後は、てめえの母親でもわからないくらい顔を切り刻んで、死体は豚ぶたどもの餌えさにしてやる」

　急にゲスっぽくなった、と思いながら伊吹は頷うなずいた。「母親は死んでいる」と教えようかと思ったが、下手に逆らう気を見せ続けて、これ以上相手を怒おこらせてしまうのもまずい。

（でもこの人、たぶん不知火さんとかよりも小物ね。脅し方も生なま温ぬるいもの）

　そう思った。けれど、いくら小物とはいえ、この男に捕まっているのには変わりない。

　もしここで死んだら、誰か自分の骨を拾ってくれるだろうか。それから、英ひで人とは葬そう式しきに来てくれるだろうか。せっかく、彼への気持ちに気づけたというのに。

（こうなると知っていたら、もっと早く自分の気持ちを整理したのに）

　後こう悔かいでため息が出てしまいそうだ。と──その時。向こうから、男を呼ぶ外国語が聞こえてきた。男はそれを受けて「来たか」と暗い笑みを浮うかべると、こちらから離はなれていく。
















　代わりに、連れている部下の男が一人、伊吹の真後ろに回ると、頭に何か筒つつ状じようのもの（銃だろう、たぶん）を突つきつけてくる。彼らのお目当ての相手がやって来たのだ。

「やあ、待っていましたよ！」

　スーツの男が、やって来た相手に一転して明るい口調で、朗ろう々ろうと声をかける。

　そして、男の陰かげから見えた相手の姿は──銀色に輝かがやいていた。




　英人に電話がかかってきたのは、ちょうど日暮れから二時間ほど経った頃。いい加減自宅に帰ろうと決め、道を歩いている、まさにその時だった。電話の相手は、佐さ藤とうである。

「佐藤さん？　何かあったんですか」

『ああ英人くん、大変なことになったんです！　今すぐ、指定する場所に来てくれますか』

　普ふ段だんなら専用車で移動するところを、今日は普ふ通つうに来てくれという。そして行けばそこにタウマゼインの装備一式が搭とう載さいされたコンテナを積んだトラックがあるから、そこで着き替がえて、まっすぐに埠ふ頭とうまで来てほしいのだという。

　埠頭。あの日、蔵くら園その珈琲コーヒーへの脅きよう迫はくを受けて戦ったのと、地区は違ちがうが、同じ東とう京きよう湾わんに面した場所だ。伊吹がイヴルであると知った今は、聞くだけで複雑な気持ちになってしまう。

（でも佐藤さんが大変だというんだ……ダークネスエデンが何かしてるのかもしれない）

　もしダークネスエデンたちがまた現れたなら、はっきりと言ってやろう。──茶番はもう充分だと。お前たちの正体も、ジ・イヴルの正体も、もう知っているのだと。

（今度こそ、あいつらを捕まえてやる……！）

　鬱うつ屈くつとした感情は怒いかりという捌はけ口ぐちを求めて渦うず巻まいていた。そこにちょうどタイミングよく佐藤に呼び出されたものだから──だから、英人は気づくことができなかったのだ。

　様子がおかしいということに。つまり、普段ならコンテナの中にいるはずの、顔見知りの研究員たちが誰もいないことに。

　そして、一人で着装を終えてやって来た英人──つまりタウマゼインの前にいたのは。




「佐藤さん……？」

　やってきた銀色の彼、タウマゼインは、伊吹の前に立ちはだかる男をこう呼んで、ひどく動どう揺ようした様子を見せた。かたや佐藤と呼ばれた男は、とても嬉うれしそうに笑っている。

「タウマゼイン！　よく来てくれました。私は本当に、この日を待っていたんですよ。本当に、首を長くして──このプロジェクトが立ち上がったその時から、ずっと」

　佐藤はそこで動きを止め、やたらと芝しば居いがかった身み振ぶりでタウマゼインを指さす。

「坊ぼつちゃん育ちのガキが、のこのこと私のためにブツを運んできてくれる日を！　本当に心の底から、ずっと待ち続けていたのですよ！　はははっ、ようやくやって来た！」

「えっ──」

　どうやらタウマゼインにとって、本当に思いもよらぬ展開らしい。彼が戸と惑まどっている間に、音も立てず周囲の男たちが、タウマゼインに向かって銃を構えていた。

「何が起きているのか、理解できない様子ですねえ。じゃあ、改めて聞かせてあげますよ」

　こちらからは背しか見えないが、たぶん佐藤はにやにやと笑っているのだろう。配下の男たちに銃を突きつけさせたまま、彼は宣言するように言い放った。

「私たちは『ヘカトンケイル』。まあ、有あり体ていに言えば犯罪組織の一つです」

「犯罪組織……!?　そんなっ、噓うそだ！」

　信じられないといった様子で、タウマゼインは言った。

「これまで、ずっとサポートしてきてくれたじゃないですか！　どうしてあなたが……！」

「知らないようだから教えますがね。スパイというのは、わりとどこにでもいるものなんですよ。それに、前に言いませんでしたっけ？　悪党は『信念を持たないのが信条』──つまるところ私は、金さえもらえるならなんでもする人間のクズってことです」

「そんな……！」

　タウマゼインはすっかり狼ろう狽ばいした様子をみせる。辛かろうじて戦せん闘とう態勢は保っているものの、その動揺は明らかだ。それが面白いのか、佐藤は続けて滔とう々とうと語った。

「ふふふ、私はヘカトンケイル東アジア支部のエージェントの一人でしてね。この国の官公庁の深部に侵しん入にゆうし、破は壊かい妨ぼう害がい工作を行うのが仕事というわけです。それで……」

　彼はタウマゼインを──相手の纏まとう強化スーツを見やって言った。

「今回はその輝く銀色の最さい先せん端たん強化外骨格を、丸ごといただきに参ったわけですよ」

「丸ごと!?　まさかずっと、これを狙っていたっていうのか」

「ええ！　当然です。考えてもみなさい」

　肩かたを竦すくめて、佐藤はさらに語る。

「そんなものが本当に量産化され、治安維い持じに利用されたとしたら、私どもも同業者も商売あがったりです。ですが、もしも私どもが先にそのスーツを手に入れられたとしたら？　兵器として他国に売るにせよ、自分たちが使うにせよ、得られる利益は無限大でしょう」

　佐藤たちは、平和のための技術を奪うばい取とり、自分たちのために利用するつもりなのだ。

「まったく、ここまでずいぶんかかりました。被ひ検けん体たいの坊やを一人前にし、弱小組織を相手に戦闘データを集めさせたのも、すべては完かん璧ぺきな仕事のため。モノだけあってもデータがなければ、そういう新技術は受け入れられないものなんです。わかるでしょう？」

「っ……！　許せない……！」

　怒りに震ふるえた様子で、タウマゼインが唸うなる。

「俺おれも父も、研究所のみんなも……あなたのことを本当に信しん頼らいしていたのに！」

「それはどうも。でも私、洟はなをかんだ後のティッシュに愛着を抱いだくタイプではないので」

　いかにも得々とした様子で言ってから、佐藤はおっと、とわざとらしく口元を押おさえた。

「あなたと喋っていると楽しいですが、本題に入りましょう。今日来てもらったのは、他でもありません。さてデータも揃そろった、調整も済んだ、研究所の連中の監かん禁きんも済んだ。そろそろスーツを盗ぬすみ出したい──という頃になって、大変なことになりましてね？」

　それは生体認にん証しようです、と彼は言った。

「君も知っての通り、そのスーツは君専用に調整されていますから、君以外の誰かが着装したところで起動しません。丸ごと盗み出して解かい析せきするにしても骨が折れますしね……したがって一度君に着てもらって、さらにここで脱ぬいでもらう必要があるんですよ」

「ここで──!?　まさか！　呼び出したのはそのために」

「その通り、その通り！　起動状態を解除しないまま、君にここでそのスーツを脱いで、私どもに渡わたしてほしいんですよ！　そうすれば、後は君には何もしないと約束しますよ？」

　そこまで喋ったところで、佐藤は再び哄笑した。

（なるほど）

　話を黙って聞いていた伊吹は、ようやく事態を理解できた。要するにあの強化スーツを手に入れるために、これまでに培つちかった信頼をダシにして、わざと彼をここに誘おびき寄よせたというわけか。タウマゼインは、どうするんだろう？

　ヒーローはしばし、耐たえがたい感情の流れに逆らおうとするかのように身体を震わせた。

　そして、次に──きっぱりと言い放った。

「断る！」

「ほう？」

　興味深そうにする佐藤に対し、タウマゼインは英えい雄ゆう然とした態度で、堂々と言った。

「お前たちに、このスーツを使わせたりしない。全員、ここで倒たおしてやる。……佐藤さん、知っているはずだ。このスーツは銃くらいじゃ壊こわれない。それに、俺も強くなっている！」

「はーっはははは！」

　予想通りといった様子で、佐藤は大笑いした。

「でしょうね！　そう言うだろうと思っていました。なので──こちらをどうぞ」

　瞬しゆん間かん、佐藤は自らさっと横に移動した。今まで彼の身体で隠かくされていた伊吹の姿が、タウマゼインの目にはっきりと晒さらされる。

「あっ……!?」

　その時、タウマゼインは、これまでにない動揺を見せた。

「蔵園……さん……っ!?」

（──この人、私の名前を知っているの？）

　こちらを呼ぶ声をどこか懐なつかしく感じながら、伊吹はじっとヒーローを見る。だがそれを許さないかのように、佐藤が大きく両手を広げて言った。

「ほら、ご覧なさいタウマゼイン！　あなたは彼女をよーく知っているはずですよ。私も楽しみなんです！　あなたが社会正義を採るのか、それとも愛を採るのか、どちらか！」

「っ、そんな……くそっ、この外げ道どう！」

「それは犬に犬と呼びかけるようなもので、つまり悪口にもなりませんねえ。ほら、あなたがもたもたしていたら、私、うっかりあの男に命じて引き金を引かせてしまうかもしれませんよ？　そうしたら大変、女子高生の頭がザクロの実のように弾はじけてしまう」

　わざと恐きよう怖ふを煽あおり立たてるように、伊吹の周りをぐるぐる回りながら佐藤は言う。

　一方で伊吹は思った。

（どうせ脅すなら、私の指を一本ずつ彼の前で切り落とすとか、そういう徐じよ々じよに追おい詰つめる方法を採ればいいのに。やっぱり、この人は悪人としても大成しないタイプね。きっと）

　後ろの男が、銃じゆう口こうをゴリゴリと後頭部に押しつけてくるのが、痛いしうざったい。

　だんだん腹が立ってきた。だいたい、正義と愛のどちらを採るのか、なんて言っているけれど──タウマゼインヒーローと自分一般市民の間の愛なのだから、要は『人類愛』だ。ならば、タウマゼインがどうすべきかなんて、最初からはっきりしている。

「あの」

　静かに伊吹が声をあげると、佐藤も、苦く悩のうしていたタウマゼインも動きを止めた。

「──発言しても？」

「ええ！　ええ、もちろんどうぞ。彼に精せい一いつ杯ぱいの声で、助けを求めるといいですよ」

「では遠えん慮りよなく。あの、タウマゼインさん」

　前方に佇たたずむヒーロー目がけて、伊吹は淡々と言った。

「今すぐここから逃にげて、警察を連れてきてください」

「えっ──!?」

　戸惑うタウマゼイン。

「はあ？　何を言っているんです。尊い犠ぎ牲せいごっこなんてこっちは望んでないんですがね」

　佐藤は途端に苛いら立だった様子で、こちらに歩み寄る。

「ひょっとして、どうせ殺されるはずはないとタカをくくっているんじゃあないですか？──スーツさえ手に入ったら、お前も糞くそガキも殺バラすに決まってるだろうが！」

「そう。それなら、二人で死ぬのか私一人が死ぬのかという、単純な算数の問題になるわね。やっぱり、彼に逃げてもらったほうがいいじゃない」

「ふざけるな、この小娘が！」

　逆上した佐藤が、伊吹の頰ほおを左手で挟はさむようにして持ち上げる。

「ナメた態度取りやがって。泣なき叫さけびたいのなら、お望み通り泣かせてやろうか!!」

　彼は右手を振ふり上あげた。殴なぐるつもりだろうか。それよりも──

（指がヤニ臭くさい）

　今はむしろそっちが気になる。どうせ暴力に頼たよるのならさっさとやっておけばいいのに、いちいちやることが後手後手だ、この男は。殴るなら殴ればいい。痛いだけなのだから。

　と──佐藤が今にも伊吹を殴りそうになった時。タウマゼインが、静かに口を開く。

「──おい」

「あぁ？」

「汚きたない手で、彼女に触さわるな」

　ヒーローが発するにはあまりに低く、冷たい怒りに満ちた声が、周りを凍こおりつかせた。




　スーツの中で、英人は改めて実感した。伊吹が、自分に「逃げて」と言ったその時に。

（そうだ──俺は、なんて馬ば鹿かだったんだ）

　答えなんて、最初からはっきりしていた。自分の心の叫さけびが、一番正しかった。

（やっぱり蔵園さんは、優やさしいんじゃないか。相手が誰で、どんな立場だろうとも）

　冷静な表情の裏に隠された、打算のない優しさ。それは演技でも、ましてやこちらを騙だますための手段などでも決してない。だからこそ──だからこそ、英人は伊吹が好きなのだから。だから答えはもう、決まっている。

（蔵園さんがダークネスエデンのイヴルでも、そうでないとしても。実家が悪の組織でも、そうでないとしても！　今ここで、平気で自分の命を捨てて『俺』を救おうとしてくれた彼女は──優しい人だ。素す敵てきな人だ。やっぱり、俺の一番大切な人だ！）

　そう思えたから、もう迷ったりしない。

　今自分がどうするべきか──それはとても単純な答え。『伊吹を守る』。ただそれだけだ。

　だから佐藤の手が伊吹の肌はだに触ふれた時、腸はらわたが煮にえくり返かえるほどの怒りが湧わいてきた。

　彼女の雪のように美しい肌に、犯罪者の指が食くい込こんでいるなんて、虫むし唾ずが走る。

　そして純じゆん粋すいな怒りは、それを抱いた者のすべての行動を、精密にするものなのである。




　タウマゼインの放った怒ど気きが、辺りに静せい寂じやくを作り出したその一いつ瞬しゆん。

　目にも留とまらぬ速さで、タウマゼインはワイヤーガンを放った。佐藤や、伊吹に銃を突きつけていた男にではなく──遠くのコンテナに向かって！

「っ！」

　伊吹の後ろの男が、与あたえられていた命令通り、咄とつ嗟さに伊吹を撃うとうとする。だがすぐ近くに佐藤がいたためか、タウマゼインの行動が意外だったためか、反応が少し遅おくれた。

　その隙すきを突いて、タウマゼインは地面を蹴けり、ワイヤーが巻き取られるのに合わせてまっすぐこちらに向かってくる。そして彼はすれ違ちがいざまに、伊吹の身体を椅子ごとしっかりと持ち上げ──佐藤の顎あごを膝ひざ蹴げりし──自分の身体で伊吹を覆おおい隠かくしながら移動する。

（すごい）

　と、伊吹は素す直なおに感心した。こちらの身体を覆ったのは、撃たれても平気なようにだろう。男たちが遅おそまきながらにこちらに向かって発はつ砲ぽうしているが、強化スーツは銃じゆう弾だんのすべてを弾はじき、傷一つついていなかった。やがてワイヤーガンの刺ささっていたコンテナまで移動すると、彼は伊吹を抱かかえたまま、その陰に素す早ばやく身を翻ひるがえす。

「っ……怪我はない、蔵園さん!?」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ」

　地面に下ろされると、ぱらりと拘こう束そくを解きながら、伊吹は言った。

「私、脱だつ出しゆつマジックも得意だから」

「そ、そうなんだ……」

　タウマゼインは感心したように言った。──にしても、なぜこの人は、こちらの名字を知っているのだろう。まさか近所の人なのだろうか。

（それにこの人に抱きかかえてもらった時、不思議と、嫌いやな感じはしなかったけれど）

　むしろ金属の腕うでに抱えられているのに、なぜか温かさを感じるほどだった。

（好きな人に抱だき締しめられたみたいだった。──私、そんなに惚ほれっぽい性格なの？）

　内心、首を傾かしげてしまう──が、それどころではない。

　血走った目で指示を出す佐藤に従って、男たちが次々とこちらにやって来る。一いつ斉せいに銃で撃たれても、タウマゼインは無傷だろう。でも、伊吹はそうはいかない。

「くそ、意外とあいつらの動きが速いな。連続で移動して、脱出しようと思ったのに」

　直線的なワイヤー移動では、途と中ちゆうで捕ほ捉そくされてしまうようだ。あと数秒で、男たちは伊吹たちを取り囲める配置につくだろう。その前に、なんとか逃げる方法を考えなければ。

　伊吹がそう思い、歯は嚙がみした、その瞬間──

　その場に吹ふき荒あれたのは、すべてを吹き飛ばすような突とつ風ぷう、次いで炸さく裂れつした煙えん幕まくだった。
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　その風は、まさに暴風だった。大規模な台風でもこうはならないだろうというほどの勢いで吹ふき荒あれた風は、ヘカトンケイルの構成員のうち、何人かを埠ふ頭とうから海に落下させる。

「い、いったい何が……？」

　コンテナの陰かげからちらりと顔を覗のぞかせたタウマゼインが呟つぶやくなか、傍かたわらで伊い吹ぶきは、じっと黙だまって事の経けい緯いを見守っていた。この風の雰ふん囲い気き──よく知っている気がする。

　やがて風が吹ふき止やむと、白はく煙えんがもうもうと棚たな引びくなか、老ろう齢れいにさしかかった男の低く朗ろう々ろうとした、そして聞き慣れた声が聞こえてきた。

「うむ、そこまでにしておくといい、テンペストくん。いかに不ふ愉ゆ快かいな雑ざ魚こどもとはいえ、殺人は我らの禁きん忌きとするところだからな」

「フン、殺しゃあしないぜ。けど落とし前は、ちゃんとつけてもらわねーとなあ！」

　ややあどけなさの残る、だがこれまでに聞いたことがないほど怒いかりに満ちた声が耳に届いた。するとそれに、高らかな女性の声と、仄ほの暗ぐらくも決意に満ちた声が従う。

「その通りですわ。私たちの逆げき鱗りんに触ふれるとは、なんとも愚おろかしい駄だ豚ぶたどもですこと」

「……こいつらのようなのがいるから……世の中から争いが消えないんだ……」

　だんだんと煙えん幕まくが晴れ、そこに立つ四つの影かげが明らかになっていく。

　その姿を見て、佐さ藤とうも、タウマゼインも驚きよう愕がくし──そして、伊吹は喜びを感じる。

（──そう。来てくれたのね）

「おっ、お前たちは！」

　驚おどろきのままにタウマゼインが声をあげると、呼応するように、彼かれらは名乗りをあげた。

「我こそはダークネスエデンの大幹部・ジャガーノート！」

「同じく幹部・テンペスト!!」

「タナトス！」

「インフェルノ……！」

　そして不知火しらぬい──いや、ジャガーノートが声を張り上げる。

「そう！　我らこそは全まつたき闇やみ、楽園の使者『ダークネスエデン』！」

『讃たたえよ楽園！　湛たたえよ、深しん淵えんなる闇を!!』

　四者四様にポーズを決めると、不知火が設置していたのか知らないが、彼らの後ろにぼんともう一度煙幕があがった。戦せん闘とう員いん一号から五号までもが、揃そろってポーズを決めている。

（あれじゃまるで、正義の戦隊ヒーローじゃない）

　そう心の中でツッコミを入れる伊吹だが、しかし、その目には穏おだやかな光が宿っていた。

　──彼らは決して、正義の味方じゃない。でも、伊吹の大切な『家族』なのだ。

「馬ば鹿かな……！」

　呆あつ気けに取られているヘカトンケイルのメンバーのうち、最初に復帰した佐藤が叫さけぶ。

「弱小組織が、なぜここに!?　まさか、ジャガーノート……いや、貴様らも強化スーツを」

「チッチッチ！」

　佐藤の言葉を遮さえぎって、ジャガーノートがわざとらしく人差し指を横に振ふった。

「いかんいかん、なっとらんな君。まずは部下の教育を徹てつ底ていしたまえよ。タウマゼインに関するデータ、研究所とやらにあった時はうまく秘ひ匿とくされておったのに、君の組織の手に落ちた途と端たん、この場所に関してまでぽろぽろ裏道に転がり出たよ？」

「なっ」

　佐藤は狼ろう狽ばいする。──さっき佐藤は、研究所のデータを確保したと言っていた。けれどヘカトンケイル側のセキュリティは、研究所より甘あまかったのだろう。裏社会の情報網もうに流出してしまったそのデータを、ジャガーノートが入手したというわけだ。

（朝方に翔しようが、不知火さんが『尻尾しつぽを摑つかんだ』と言っていたのは──このことだったのね）

　伊吹が内心感心するなか、動どう揺ようしている佐藤に対し、ジャガーノートはさらに言いい募つのる。

「それと、いやしくも悪の組織の一員なら、流りゆう儀ぎをわきまえたまえ。自分たちの利益のために命を賭かけてアコギな商売なんて、美しくないとは思わんかね」

「は……!?」

「美しくなければ人は惹ひかれず、惹かせなければ悪を成せない。ゆえに悪とは美しい！　君たちのように小こ汚ぎたない泥どろ沼ぬまで小こ銭ぜにを拾って喜んでるリトルギャングとは、訳が違ちがうのだよ」

「この糞くそジジイが……！」

　ジャガーノートの言葉に、なぜか、佐藤はみるみる逆上した様子を見せる。すると対するジャガーノートはおどけたように肩かたを竦すくめ、ものすごく小こ馬ば鹿かにした笑え顔がおで言う。

「おっと、悪かったね坊ぼうや。でも気を悪くしないでくれたまえよ。夜は大人の時間、そしてこれからは老舗しにせ秘密結社による同業他社への悪あく辣らつな嫌いやがらせの時間だからね。……したがってそこ！　そこの君たち」

　と、にわかにこちらを指さして彼は続けた。

「そこの青二才ヒーローと、名も知れぬ麗うるわしい美少女人ひと質じちは、コンテナの陰から大人しく見ていたまえ。別に君たちを助けようとしてるわけじゃないから、勘かん違ちがいしないでよねっ」

　伊吹の正体がバレないためなのか、妙みような物言いをするジャガーノートに、三人も続いた。

「お嬢じよう……おじょーさんは特にじっとしてろよ！　今日のオレはマジすごいかんな！」

「今夜は帰ったら馬ば刺さしパーティーにしましょうね。……今のはただの独り言ですわ！」

「……が、頑がん張ばるので……お……怒おこるのはやめにしてください……」

　彼らの言葉を受けて、なんだか嬉うれしさが胸に迫せまってきて、自然と言葉が漏もれてしまう。

「みんな──！」

（その言い方だと、私の正体を言ってるようなものだと思うけど──！）

　語るに落ちるとはこのことだ。でもやっぱり嬉しいので、余計なことは言わない。




　一方、英ひで人とは事態の急展開に戸と惑まどいながらも、ダークネスエデンたちを見つめていた。

（あ、あの言い方だと……やっぱり、蔵くら園そのさんがイヴル……なのかな。いや、それよりも）

　実感するのは、二か月ほど彼らと戦ってきた者だからこそわかる、奇き妙みような信しん頼らい感だった。

（奴らは悪党だ。でも暴力を普ふ通つうの人に向けたり、利益のために暴れたりはしなかった）

　彼らを『美しい』とは言えない。だが英人自身だけでなく、多くの人々を裏切った佐藤や、ヘカトンケイルの構成員たちよりは、ずっと理解できる存在のように思えた。




「チッ……！　老いぼれどもが、調子に乗りやがって！」

　吐はき捨すてるように言うと、佐藤は周囲の部下たちに命じた。

「てめえら、何をボーっとしてる！　撃うて、撃ち殺せ!!」

「おおっと、そうはさせない。──インフェルノくん！」

「はい……！」

　ヘカトンケイルの男たちが銃じゆうを構えるが早いか、インフェルノが笛を吹ふくと、戦闘員たちが一いつ斉せいにダークネスエデンたちを守るように躍おどりでる。そして戦闘員たちの肌はだに、無数の銃じゆう弾だんが食くい込こみ──しかしそれらは、瞬しゆん時じに彼らの体内に吸収される。

『カイカイ！』

『カユイ、カユイ！　アハハハハ！』

　戦闘員たちは無む邪じや気きに笑う。その光景はどう見ても異様で、男たちに動揺が広がった。

「……フフッ……驚いたか。タウマゼインにいくら殴なぐられても平気なように、衝しよう撃げき吸収能力をつけたんだ。おまけに鉄分も補給して、いい肥料になったよ……！」

「今度はこちらの番ですわ。腰こしを抜ぬかしている場合ではありませんわよ、駄豚ども!!」

　戦闘員たちの囲みから飛び出たタナトスが、持っている蛇じや腹ばら剣けんを振ふり回まわす。関節状に分かれて繫つながっている刃やいばは鞭むちのように長く伸のび、突とつ出しゆつした敵たちを何人も薙なぎ倒たおす。

「ご安心あそばせ。この剣、刃はないんですの」

「くそっ、怯ひるむな！　撃て！　あの女を狙ねらえ！」

「ハッ、そうはさせるかっての！」

　テンペストが両手を広げ、顔の前で交差させるように振り回す。するとそれに呼応して巻き起こった風が、二十トン程度はありそうなコンテナを宙に持ち上げ、自分たちを守る盾たてかつ殴りつける拳こぶしのように振り回しはじめる。

「おらああああっ、近づいたらマジで危ねえぞー!!」

　クレーンで持ち上げられるべき重量の物体が、まるで木の葉のように風に舞まい、空を切り裂さいて宙を動き回っている。あまりに人じん智ちを超こえた状じよう況きように、男たちは完全に戦意を失っている。──当然だ。ヘカトンケイルたちも、こんな超ちよう常じよう現象は初めて見たのだろう。

「す、すごい！　あいつ、あんなことができたのか」

　顔だけ覗かせて伊吹と一いつ緒しよに事態を見守っているタウマゼインが、驚きよう嘆たんの声をあげる。

　伊吹も実は驚いていた。

（翔ったら──やればできるんじゃないの。見直した）

　祖父からの技わざは、彼の代になって失われたわけではなかったのだ。──そして。

「……よし、行けみんな！　乱暴者を懲こらしめてやれ！」

『ハーイ！』

　インフェルノの号令に合わせて、戦闘員たちが前進し、ヘカトンケイルの男たちを捕つかまえては片かたっ端ぱしから投げていく。超生物の剛ごう腕わんによって冷たい地面に叩たたきつけられた彼らは、なすすべもなく悶もん絶ぜつした。

「あら、本当に駄豚ですわね。骨がなさすぎて、いたぶり甲が斐いもありませんわ！」

「はいはい、ごめんね。ちょっと通りますよ」

　さらに男たちはタナトスの蛇腹剣を食らい、そして気配を殺して近づいてきたジャガーノートの手製の電磁手しゆ榴りゆう弾だんを懐ふところに投なげ込こまれて気絶していく。

「ごめんねー、ビリビリするからごめんねー。……まあ、我らの大切なお嬢様を傷つけようとした罪がこの程度で贖あがなえるのだから、むしろ狂きよう喜き乱らん舞ぶするがよいと思うよ？」

　ジャガーノートの低い呟きは、男たちの耳には届かない。やがて完全に戦意喪そう失しつしたヘカトンケイルの男たちは銃じゆう器きを捨て、一目散に逃にげはじめる。もはや伊吹たちがいる方向に来る者は誰だれもおらず、ただそこに残されたのは──佐藤、ただ一人だった。

「チッ……給料泥どろ棒ぼうどもが」

　もはや部下たちが一人もいなくなった埠頭で、テンペストがドスンとコンテナを地面に下ろすのと同時に、佐藤はジャガーノートを見やった。それを確かく認にんして、伊吹は呟く。

「──今ね。行きましょう、タウマゼインさん」

「えっ……いや、どこに？　今のうちに逃げる、とか？」

「いいえ。──いえ、似たようなものだけど」

　言いつつこちらが移動すると、驚きながらも、タウマゼインはついてきてくれた。

（やっぱりこの人、いい人ね）

　そう思いながら、ジャガーノートと佐藤が睨にらみ合あっている場所のすぐ近くまで、足音を殺して近づいていく。その間にも、佐藤は──先ほどタウマゼインに蹴けり上げられた時に怪け我がをしたのだろう、口の中の血をアスファルトに吐き捨ててから、おもむろに言う。

「ああ、くそ、これまでは通信機を通してだったからな。……こうして間近で見て、直接ムカつく喋しやべり口を聞くと、やっぱり実感できる」

「うん？　何を言い出すのかね、君は？」

「ハッ、わからないか。……無理もない。この顔じゃあな」

　ジャガーノートに対し、佐藤はそう言うと──突とつ然ぜん自分の顎あごの皮ひ膚ふを摑み、引ひき剝はがす。

「うげげげげ!?」

　テンペストが思わず素すに返って悲鳴をあげている。──だが、それは佐藤の実の皮膚ではなかった。彼が剝がしたのはどうやらフェイスマスク。精せい巧こうな人工皮膚で作られた、変装用の顔だった。──そして、現れたその素す顔がおは。

「なっ……!?」

　初めて、ジャガーノートに動揺が浮うかんだ。同じくテンペストやタナトス、インフェルノも、驚愕している。現れた佐藤の顔は──ジャガーノートそっくりだった。いや、正確にはジャガーノートを数十歳さい若返らせたような顔、というべきか。

「お前はっ……もしや、丈ジヨウ司ジなのか……!?」

　ジャガーノートが問いかけると、佐藤もとい丈司は嫌けん悪お感たっぷりに語る。

「『本物の悪を捜さがしに行く』なんて言って母親ババアと別れた糞クソ父親ジジイと──こんなところで会うとはな。いや、タウマゼインが戦っている時から思っていたよ、『まさか』ってな。あの神経に障さわる声こわ音ね、いやらしい爆ばく弾だん作りの才能──昔と変わらねえ」

「フン、わたくしもガッカリしたよ。実の息子むすこが、就職に失敗して小悪党になっていようとはね？　せめて大だい統とう領りよう補ほ佐さ官かんか、ウォール街がいの覇は者しやにでもなってればいいものを」

「ほざけ！」

　辺りの空気が震ふるえるほどの大声で、悪の息子は叫んだ。ジャガーノートの援えん護ごに入ろうとテンペストとタナトスが動くと、それをジャガーノート自身が止める。

「息子の不始末だ。わたくしがケリをつけるとも」

「上等だ、ジジイ。てめえが姿を消してから俺おれが身につけた技、目に焼きつけて死ね！」

　目にも留まらぬほどの速さで、彼が懐に手を突つっ込こみ──その刹せつ那な。

「ギャアッ!?」

　悲鳴をあげたのは、しかし、丈司のほうだった。彼は短い叫びの後、ばったりと地面に倒たおれ伏ふす。そして、その背後に立っていたのは──

「──あら。いい声ね」

　左手で口元を軽く押おさえ、スタンガンを右手に構えたままの、伊吹だった。

　二人がくっちゃべっている間に、こっそり後ろに回り込こんだのだ。

「……ヒッ……!?」

「う、うわああ……せっかくの親子対決だったのに。相変わらずえげつねえなあ……」

　インフェルノが腰を抜かし、テンペストがドン引きするなか、タナトスはホッとしたように胸の前で手を組み、そしてジャガーノートは──

「うおっ、おっ、ぅお嬢様ぁあああああああ!!」

　絶ぜつ叫きようするが早いか、こちらに向かって突とつ進しんしてきた。

「おぜうさまあっ、なんて強く麗しい方なのかっ！　どうかお許しくだされ！　不ふ肖しようこのわたくしはっ、あなた様の身を危険に晒さらしてしまいましたあああ！　罪はいかようにも」

「黙って」

「ギャッ」

　そっと額にスタンガンを押おし当あてられたジャガーノートは、息子と同じく、その場に倒れた。そうして倒れた二人を見下ろし、細く息を吐はきながら、肩にかかった髪かみを搔かき上あげた伊吹は──さっきから横で事の推移を見守っていたタウマゼインに、静かに言う。

「突然飛びかかってこられたから──びっくりして、つい？」

「なっ、なるほど！　それは仕方がないよな」

「オイ！　それでいいのか、タウマゼイン!?」

　テンペストが突っ込むが、ヒーローはいかにも納なつ得とくしたようにうんうん頷うなずいている。




（蔵園さん──一いち撃げきで佐藤さんを鎮しずめるなんて。冷静なだけじゃなく、なんて強いんだ！）

　英人は心から尊敬の念を抱だいた。

（それにこんな状況、混乱するのも無理はないことだ。……きっとダークネスエデンたちが前にイヴル様が電でん撃げきを云うん々ぬん言っていたのも、悪事を止めようとした蔵園さんが仕方なしにやった行こう為いを、わざと大げさに言っていたのに違いない!!）

　必ずしもそれだけではないということを彼に指し摘てきできる者は、誰もいなかった。




「ク、ククク……」

　──しかし。

「か、勘違いするなよ……馬鹿ども……」

　地面に倒れたままで、丈司が笑う。

「俺が無策で、てめえらに顔を晒したと思うか。時間を……稼かせいだんだよ……！」

「何っ!?」

　タウマゼインが驚きの声を発したと同時に、コンテナの一部が、唐とう突とつに爆ばく発はつした。

「なっ……!?」

「ハ、ハハハハハハ！」

　丈司は、掠かすれた笑い声をあげる。

「驚いたか。この埠頭には、俺が無数の」

「そう。爆ばく薬やくが仕し掛かけてある。しかも時限式のものが、大量に」

　淡たん々たんと、丈司の言葉を取り上げて伊吹は言う。

「発破技士の資格を持っているから、わかる。そうね、制限時間はあと十分かしら」

「何それ、超ヤベえじゃん!?　早く逃げねえと！」

「ハハハッ、そうはさせるか！　ヘカトンケイルは大組織なんだよ!!」

　テンペストを嘲ちよう笑しようするように言う丈司の言葉に合わせて、埠頭の向こうからわらわらと、多数の男たちがやって来る。どうやら新たに呼ばれたようだが──彼らは、ここに爆薬が仕掛けられていることを知っているのだろうか？　いや、考えている暇はない。

「ハハハハハ、逃にげ切きれるか!?　無理だろうなあ、てめ」

「黙って」

（もう聞きたいことは聞けたし）

　無む慈じ悲ひに振り下ろされた二発目のスタンガンは、今度こそ丈司を完全沈ちん黙もくさせた。

　だが、向かってくる男たちが止まる気配はない。

「くっそー……仕方ねえ。オイ、タウマゼイン！」

　テンペストが忌いま々いましそうに言う。

「てめえはおじょ……じゃなかった、その人質を連れて逃げな！　オレたちがここで、あいつらを食い止めるからよ！」

「えっ……」

　タウマゼインは戸惑いの声を発した。

「そんな、駄だ目めだ！　いくら悪の組織とはいえ、お前たちを置いて自分は逃げるなんて。ここは蔵園さんにだけ逃げてもらって、俺も一緒に」

「馬鹿なことを仰おつしやるのね、タウマゼイン？　市民を助けるのがあなたのお仕事でしてよ」

　蛇腹剣を構え、タナトスも言った。

「私たちは、あなたに借りを作るなどごめんですわ。さっさとお行きなさいな」

「……い、一応敵同士ですけど……フフッ……そういう仕事はヒーローに任せますよ……」

「お、お前たち……！」

　インフェルノたちからの言葉に、やや感動したようにタウマゼインが身を震わせている。

　伊吹はそっと彼の銀色の肩に手をかけ、声をかけた。

「タウマゼインさん、行きましょう。この人たちなら大だい丈じよう夫ぶ、必ず逃げ出せるから」

　確かな信頼と共にそう言うと、目線だけでテンペストたちに言う。

（──必ず帰ってきて）

　その言葉は、どうやら伝わったらしい。テンペストたちが深く頷くと同時に、伊吹はある場所に向かって駆かけ出した。タウマゼインが急いでそれを追う。

「蔵園さんっ、逃げるってどっちに……街はあっちの方角だけど!?」

「走って逃げていたら、爆発に巻まき込こまれる。それより早くここを離はなれる方法がある」

　──コンテナの陰に隠かくれた時から、それらしきものは既すでに見つけていた。

　埠頭にはよく停とまっている、海には付き物のアレだ。

「あった。モーターボート」

「ボート!?」

　素す早ばやく船に接近すると、伊吹はひらりとそれに飛び乗る。

「エンジンは──大丈夫、この型ならピッキングできる。本当は犯罪だけれど、今は命の危険が迫っているから、刑けい法ほう上の緊きん急きゆう避ひ難なんということで許してほしい」

「いや、それよりも操縦は……そうか。蔵園さんは、免めん許きよを持っているって言ってたね」

「ええ」

　ヘアピンでピッキングしながら、なんとなしに頷き──

「あら。私、あなたに話したかしら。そんなこと」

「えっ!?　ああいや、ダークネスエデンたちが言ってたから」

「そう──」

（あまり外で私の話題を持ち出させないようにしないと）

　改めてそう思いつつ、伊吹はボートのエンジンをかけた。──問題ない！

「さあ、あなたも乗って。これからなるべく早く、岸から離れないと」

「わかった！」

　タウマゼインがボートに乗ると、彼のスーツはかなりの重量があるのか、ぐらりと船が揺ゆれた。しかし出航に支障はなく、伊吹の操そう舵だで、ボートは無事に埠頭から離れていく。

（よし。これなら逃げ切れる）

　振ふり返かえり、みるみるうちに小さくなっていく埠頭を見ながら、そっと安心した。




　英人もまた、遠くなっていく埠頭を見ていた。

（蔵園さん……本当に、なんでもできるんだな）

　スーツを着装して敵と戦うことはできても、それ以外のことは普通の高校生レベルのことしかできない自分自身が、もどかしくなってしまう。

（生きて戻もどったら──そうしたら、イヴルとかそうでないとかは関係ない。蔵園さんを守るために、俺はもっともっと、精神的にも強くならないと！）

　心の中で、強く決意を固める英人。────しかし、その時だった。

　瞬しゆん間かん的に巻き起こったのは、白い閃せん光こうと爆ばく音おん。そして、噴ふき上あげるような熱。

「っ──！」

　爆発だ。ごく小規模の、しかし、ボートの真下から────!?

（船底に仕掛けられていたんだ！　くそ、俺が確認していれば──！）

　後こう悔かいの念に囚とらわれながら、伊吹のほうを急いで見やる。幸運なことに、彼かの女じよは爆ばく風ふうに軽く煽あおられただけで、怪我はしていないようだ。──だが。

「くっ……！」

　ボートは爆発に耐たえきれず、真っ二つに裂さけていく。さらに悪いことには、英人の耳元で、甲かん高だかい電子音が鳴りはじめた。

（これは、故障のサイン……！）

　そうだ──前に研究所の廊ろう下かですれ違ちがった時に、父が言っていた。

　──いくらタウマゼインの装そう甲こうでも、至近距きよ離りの爆発は防げないんだぞ──

（ああ。やっぱり父さんは、俺を心配してくれていたんだな）

　英人は頭の片かた隅すみでそう考えながら、伊吹に向かって手を伸ばす。彼女もまたこちらに向かって手を伸ばそうとした。けれど残ざん酷こくにも船底はめりめりと音を立てて裂けていき──

　そして、指と指が触ふれ合あおうとしたその瞬間に──二回目の爆発が起こった。

「うわああっ!?」

「きゃっ──」

　悲鳴と共に、二人は──バラバラになったボートの破は片へんごと、海に投げ出された。




「ぶはっ……！」

　壊こわれたスーツは、ただの金属の塊かたまりと同じだ。英人は必死にもがきながら海上に顔を出すと、懸けん命めいに伊吹の姿を捜した。

「蔵園さん……！　蔵園……あっ！」

　そして、安堵する。伊吹はきちんと、近くで立ち泳ぎしていた。そのすぐ横には、ボートの残ざん骸がいと一緒にオレンジ色の物体──つまり、救きゆう命めい胴どう衣いが浮いていた。どうやら、元からモーターボートに積まれていたもののようだ。

（よかった……あれを着れば、蔵園さんは助かる！）

　そう、英人は本当にほっとしたのだ。




　そして伊吹もまた、海上に見えた銀色の輝かがやきに安心していた。

（よかった、上がってきてくれた）

　火傷やけどはないものの、海水を吸った制服が重い。海面に叩きつけられた衝撃もかなりのものだった。小物にしてやられたのは癪しやくな話だけれども──体力は、正直限界を迎むかえている。

　そこへ、静かに流れついてきたのは救命胴衣。──運がいい、心からそう思った。

　伊吹は救命胴衣に手を伸ばすと──

「はい、タウマゼインさん」

　それを、躊ちゆう躇ちよなくヒーローに対し投げつけた。

「なっ……!?」

　タウマゼインは、ひどく動揺をみせる。

「くっ、蔵園さん!?　何をするんだ、これは君の……」

「それは、あなたが使って」

　きっぱりと、そう告げた。

「今この状況で、まっさきに溺おぼれそうなのは私ではなく、あなた。スーツが故障したんでしょう。それならあなたは今、金属製の重しを付けて泳いでいるのと同じなはず」

「な……何を……」

　タウマゼインの声は震えている。

「何を言っているんだ、君は！　君が助からなければ、意味がないんだ!!」

「あら。──それは、私も同じよ」

　喋っているのに、意識が途と絶だえそうになる。これは、よくない。

「私一人が──生き残っても、たかが知れてる。それより、あなたは──正義の、ヒーローだから。あなたが生き残るほうが、世の中のためになるのは、明らかだもの」

「そんな……そんなことがあるもんか！　待ってくれ、君も助ける！」

　さっきからこちらに近づこうともがいているタウマゼインは、さらに必死に水を搔かいている。その懸命な行動は、どこか、光みつ嶋しま英人の姿を思い起こさせた。

（ああ──光嶋くん。あなたと、もっと話したいことがあったんだけど）

　──悪の組織に生まれ落ちた。自分の生きる環かん境きようが他と違うと認にん識しきしたその時から、平へい凡ぼんで堅けん実じつな人生に憧あこがれて──でも心のどこかでは、まともに生きられるはずがない、なんて、冷めた自分の声もたまに聞こえてきていた。

　だから、たとえここで死ぬとしても悔くいは──一つしか、ない。

「ねえ、タウマゼインさん」

　ゆえに、ヒーローに託たくすことにした。

「生きて戻ったら、どうか、光嶋英人に伝えて。栄えい駿しゆん高校の、生徒会長に──」

　タウマゼインがびくりと反応した、気がする。

「『蔵園伊吹は、あなたのことが』──『好きだった』──って」

「────!!」

　──タウマゼインが何か叫んでいる。彼の手が、こちらに向かって伸ばされている。

　でもそれを聞くことも、見ることもできない。眠ねむい。身体からだから力が抜けていく──

（ああ。そういえば、あの写真。光嶋くんと一緒に、船の上で撮とった写真）

　──もっと笑顔で写れたら、よかったのに。

　そう思ったのを最後に、伊吹の意識は、ぷつりと途と絶だえた。
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「蔵くら園そのさん!!」

　英ひで人とは思い切り手を伸のばし、彼かの女じよの名を呼んだ。

　だが静かに瞼まぶたを閉じ、力ちから尽つきた伊い吹ぶきの青白い顔は、徐じよ々じよに波間に消えていく。

「駄だ目めだ……駄目だっ、そんなの！」

　もがきながら、届かない言葉だとは自覚しながら、英人は叫さけばずにはいられなかった。

　彼女は、なんて言っていた？　そうだ。

『蔵園伊吹は、あなたのことが好きだった』と──そう言い残して、沈しずんでいった。

（蔵園さん……俺おれはまだ答えを──君に答えを伝えられていないのに！）

　いくら水を搔かいても、金属製のボディは浮ふ力りよくを拒きよ絶ぜつし、とても前に進めそうにない。

　たとえ彼女を救うためにこのまま潜もぐったとしても、スーツが機能のほとんどを失った今は、酸素の供給がおぼつかず、伊吹も英人も死ぬことになるだろう。

　彼女が投なげ渡わたしてくれた救きゆう命めい胴どう衣いはたった一つ、今もすぐそばの海面に浮ういている。

　絶望とパニックに襲おそわれそうになる。彼女の黒くろ髪かみが水みな面もに浮かび、そして、ついにその毛先すら沈んでいってしまう、その時に──

（──そうだ！）

　暴れそうな心を必死に抑えつけた時、英人は、はっきりと自覚した。

　そう──今だ。彼女を守るヒーローになるのは。彼女を救える人間は、今、ここに自分しかいないのだから。そして、誰だれよりも何よりもかけがえのない存在を──

（失うわけにはいかない。絶対に死なせたりしない。俺は負けない──蔵園さんのように戦うんだ。特別な力がなくたってヒーローになれるって、彼女も言ってたじゃないか！）

　決意と共に、頭がどんどん冴さえていくのを感じた。

（助けるには、こうするしかない……！）

　閃ひらめいたアイディアのままに、英人はまず、大きく息を吸った。

　それから──わざと抵てい抗こうをやめた。すると当然、身体からだは海に沈んでいく。

　ごぼごぼという水の音と、夜よ闇やみのせいで四方八方を漆しつ黒こくで満たされた海中で、英人は故障したままのスーツの、両りよう脇わきの下したと後頭部、そして右みぎ脚あしの付け根にあるロックを──スーツの着装時に、英人が自分の意思で触さわることでしか作動しないそれを、順番に外す。

　瞬しゆん間かん、スーツは自動的にばらばらになり、身体から離はなれていく。

　纏まとうのはアンダーウェアとして着ていた白いシャツと簡素なズボンだけになり、身体が途と端たんに軽くなるのを感じつつ、英人は、海底へと沈みゆく銀色の光に少しだけ目をやった。

（今までありがとう、タウマゼイン）

　心の中で、これまでずっと一いつ緒しよに戦ってきたヒーローの『殻から』に感謝を告げた。

　それから英人は、懸けん命めいに、前方に向かって海中で水を搔く。

（暗くて、よく見えない……！　くそっ、でもまだ、この辺りにいるはず！）

　大きく搔いたその指の先に、何か、柔やわらかなものが触ふれた。

（いた！）

　伊吹だ、間ま違ちがいない！　柔らかく細い身体を、英人は必死に腕うでの中にたぐり寄せる。そして抱だきかかえた彼女を離さないように力を籠こめ、明かりの見える海上へと泳いだ。

「──ぷはっ！」

　水面から顔を出すと、新しん鮮せんな空気が一気に肺を満みたす。

　月明りが照らす下、急いで腕の中の伊吹を見やると、彼女は──未まだ目を閉じていた。

「蔵園さん！」

（……駄だ目めだ、気絶してる！）

　顔色も相変わらず青白い。──このままでは、死んでしまう！

「っ……絶対に死なせるもんか！」

　救命胴衣を、英人は、伊吹の身体に巻きつけた。それから彼女の後方に回り、その脇の下を自分の左手でしっかり摑つかむと、右手で水を搔き、海岸に向かって必死に泳ぎはじめる。

　──岸は遠い。軽装とはいえ水を吸った衣服が、だんだん重くなって身体に張りついてくる。けれど英人は、それを辛つらいとは思わなかった。ただ、左手で感じる温ぬくもりを──心から大切に思っている存在を、失いたくない。その気持ちだけに突つき動うごかされていた。

　まるで胸むねの奥おく底そこから滾こん々こんと力が湧わいてきて、全身を巡めぐって溢あふれでてくるようだった。

　やがて十数分も泳いだ頃ころ、ようやく英人は伊吹と共に、海岸へと辿たどり着ついた。周りには他に誰もいない。英人はまず伊吹の救命胴衣を外すと、地面に横たわらせた。

「蔵園さん……蔵園さん！　起きて！　目を覚ましてくれ!!」

　彼女の瞼は、固く閉ざされたままだ。頰ほおに、軽く触れてみる────異様に冷たい。

「まさか」

　その首筋に手を触れる。脈は──あると思う。でも、彼女の胸がまったく動いていない。

　呼吸を、していない──!?

「そんなっ……！」

　最悪の想像が瞬しゆん時じに頭を駆かけ巡めぐる。けれど、それに抗あらがうように頭を横に振ふった。

（駄目だ、死なせるもんか！）

　何度目かになる言葉をもう一度、心の中で呟つぶやく。それから英人は彼女の顎あごを上げて気道を確保すると、胸の真ん中に手を置いて、急いで心臓マッサージを始めた。

（タウマゼインの訓練で習ったんだ──急げばまだ、助けることができる！）

　だが幾いく度どか心臓を押したところで、伊吹は息を吹ふき返かえさない。

「っ……！」

　──やはり、駄目なのか。絶望が再び頭をもたげた。だが、諦あきらめない。諦められない。命を賭かけて自分を救ってくれようとした伊吹の命を、自分が諦めてしまってどうする。

　諦めたりなんてしない！

（蔵園さん……！）

　心の中で呼びかけながら、英人は大きく息を吸った。そして。

（戻もどってきてくれ、蔵園さん！）

　──唇くちびるを重ねて、祈いのる気持ちで息を吹ふき込こむ。

　自分の酸素が全部なくなってしまったって構わない。だから、どうか伊吹の命を──！

　目を閉じ、そのまましばし、英人は触れた唇に彼女の温もりが戻ってくることを祈った。

　すると──

「っ、ごほっ──！」

　重なっていた唇から、水が溢れる。

「あっ……！」

　英人が身を引ひき離はなすと、伊吹がげほげほと水を吐はき出だし、それから──その瞼が開いた。

「──！」

　横たわったまま、彼女の視線が、まっすぐにこちらを射る。

「光みつ嶋しまくん──？」

「蔵園さん！」

　再び彼女の声を聞けた。それが、嬉うれしくてたまらない。英人は喜びをすべて表すような笑え顔がおを浮かべて、目覚めた彼女を見つめた。




　一方、伊吹は──ずっと、変な長い夢を見ていたような気がするが──暗くら闇やみから引ひき戻もどされるように意識が回復した時、まず感じたのは自分の唇に触れる、何かとても温かで、しっとりとした存在だった。それから、喉のどの中に溜たまっていた不ふ愉ゆ快かいな水を盛せい大だいに吐き出す。そして、目を開けた時に見えたものは──

「光嶋くん──？」

　呼びかけた途端、不安そうだった彼かれの表情が、まるで太陽が東の空に昇のぼっていくかのように、ぱあっと明るくなっていく。

「蔵園さん！」

　返事をしてくれた英人の笑顔は本当に眩しくて、思わず状じよう況きようも忘れて見とれてしまうほどだった。正常な鼓こ動どうを取とり戻もどしたはずの心臓が、今度はどきどきと音を立てはじめる。

　けれどその時、自分の身体だけでなく、彼の身体までもびしょびしょに濡ぬれていることに気づいた。そう、それにタウマゼインは──いったい、どこに行ったのだろう？

「光嶋くん──あなたが、私を助けてくれたの」

「あ、ああ！　タウマゼインは行ってしまったよ。君のこと、よろしくって。それより」

　英人は頰を赤く染め、わずかに視線を逸そらしながら、続けて述べた。

「君が助かって、本当によかった。君が死んでしまったら、どうしようかと思った」

「そう。──心配かけて、ごめんなさい」

「そんな、謝あやまらないで！　俺は……俺のほうこそ、君には色々と迷めい惑わくをかけたから」

　英人は悄しよう然ぜんとして言った。でも、迷惑だなんてとんでもない。

　──きっと英人は、わざわざ水に飛とび込こんで自分を救ってくれたのだ。伊吹は、英人の素す晴ばらしさに改めて尊敬の念を強くした。そして、もちろん。尊敬だけでなく──

（もう一度、あなたの笑顔を見られたことが。それが、こんなに嬉しいなんて）

　死ぬ時に後こう悔かいしたのは、もう英人に会えないことだった。けれど他でもない彼自身のお蔭かげで、その後悔を覆くつがえすことができた。それが本当に、何よりも幸せだ。──だから。

「光嶋くん」

　穏おだやかに呼びかけて、彼にこちらを向いてもらう。そして、こちらの言葉を待っている彼の目をじっと見つめたまま、伊吹はゆっくりと半身を起こした。

「さっきは──助けてくれて、本当にありがとう。あなたは、私の命の恩人ね」

「そんな……！」

　照れたように、なぜか自身の唇を指で押さえている彼に対し、もう一度──感謝を告げる。心臓は早はや鐘がねのように打っているけれど、でも、決して言い間違えたりなどしないように、ゆっくりと。ありったけの想おもいを籠めて。

「ありがとう。私のヒーロー。──大好きよ、光嶋くん」




　告げた時──伊吹自身は、気づかなかった。想いを伝えた彼女は、まるで夏の爽さわやかな風のように、明るく涼すずやかで、そして美しい、最高の笑顔を浮かべていた、ということを。

　そして初めて見た伊吹の笑顔は──一いつ瞬しゆんにして、英人の心の奥おく底そこに焼きついた。

（ああ、そうか──）

　強く実感する。

（『綺き麗れいだ』って言葉は──この時のためにあったんだな）

　それに、なんだって────そうだ！　伊吹はもう一度、告白してくれたのだ。




「あっ……！」

　その瞬間、目を大きく見開いた英人の顔が、熟うれたトマトのように真っ赤になっていく。

　耳まで赤くした彼は、思い切り俯うつむいた。それから意を決した様子で、顔を上げる。

「あっ、あ、あ、ありがとう、蔵園さん。俺も……俺も、君のことが……好き、だよ」

「──！」

　たどたどしくも、はっきりと告げられたその言葉を聞いたら、まるで、視界全体が光でいっぱいになったように感じた。身体に纏わりつく疲ひ労ろうも、水の冷たさもすっかりどこかに消えて、今はただ、英人と二人きりで座っているこの場所が楽園のように思える。

「よかった──！」

　伊吹はなおも、自覚しないままにっこりと微笑ほほえみ──そして。

「あら。でも、なぜかしら」

　その笑顔が、再び普ふ段だんの無表情に戻る。

「私、タウマゼインさんにちゃんと『光嶋くんに伝えて』と言っておいたはずなのに。あの人、あなたに何も伝えずにどこかに行ってしまったの？」

「えっ!?　あ、いや、どうだったかなあ……い、忙いそがしそうだったし……」

「そう、忙しいなら仕方ない。でも──ヒーローなのに、約束を破ることもあるのね」

「あああ、その、ええと……！　あっ、ほら！　あっちを見て、蔵園さん！」

　何かごまかすように、英人は空を指さした。彼の指の示す先を見ると、そこにはヘリコプターが見えた。月明りに照らされたそれは、警察のものであるとわかる。

「あっ──助けがきたのね」

「うん！　これで俺も君も、無事に家に帰れるよ！」

　英人は勢いよく立ち上がり、ヘリコプターに向かって思い切り両りよう腕うでを振った。

　真っ白なシャツを纏った彼の姿は、暗闇でも目立つのだろう。ヘリコプターの中から合図するようにチカチカと光が瞬またたいた後、その飛行音がだんだんとこちらに近づいてくる。

「──光嶋くん」

　伊吹はゆっくりと立ち上がると、彼の眼前に進んで、言った。

「あの。ヘリコプターに乗る前に、一つ、お願いがあるんだけど」

「えっ。ああ、何かな」

「その。あなたが嫌いやだったら、言ってくれればいいのだけど」

　ごほん、と喉を軽く鳴らしてから、続きを述べる。

「さっきは──完全に目が覚める前で、よくわからなかったから。もう一度あなたにキスしたいんだけど、構わないかしら」

「えええっ!?」

　英人はこちらを見み据すえたまま、また顔を真っ赤に染める。でもややあってから、頷うなずいた。

「うん、い、いいよ。でも俺」

「ありがとう」

　彼は戸と惑まどっているけれど、でも了りよう承しようしてくれたし、それにヘリコプターがどんどん近づいてきてしまっている。伊吹は少しだけ背せ伸のびして、それから、英人の唇にキスをした。
















　──柔らかで、温かい。こんなに幸せなことは、他にない。と、心の底から思った。

　すると背に、英人の手がゆっくりと回される。力が籠こもり、ぎゅっと抱だき締しめられた。

「……蔵園さん」

　唇が離れ、耳元で、英人の優やさしく、静かな囁ささやきが聞こえる。

「大好きだよ。君のことが、これからも……ずっと」

　もう一度、今度は流れるように甘あまく、彼の言葉が耳に届く。それに応えるために、伊吹は強く彼を抱き締めかえした。それから、警察のヘリコプターが迎むかえにやってくるまで──二人は固く、抱き締めあっていたのだった。




　そして──二時間後。

「ただいま」

（株）蔵園珈琲コーヒーの秘密地下空間のドアを開けた伊吹の目に飛び込んできたのは、不安げな顔を突つき合あわせている不知火しらぬい、翔しよう、土ど濃の塚づか、垂水たるみたちで────

「あっ……あああ、お、お嬢じよう様さま……っ！」

「お嬢っ！」

「伊吹お嬢様……よかった！」

「……あっ……ファッ、あっ、い、生きてた……！」

　四人が四様に喜びを表すと、こちらに駆かけ寄よってくる。最速は、もちろん不知火だ。

「お嬢様ぁあああーッ！　よかったっ、本当によかったですぞ！　あの後埠ふ頭とうも大爆ばく発はつして、わたくしどもはそれでも奇き跡せきの大脱だつ出しゆつをしてですな！　いやそんなことはどうでもよろしい。あなた様がご無事なだけで……それが最高の幸せですぞおおお！」

　思い切り抱だき着つかれ、それから頰を高速で頰ほお擦ずりされる。髭ひげが痛い。普段なら突つき飛とばしているかもしれないけれど、今日は嬉しいから、されるがままにしておいた。

「ちくしょう、オレは信じてたぜ。お嬢は絶対死んでないって！　グスッ」

「お嬢様！　予告通り、今日は馬ば刺さしをいっぱい食べてくださいね」

「……お、お蔭さまで戦せん闘とう員たちも無事で……フフッ……い、一件落着ですね」

「ええ、一件落着ね。──でも、その前に」

　伊吹は穏やかに不知火から身を離す。そして、警察で手配してもらった服のポケットから、スタンガンを取り出した。──安心安全の国産で、耐たい水すい性もばっちりなのだ。

「えっ」

　四人が、きょとんとした顔をする。

「あのう……お、お嬢様？　な、なぜにこのめでたい席に似つかわしくない物ぶつ騒そうな代しろ物ものをお持ちなのですかな？　ほれ、危ないですからポイ！　ポイしちゃってくださいですぞ？」

「めでたい席なのは認めるけれど、それはそれ。不知火さん、あなた、何か忘れていない」

　淡たん々たんとそう告げて、スタンガンのスイッチを入れる。

「あの佐さ藤とう──いえ、丈ジヨウ司ジとかいう男。彼が元げん凶きようで、しかも、あなたの息子むすこよね」

「は、はひっ！　確かにそうですけどお、でもあいつ成人してますし、グレたのはあいつを引き取った母親の責任で、わたくしめのせいではございませんですぞ！」

「でも、あなた──言ったわよね」

　埠頭で、丈司と睨にらみ合あっていた時に。

「『息子の不始末だ。わたくしがケリをつける』って」

「そ、そりは…………あああ待ってくだされ、わたくし腰こしの調子、うぉっ、アーッ!!」

　──こうして。事件は本当に、幕を閉じたのだった。

　後でわかったことだが、今回の事件はすべて、タウマゼインプロジェクトを狙ねらったヘカトンケイルの仕業ということになったそうだ。監かん禁きんされていた研究所の人たちは、全員無事に解放され──しかしダークネスエデンの存在は、またしても表社会には出なかった。

　丈司はあの場で気絶しているところを警察に逮たい捕ほされ、他の構成員たちも次々と捕つかまり、海外にあるヘカトンケイル本部にも、捜そう査さの手が届きはじめているのだという。




　そして──時は流れ、二学期の終業式の日。式が終わって、間もない頃。

「お嬢ーっ！　悪いけど、マジでお願い！　オレと一緒に、羽田空港まで来てくれ！」

　生徒会室が開けられるや否いなや、翔の慌あわてた声が響ひびく。さっき全校生徒の前で挨あい拶さつを終えたばかりの英人を、役員たちと一緒に労ねぎらっていた伊吹は、あからさまに嫌な顔をした。

「嫌よ」

「嫌な顔で嫌だと断るって、そりゃないだろお嬢！　てか、またメッセージ見てねえの？　大事なのが入ってただろ──オレたちの『ボス』から！」

「ボス──？」

　眉まゆを顰ひそめて首を傾かしげてから、ああ、と理解した。

「もしかして、お父さんから？」

「そうだよ、お嬢のとーちゃんだよ！　父親のメッセージなのにわかんなかったのかよ」

「気づかなかった。いきなり『パパだお☆』とか送られてきたから、スパムかと思って」

「またブロックしたの!?　絶対ボス泣いてるパターンじゃん、嫌だぞオレ！」

　翔は抗こう議ぎしているが、正直、あまり行きたくない。父親は不知火よりも数倍うざったい性格で、大切に思ってくれているのは嬉しいけれど、すぐ泣くし、すぐ調子に乗る。

（行ったら泣くだろうし、でも、行かなければ行かないでずっと泣くだろうし）

　そう思っていると、英人がぽん、とこちらの肩かたに手を置いた。

「行ってきなよ、蔵園さん。もう式も終わったし、仕事も残ってないしさ」

「ありがとう、英人くん。でも──」

「あの、ほら。それに、俺もこれ」

　苦笑いを浮かべつつ、彼は自分のスマホをこちらに見せる。内容は見えないものの、通知ランプが点てん滅めつしているから、要するにメッセージが入っているということで──

「光嶋！　お前、もしかしてまた例のバイトか？」

「ごめん山やま口ぐち。いつものことだけど、もう抜ぬけるよ」

「じゃあ蔵園さんも、光嶋くんと一緒に出たら？　後片付けは、あたしたちでできるし」

「そうね──ありがとう、桐きり野のさん」

　生徒会役員のメンバーに送られながら、伊吹と英人、そして翔は、生徒会室を出た。

「翔。あなた、先に行ってくれる」

「えっ？　あー、ハイハイ。でもイチャイチャもほどほどに……あっ、やめてください暴力ちらつかせるのは。くそー、結局全然こういうところは変わんねえんだから……」

　翔が廊ろう下かの向こうに去っていき、伊吹は、改めて英人に向き合った。

「英人くん……また仕事が入るなんて、本当に忙しいのね。アルバイト」

「うん。でもやりがいがある仕事だからね。全然平気だし、むしろ嬉しいよ」




　伊吹に気苦労をかけたくないので、まだ内ない緒しよだが──海中に没ぼつしたタウマゼインに代わる、タウマゼインマークⅡの実装実験は、着々と進んでいる。そして、その運用実験も。




「──でも英人くん、あなたも私のこと、名前で呼んでいいって先週言ったのに」

「えっ!?　ああいや……その。みんなの前で『伊吹』とか言うのは、ちょっと、その」

　言いい淀よどみ、でもこちらにまっすぐに向き直ると、改めて彼は言った。

「じゃあ──伊吹も、気をつけて。また時間が空いたら、今度は、一緒に映画を見たいな」

「ええ、ぜひ行きたい。私、例の体感型のシアターはけっこう好きなの」

　彼の手をそっと握にぎり、静かに言う。

「それに、あなたと一緒だと、どこでも楽しいから。私、いつも幸せな気持ちだもの」

「伊吹──！」

　嬉しそうに名前を呟き、英人もまた、大切な恋こい人びとの手を握り返す。それから伊吹と英人は校舎を出て、それぞれの目的地に向かった。でも二人の心は、いつも一緒だ。

　こうして、英人は恋こいを知ってヒーローとなり──伊吹は大切な『平へい凡ぼん』、つまり、笑顔を手に入れたのだった。
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　こんにちは、西にし台だいもかです。この本をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　この作品は、すれ違いラブコメに色々と自分の趣しゆ味みを混ぜて作りました。特とく撮さつヒーローのイメージとか、コミカルな悪の組そ織しきのドタバタした感じとか、あとフォー●アウトとか……。

　少しでも楽しんでいただければ幸いです。




　せっかくのあとがきのページなので、本編では描びよう写しやしきれなかった設定について書こうと思います（本編内容のネタバレはないです）。

　主人公の伊い吹ぶきは、そのまま「邪じや悪あく」を意味する「イーヴル」から名付けました。あと、「伊吹山」からも名前を採とっています。たぶん彼女の父親は、ヤマトタケルを返り討うちにした伊吹大だい明みよう神じんにあやかって娘を名付けたんだと思います。そういう設定です。

　あと秘密結社・ダークネスエデンについてですが、これは創設者である伊吹の父親が自分の名字から採って名付けました。「蔵くら園その」＝「くら（い）＋園」＝「（暗い）闇やみ＋（楽）園」で、ダークネスエデンです。

　でも英語の文法的には、「ダークエデン」もしくは「ダークネス＆エデン」とか、そんな感じにしないと正しくありません。伊吹は小学校六年生くらいの時にこの事実に気づき、自分の家の仕事を余計に冷さめた目で見るようになってしまいました。

　あと、本編では使用しないので省しよう略りやくしたのですが、土ど濃の塚づかさんの名前は「若わか葉ば」、垂水たるみの名前は「澪みお」です。不知火しらぬいの名前はわかりません。ひょっとすると「不知火」という名字すら偽ぎ名めいの可能性があります。たぶん。

　翔しようはすごい馬ば鹿かですが、伊吹や英ひで人とと同じ高校に通かよえているのは、スポーツ推すい薦せんで特とく待たい生せい扱あつかいを受けているからです。特定の部活に入らずに、助すけっ人とをしています。

　それと英人くんの好きな食べ物はチーズが入ったハンバーグです。彼がイケメンなのに恋愛に免めん疫えきがない理由は、昔は瓶びん底ぞこ眼鏡めがねをかけていたので端はたからはイケメンぶりがよくわからなかったことと、いつも真ま面じ目めに家に帰って勉強ばかりしていたので、全然女子と触ふれ合う機会がなかったからです。

　でも、自分で自分に疑ぎ問もんを呈ていするようですが、本当に眼鏡をかけたらイケメンぶりが隠かくれてしまうものなんでしょうか？

　似合わない眼鏡をかけているからなんとなくダサく見えてしまうとか、そういうことはあるかもしれませんが、イケメンや美女はたとえ眼鏡をかけていたとしても美しいと思います。コンタクトレンズはとても便利ですし、よいものですが、眼鏡には眼鏡のよさもありますよね。

　ほら、煮にたか先生の描いてくださった土濃塚さん、とっても美人ですし！




　今回イラストを担当してくださった煮たか先生、本当にありがとうございました。キャラクターデザインや表紙絵を見るたびに嬉うれしくて、全部ＰＣの壁かべ紙がみにしてました。伊吹の清せい廉れんな眼まな差ざしと、密ひそかにプロポーションがいいところが特に好きです。感かん謝しやします。

　そして担当編集様、今作でもたいへんお世話になりました。たくさんの助言をいただき、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　さらにこの本に携たずさわってくださったすべての方々に、そして読者であるあなたに、深く感謝いたします。

　もしまたお会いできる機会があれば、私はとても幸せです。

　ここまで読んでくださって、まことにありがとうございました！
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猫と映画とゲーム全般が大好き。

ちょっと前まではとあるゲームで廃墟を巡ってひたすらキャップを集めたり、綺麗な水を売ってぼろ儲けしたり、生物兵器になったカメレオンと戦ったりしてたのですが、最近は別のゲームを始め、世界を救うこともせずに、もっぱら自分の好きな武将の風呂を覗いています。
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イラスト担当の煮たかです。

とても楽しく描かせていただきました！

カイーッ！カイーッ！
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デザイン／長谷川有香＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）
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